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プロローグ　「エリート」が「ニート」をバカにしたら







「あ、悠はる斗とじゃんか」

　名前を呼ばれて振ふり返かえると、剛たけ史しがいた。剛史は高校の時の同級で、３カ月前の同級会で久しぶりに再会した。「高校の頃ころとは全然違ちがってしまったな」と笑いあった。

「なんだ。スーツなんか着て。ちゃんとしたとこに就職でもしたのか？」

　こいつは、俺おれと違って上場企き業ぎようで働いている。会社の同期の中で出しゆつ世せ頭がしらだと自じ慢まんしていたから『エリート』なのだろう。

「いや。仕事はしていないな」

　そう。俺は仕事をしていない。世間的には『ニート』って言われる奴やつだ。

「あ、分かった！　就職活動だろう。やっと真ま面じ目めに働く気になったのか。それはいいことだな」

　こいつは頭が悪い奴ではないが、物事を決めつける悪い癖くせがある。ニートがスーツを着ていても、就職活動とは決まっていないだろうに。

「いや。全く働く気にはなれないな」

　同級会の時の俺は、フリーターをしていて、アルバイトで働いてはいた。今は、それすら辞やめてしまった。

「おいおい、そんなんじゃ、モテないだろう。まだ恋こい人びとはいないのか？」

　剛史はクラスのアイドルだった女性と大学の時にできちゃった結けつ婚こんをしている。そんな噂うわさを同級会に参加した時に聞いていた。

「あー。恋人はいない」

　そういえば恋人はいないな……恋人は。昔も、今も。恋人いない歴＝年ねん齢れいを更こう新しん中だ。

「寂さびしいだろう。恋人がいないとな。がんばって探したらどうだ？」

「あー。今は忙いそがしいから。今日も野や暮ぼ用ようがあるし」

　あと少しで待ち合わせの時間だ。時間にやたらと正確な人だから、そろそろだろう。

「うわ、見てみろよ。すっごい車だぞ。ランボルギーニじゃないのか。それも真っ赤」

　その車は「ランボルギーニ・アヴェンタドール」。値段は五千万円とちょっと、だったな。やはり時間通りに来たようだ。

「それに、運転しているのが女だぞ。おや。止まったぞ。おおーっ、すげー良い女が降りてきたぞ」

　彼かの女じよの名前は夏なつ海み。身長１７０センチ。スリーサイズはＢ87（Ｅ）Ｗ58Ｈ86。ガッキー似の27歳さい女性だ。

「えっ、なんで、こっちに来るんだ？」

　剛史は混乱しているな。やつの恋人は、クラスで１番だったかもしれないが、夏海ならば、学校で１番クラスだろう。

「悠斗さん。お迎むかえに来たわ」

「おう。いくか」

　美女が親しげに俺に声をかけてきたことに、剛史は呆ぼう然ぜんとしている。

「な、なんでお前にこんな美女が？」

　そんな様子の剛史を置き去りにして、俺は夏海の運転するランボルギーニの助手席に収まった。

「今日はどちらへいきましょうか？」

「ペニンシュラホテルのヘリポート。そこからヘリで飛んで羽田。チャーター便のビジネスジェットに乗のり換かえて宮古島だ」

「宮古島まで飛んでいる３時間は、悠斗さんは私だけのものね」

　別に彼女は俺の恋人という訳ではない。夏海は、俺の愛人だ。

　３時間の密室では、相当な状じよう況きようが生まれてくるだろう。ふたりで会うのは、１週間ぶりだからな。

　しかし、まぁ。剛史と会って３カ月前の感覚に戻もどってしまったな。

　今、置かれている俺の状況は、３カ月前と全く違う。何事にも本気にならない草食系だった俺。

　そんな俺の転てん換かん点てんは、２カ月半前。財さい布ふを拾ったことだ。そこから物事がガンガンと高速で起きるようになったのだ。

　その財布の話から、語るとしようか。




☆　☆　☆




「やっぱり、『なろう映画』は最高だな」

　俺は久しぶりに出た渋しぶ谷やの街に来ていた。ずっと待っていて、やっと公開になったアニメ『異世界転生Ⅳ』。

　シリーズ第４作となる『なろう小説』が原作の劇場版アニメだ。俺がずっと渋谷の映画館で観みているシリーズだ。

　正直に言えば、映画に１８００円使うのは俺にとって贅ぜい沢たくだ。しかし、こいつだけは映画館で観ないと気がすまない。

　異世界転生シリーズの始まりはほとんど一いつ緒しよだ。その映画の主人公が、どでかいトラックに轢ひかれて死亡するシーン。

　今回はちょっと違ってデコ満まん載さいのトラック野や郎ろうだった。

　テンプレ満載、ストレスフリー。何事もご都合主義とチートで対応。とにかくスカッとするシーンの連続。

　この異世界転生シリーズが人気が出るのも当たり前だな。

　俺が１８００円支し払はらって映画館で観るのは、『なろう映画』だけだ。他のアニメはＤＶＤレンタルで済ましている。

「俺にも、異世界転生が起きてくれないか」

　そんな妄想をすることもある。しかし、実際には異世界転生なんてアニメみたいなことは起きるはずもない。俺は少ない収入で気楽に生きている今の状況は、それほど嫌きらいでもないしな。

　そんなことを思いながら、渋谷の街を歩いていた。あまりに人通りが多いから、裏通りを歩くことにした。

　ガクッと人が減って、歩きやすくなったぞ。しばらく裏通りを歩いていると俺は声をあげてしまった。

「おおっー」

　もしかしたら、俺のＬＵＣＫ値が激増したのか？

　あそこにある物、どう見ても財布だ。財布が道に落ちている。特とく徴ちようがあまりなくて古くて黒い長なが財ざい布ふ。

「周りに人は……誰だれもいないな。よし！」

　俺はその財布を拾って、自分の物にしてしまおうと決めた。

　それが異世界に転生せずに、令和になったばかりの東京で、全く違う別世界に足を踏ふみ入いれた瞬しゆん間かんだった。







第１話　俺は不思議な財布を手に入れた







　俺は落ちている財布をさっと拾って、まっすぐ歩いて曲がって横道に入った。うん、完かん璧ぺきだ。誰も気づいていないな。

「どれどれ。いくら入っているんだ？」

　俺は期待に胸を躍おどらせて、拾った財布を開く。すると。

「千円？」

　千円札がたった１枚だけ入っている。

「なんだ、千円だけか」

　まぁ、千円だとしても、拾ったんだから運が良いか。しかし、中ちゆう途と半はん端ぱな運だな。

「おーい。どこかにいる女め神がみ様よ。どうせ、幸運をくれるなら、もう少し大きいのを頼たのむ」

『なろう映画』を観た後だから、ついつい文句を言ってしまった。まぁ、俺の運はそんなものだろう。

「しかし、まぁ。財布を落としたのはどんな奴なのか？」

　財布の中を捜さがしてみるが、身元が分かるものが何も入っていない。千円札が一枚。それが財布の中身のすべてだ。

「これじゃ、警察に届けても持ち主に戻ることはないだろう」

　俺は自分自身にそんな言い訳をした。そして千円札を抜ぬき出だして、俺の財布に移した。

「まぁ、財布は用なしだから、どこかに捨てないとな」

　そう思った。しかし、妙みように気になってもう一度確かく認にんすることにした。

「本当に何も入ってないよな………あれ？」

　財布の中には、千円札が１枚だけ入っていた。

　おかしい。さっき抜き出したから、もう何も入っていないはずだ。

「まぁ、いいか」

　自慢ではないが、俺は細かいことは気にしないタイプ。あれこれ悩なやんでも、いいことはないと分かっているからだ。

　さっき見み間ま違ちがえただけだろう。最初から２枚入っていたのだ、そうに違いない。

　すると２千円か、ちょっと嬉うれしさがアップしたな。『なろう映画』の映画代１８００円以上が戻ってきたのだ。

「それなら、もう１枚の千円札を俺の財布に移してと」







[image: ]







　ちゃんと言葉に出して確かく認にんする。言葉に出すことで間違いを防止できる。バイトの先せん輩ぱいでそれをやたらと強調する男がいたな。

「この財布には、もう何も入ってない。間違いない」

　一度財さい布ふを閉じる。何も入っていないはずの財布をもう一度開いて中を覗のぞく。

「うわっ!!!」

　思わず大きな声を上げてしまった。誰もいないところだから良かったが表通りだと何事かとジロジロみられてしまうレベルの声の大きさだ。

「また、千円札が入っている。どういうことだ？」

　俺が拾った財布はもしかすると千円札が無限に出てくる財布なのか。

　間違いない。この財布は、千円札が湧わいて出てくる財布なのだ。

　続けて10枚、千円札を取り出した後に、ふと思った。

「じゃあ、もしこの千円札を財布に戻すとどうなってしまうのか？」

　どういう原理なのか分からない。下手なことをしたら、せっかくの千円札が出てくる財布が機能しなくなるかもしれない。

　だから、千円札を30枚ほど出した後に、実験をすることにした。

　俺の財布から千円札を１枚拾った財布に入れる。財布を一度閉めて、再び開いて、覗く。

「うん。２千円だな。減りも増えもしないな」

　これは予想通り。じゃあ、この２千円を抜いて、俺の財布に移す。空っぽになった財布を一度閉めて、再び開いて覗く。

「２千円!!!」

　やっぱり、そうだ。空のはずの財布には、２千円が入っている。俺の予想は的中した。

　それならば、１万円を入れたらどうなるのか。千円限定の財布なのか。それとも？

　俺の財布に入っている１万円。それを拾った財布に入れてみる。財布を一度閉めて、再び開いて、覗く。

「うん、１万２千円だな」

　ここまではいい、当然の結果だ。問題はこの後だ。

　こっちの財布から一度１万２千円を抜いて閉じて、俺の財布へ。財布を一度閉めて、再び開いて、覗く。

「ビンゴ！」

　空のはずの財布には、きっちりと１万２千円が入っていた。

「なるほど、分かってきたぞ」

　俺の財布から１万円を拾った財布に入れる。財布を一度閉めて、再び開いて、覗く。

「これで２万２千円だ」

　そのうち、２万円を抜く。財布を一度閉めて、再び開いて、覗く。中を覗くと２万２千円。

「この財布はとんでもないな。いくら抜いても中のお金が減らない財布なのか」

　やったな！　とうとう俺にも本当の幸運が舞まい込んだらしい。女神さんありがとう。

　これは『なろう映画』の無限収納のアイテムボックスみたいなものだな。いくらでも収納できるものではないけどな。いくらでも金を抜き出すことができる財布。

　一度この財布にお金を入れたら、いくらこの財布から使っても中のお金は減らない。

　今、取り出した２万円を抜き出して、閉じて開けて、２万円を戻して、閉じて開けて、４万２千円。４万円を出して入れて、８万円を出していれて。

　連続でやってみていたら、64万円を財布に戻そうとして入らなかった。何枚なら入るか試ためしてみたら、36万円だけ入った。

　合計で１００万円と２千円。

　これが、この財布の最大収納額。収納は無限ではないんだな。

　しかし、その１００万２千円を取り出すと、財布の中は１００万２千円。すごい状態だ。１万円とちょっとしか入ってなかった今の俺の所持金。いきなり、２００万円を超こえてしまった。

「ま、待てよ。もしかしたら、これはトラップかもしれない」

　昔見たドラマの話を思い出していた。

　お札を高性能な印刷機でコピーする。用紙も似たものを使う。だけど、番号が全部同じでニセ札とバレた。

　そんなストーリーだった気がする。

「やばい、やばい」

　もう少しで俺はニセ札づくりをしたことになり、バレて捕つかまるところだった。『なろう映画』と違って現実では、そんなうまい話なんてないものだよな。

　俺を喜ばせておいて、実はひどい目にあわせようという女神のいたずらなのか。

　お金というのは、それぞれ番号がついているんだ。同じ番号がついている札があってはいけない。あったとすると、どちらか、もしくは両方ともニセ札なんだ。

「ふぅ、よかった、気づいて。もう少しで俺は犯罪者になるとこだった」

　どんな仕組みかはわからないが、この財布はお札のコピー能力があるのだろう。一度、取り出すと、元々あったお札と同じものがコピーされる。

　超ちよう高こう性せい能のうな３Ｄプリンターか。財布サイズの小型化に成功した、最先端の技術に違いない。

「となると、この１００万円の束は、元々俺の財布に入っていた１万円札と同じ番号だ」

　ほら、番号を確認するとな……

「なんだ？　全部バラバラじゃないか」

　おかしい。ここにある１００万円は、普ふ通つうにＡＴＭから引き出したようにバラバラの番号。帯のついた新札１００万円の連続した番号でもなければ、コピーした同じ番号でもない。

　ありがちの刑けい事じドラマの誘ゆう拐かい犯はんのセリフを思い出した。

「番号がバラバラの１万円札で３千万用意しろ」

　犯人が電話で親に要求する。横で聞いている刑事がうなずく。そんなシーンだ。

　この財布から取り出したお札は、誘拐犯も喜ぶバラバラな番号のお札だ。

「女神様、素す晴ばらしいプレゼントをありがとうっ」

　俺はとうとう、今、起きていることを認にん識しきした。そして、それを引き起こしてくれた女神様に感謝をささげた。

　ちゃらららったらーーん♪

　俺は使っても減らないチート財布を手に入れたのだ！

　無限に使える金。これからの人生はバラ色になる。俺はそう信じることにした。







第２話　俺は生まれて初めての養沢をした







　無限に金を引き出せる財布。それを手に入れた俺。

「今までの辛つらかった貧びん乏ぼう生活とはおさらばだな」

　何を買うにも「本当に必要なのか」と考えてきた俺。買うときも徹てつ底てい的てきに調べてもっと安い物、もっと安い店がないか調べてきた俺。

　３本１００円の人にん参じんを探して、スーパーを５軒けん、自転車で廻まわったこともあったな。野菜が高い頃で、ふだんの値段で買えないから。ムキになって探した。

　特売で３本98円の人参を見つけたときは嬉しかったな。

　しかし、今の俺は使っても減らない財布持ちだ。１００円だろうが、１９８円だろうが気にせず買えてしまう。すごいことだ。

　せっかく、そんなチート財布を手に入れたんだ。何か贅沢なことをしてみないとな。

「そういえば腹が減ったな」

　もう午後１時を過ぎている。昼飯の時間だ。

　あんまりのんびりしているとランチタイムが終わって、ランチセットが頼めなくなってしまう。

　いかん。どうしても、節約する思考になってしまうな。ランチタイムだろうがディナータイムだろうが、食べたいものを食べることができる。

　今の俺はそうなったんだ。

　よし決めた。いままでやったことがない贅沢をしてしまおう。

　俺は行きつけのラーメン店に入った。濃のう厚こう魚ぎよ介かい系スープが有名なラーメン店。ここのラーメンはめちゃくちゃ美味うまい。その上、俺は腹が減っている。

　俺はカウンターに座すわった。そして、初めてのメニューを注文した。

「トクマルラーメン、トッピング全部のせ」

　そう、この店はトッピングが豊富なラーメン店なのだ。普通のトクマルラーメンなら６００円だが、トッピング全部のせだと、１５８０円になる。

　今までの俺では注文できない贅沢なメニューだ。

　ラーメン一いつ杯ぱいがなんと１５８０円もする。こんな贅沢なことはない。

　腹が減っていた俺は、その贅沢ラーメンを食べ出した。

「美味い」

　そして、いろいろなトッピングをカジるたびに思う。

「贅沢は素す敵てきだ」

　７分ほどで、ラーメンスープの最後の一滴てきまで飲み干した。

「毎度ありぃ」

　俺はあのチート財布をポケットから取り出した。１００万円入っているから分厚いはずなのだが、開いていないときはそんなことはない。普通の厚さだ。

　財布を開くと１万円札が１００枚入っている。そのうちの１枚を抜き取とって店員に渡わたす。お釣つりは８４２０円だ。

　小こ銭ぜにを入れる部分がないから、チート財布に戻すのは無理だ。普通の財布に戻すとしよう。

「すごいな」

　贅沢なラーメンを食ったら、お釣りで８４２０円も増えてしまった。使ってもお金が減らないどころか、使ったらお金が増えてしまった。

　もちろん、分かっているぞ。たかがラーメン。

　チート財布がなくても、全部のせラーメンくらいなら気合をいれたら注文できることを。

　せっかくチート財布を手に入れたんだから、もっと贅沢をしてみないと。

　店を出て考えた。

　贅沢をする。何をしたらいいのか。今の俺が一番やりたい贅沢ってなんだ？

「そうだ！　キャバクラだ」

　贅沢なんてものを通とおり越こしたすごい世界。それがキャバクラだ。

　その上、チート財布があれば、あれができるだろう。

　そう、キャバクラ豪ごう遊ゆう！

　その言葉を思いついた瞬間。くらくらした。

　俺なんか一生縁えんがあるはずがなかった言葉。

　キャバクラ豪遊。

　やばい！　チート財布を授さずけてくれた女神様にすべてを捧ささげてしまいたくなった。

　キャバクラ豪遊。

　今の俺に必要な贅沢はこれに違いない。

　キャバクラ豪遊。

　いざ、行こう。夢の世界へ。







第３話　俺はキャバクラ豪遊できるのか？







「いらっしゃいませ」

　いつもの黒服さんが俺を迎えてくれる。

　この店は俺が住んでいるアパートの最も寄より駅の駅前にある店だ。それも、３店ほどあるキャバクラのうち、一番安いところ。

　昼飯を喰くって、その後４時間くらいネットカフェで漫まん画がを読んで時間つぶしをした。今は午後６時。このキャバクラの開店時間だ。

　午後６時からオープンするこの店のゴールデンタイムと言える。なぜなら、このキャバクラ、開店から午後７時直前まで、セット料金が２９００円なのだ。その後、１０００円ずつ上がって、最後は５９００円になる。

　一番安い時間に比べてなんと倍以上。

　どうして、そんな時間にお客が来るのかが謎なぞでしかない。開店直後のゴールデンタイムに入らないのは、絶対に損なのにな。

　という訳で、俺は開店を待ってキャバクラに入った。

　この店は、俺が唯ゆい一いつ繰くり返し来たことがあるキャバクラ。もちろん、繰り返しと言っても常連になっている訳ではない。

　フリーターの俺としては、週に何回もキャバクラに通えるほど金がある訳ではない。どうがんばっても、月に２回ほどが限界だ。そのペースで繰り返し来ているキャバクラがここだ。

「今日は指名どうします？」

「フリーで」

　黒服さんは俺の顔を覚えている。だから、俺がフリー専門なのは知っている。

　指名をすると指名料が１０００円かかる。だから、俺はフリー専門だ。

　それでも、この黒服さんはマニュアル通りに指名の有う無むをちゃんと聞く。なかなか真面目な黒服さんなのだ。

「こちら、ミキちゃんです」

「いらっしゃーい」

　彼女はミキちゃん。この店の一番の古株かな。

　真面目な娘こで、一番早く店に来るのだろう。開店と同時に店に来ると、ほとんど彼女が着く。

　彼女は、もう３年くらい、この店にいると前に言っていた。年齢は自じ称しよう27歳。たぶん、嘘うそではないと思う。

「今日はどうしたの？」

「えっ」

「いつもは月末よね」

　アルバイトの給料が出るのが25日。だから、店に来るのは月末が多い。

　今日みたいに月中に来るのは珍めずらしいのだ。

「ああ。ちょっといいことがあってな」

　本当は、ちょっとではないけどな。

「へぇー、じゃあ祝しゆく杯はいってことね」

「そうだな」

「じゃ、お酒つくんなきゃね。水割りでいい？」

　この店では、俺はウイスキーの水割りしか飲まない。銘めい柄がらが不明のウイスキーを水道水で割ったもの。それが俺がいつも飲んでいる酒。

　ハウスボトルの水割りと呼ばれている。飲み放題だから、セット料金に入っている。追加料金を必要としない酒だ。

「それじゃ、乾かん杯ぱい」

「乾杯」

　彼女は水を飲んでいる。お店の女の子は、ハウスボトルの酒は飲めない。そういうルールだ。

「ね。いいことって何？」

「ああ。それは言えないな。とにかくいいことだ」

　チート財布を手に入れた。そんな話をできるはずもなく。といって、うまく別の話もできるではなく。「いいこと」で誤ご魔ま化かすことにした。

「いいことね。気になるけど、聞かないわ」

「うん。それがいい」

「でも、いいことがあったのよね。私もお酒で乾杯したいな」

「いいぞ」

「えっ！」

　ミキちゃん、驚おどろいている。何度も俺の席にミキちゃんが着いたことはあるが、俺がお酒を飲んでもいいと許可したのは初めてだ。ミキちゃんに限らず、この店で初めてのドリンクオッケーだ。

　女の子のドリンクは一杯１０００円もするのだ。ひとこと「いいよ」と言うだけで、お会計に１０００円プラスされる仕組みだ。

　フリーで来て、指名もせず、ドリンクもおごらず、延長もせず。60分ジャストで帰るのが、俺のスタイル。

　だけど、それはもうおしまいだ。

　今日はなんと言っても、キャバクラ豪遊なのだ！

　ケチケチ派の俺が「いいよ」と言ったのだ。ミキちゃんが驚くのも無理はない。

「じゃ、これお願いします」

　何やら小さなメモを黒服さんに渡している。黒服さん、俺を見てにっこり笑ってくれた。

　うん。お金があるっていいことだな。

　赤いドリンクを黒服さんがもってきた。アセロラハイ……それともただのアセロラジュース？

「それじゃ、あらためて、おめでとうございますぅ～。乾杯っ」

「乾杯っ」

　ミキちゃんは、ドリンクをおごっても感じが変わらない。うん、この娘はそうなんだよな。

　何度かフリーで着いたことがあるけど、いつでも感じがいい。指名もドリンクも無しなのに、ちゃんと接してくれていた。

　ミキちゃんと、楽しく15分くらい話していたら、黒服さんが若い娘を連れてきた。

　あ、交代の時間ってことだな。

　ここは15分くらいで女の子がチェンジになる。指名をすると、ずっとついていてくれる。

「あ、ミキちゃん、指名でお願いします」

「うわっ、嬉しいっ」

　この店では、初めての指名。なんでも初めて尽づくしだな。

「えっと、この娘は今週入った新人さんなのよ」

「そうか」

　普通は指名を入れると、交代は起きないから新しく来た娘は待機ソファーに帰っていく。

　だけど、新人さんは俺の前に座った。まだ時間が早く、お客は俺しかいないから、だな。

「よろしくお願いします」

「彼女もかわいがってあげてね」

　新人さんは全くキャバクラに慣れていないな。キャバクラ自体、この店が初めてだろう。10代に見えるが、お酒を飲むとこだから20歳になっていないとまずいか。

「あ。なんか飲む？」

「いいんですか？」

　あ、喜んだ。かわいいぞ。

「彼女は、学生なのよ」

「へぇ、どこ？」

「えー、それは内ない緒しよ」

　そりゃ、そうだ。学校に知られたくないからな。こういうバイトは。

「奨しよう学がく金きんで学校に通っているんだって」

「じゃ、がんばってバイトしないとな」

「はい、がんばります」

　そんなノリで話していると、また別の女の子を黒服さんが連れてくる。

　別に新人さんは指名していないけど、交代って感じじゃない。だけど、ここは太っ腹なとこを見せてしまおう。

「じゃ、このふたりも、指名で」

「「「おおーっ」」」

　女の子３人も驚いている。３人も指名するのはさすがに珍しい。

　黒服さんを見ると、90度のお辞じ儀ぎをしたぞ。

「ありがとうございます」

　この黒服さん。何をさせてもカッコいいな。

「あと、彼女にも何か好きなものを」

　キャバクラ豪遊は気持ちいいな。お金が心配ないというのは、すごいことだ。

　みんなのドリンクが揃そろったところで。

「「「「乾杯!!」」」」

　そんな楽しい時間をすごしていた。







第４話　俺はキャバクラバトルに参加することにした







　キャバクラはとても楽しいところだ。

　めちゃくちゃ楽しんでいると、黒服さんがもうひとり連れてくる。髪かみの毛けをしっかりと盛っている美人さんだ。ザ・キャバ嬢って感じな娘だ。

「アリサです」

　自分で自己紹しよう介かいすると、当たり前のように俺の左側に座る。

「私も、なにか飲んでいいですか？」

「駄だ目めだ」

「えっ？」

　俺にはアリサにおごる金なんてない。そもそも、そこに座っていいと言った覚えもない。

　そのあたりを察したのか、アリサは席を立って、待機スペースに帰っていった。

「あー、すっとしたわ」

「ですよねぇ。あのアリサの顔」

「でも、どうしてアリサさんだけ断ったの？」

　新人さんが気になったみたいだ。彼かの女じよ以外のふたりは納なつ得とくしている顔だな。

「アリサはな。前に俺の席に着いたとき失礼な態度をしたんだ」

　俺が前に店に来たとき、フリーで入ってたら、たまたまアリサが着いた。いつものように、ドリンクを断ると不ふ貞て腐くされたような顔をして、まともに接客しようとしなかったのだ。

　セット料金だけの客だとは言え、客は客だ。俺はそんな態度のアリサを許す気はない。

「もっとも、アリサはその時のことを覚えていないようだったがな」

　ミキちゃんがアリサの話をいろいろとしてくれた。仲間内でも評判が悪く、いろいろな噂うわさがあるらしい。

　アリサは、この店に来る前は、同じオーナーがやっている別のキャバクラで働いていた。その店はセット料金が倍以上する高級路線のお店。

　そんなアリサ情報をお店の古株のミキちゃんが教えてくれた。

「そこでトップ争いしていて、負けそうになったから枕まくら営業しちゃったみたいなの」

「枕営業？　本当にあるんだな。そんなものが」

「そう。それがお店にバレて、あっちにいられなくなってさ。こっちに廻されてきたみたいなの」

　そういえば、前に俺に着いたときに、「私は他の女の子と違ちがうのよ」って感じがあったな。

「彼女、あの通り美人でしょ。その上、若いし」

「ああ、そうだな」

「あっちの店からね、ついてきたお客さんが何人もいて、このお店の中では断トツのナンバー１なの」

「俺はパスだけどな。どんなに金があったとしても、アリサだけには使いたいとは思わない」

　減らない財さい布ふがあったとしても、使いたくない金というものがあるんだな。使いたくても使えない状態だったから初めて考えたことだ。

「だからね。すっごく、スカッとしたわ」

「俺も同じだ」

「あ、ほら、みてみて。アリサ、スマホをいじっているわ」

「ああ。そのようだな」

「あれね。お客を呼んでいるのよ、きっと」

　確かに、メールを打っているみたいだ。それも真剣な顔で。

「どんな客だろう？」

「髪の薄い親おや父じよ。枕営業したって噂のお客」

「そうなのか」

「親の会社に入って副社長をしているらしいわ。経費でなんでも落とせると話しているのを聞いたことがあるわ」

　あー。創業者の２代目か。金はあるけど、能力は大したことないってイメージがあるな。

　だから、キャバクラとかでは金の力でモテようとする。なんだか嫌いやな感じだ。

「ほら、きた。アリサが飛んでいったわ」

「あいつか。見事に２代目の親父って感じだな」

　キャバ嬢にいいように操あやつられている鼻の下を伸のばした親父。もちろん、金はもっているのだろう。アリサと何か話して、こっちをチラチラ見ている。

「ほらね。こっちが女の子３人もつけて楽しそうにやっているから気になるんでしょう」

「そうみたいだな」

「きっと、対たい抗こうしようというのね。あの親父の金で」

「それは面おも白しろくなってきたな。それならば、こっちはもっと楽しくやろうじゃないか」

　使ってもなくならない経費を持つ２代目親父。この俺とどっちが強いのか試してみたくて、キャバクラバトルに参戦したのだった。

　絶対負けないチート財布がポケットにあることを確認して。

「じゃあ、こっちももっと楽しくやろう」

「いいわね。またドリンクもらってもいい？　ミキの、無くなっちゃった」

「いや、ダメだ」

「そうよね。調子乗りすぎよね」

「いや。シャンパンにするぞ。みんなで飲めるしな」

「いいの？　ありがとうっ。カフェ・ド・パリあたり？」

「それは、シャンパンじゃないだろ」

　カフェ・ド・パリは、甘あまいスパークリングワイン。一番安いものとして、キャバクラには、よくおいてある。

「もしかして、シャンパンの王様、ドンペリ？」

　ミキちゃんが俺の顔を探さぐるように見ている。

　それはそうだ。ドリンクも指名もしなかったケチケチ派だからな、俺は。だが、今の俺は違うんだぞ。

「その通り！　ドンペリ入れてくれ」

　キャバクラでドンペリ。キャバクラ豪遊に、こんなにふさわしい酒が他にはあるまい。

　前に酒のリストを見せてもらったことがある。たしかこの店では５万円だったはすだ。

「ドンペリ、入りました！」

　ミキちゃんが黒服さんにオーダーを通すと、大きな声で宣言した。

　全部で16卓たくあるテーブルは、すでに半分ほどがお客さんで埋うまっている。お客さん達たちとお店の女の子達が一いつ斉せいに俺の方を見た。

　もちろん、あの二代目親父とアリサもだ。

　なんかこれ、すごく気分がいいぞ。いままで知らなかった贅ぜい沢たくな気分だ。

　豪遊の醍だい醐ご味みというのは、こういうものなのか。この気分だけでも５万円の価値はあるな。

　黒服さんが美しいポーズでシャンパングラスに注ぐ。４つのグラスに綺き麗れいな泡あわが入ったシャンパンが入った時点でそれぞれグラスを持った。

「「「「乾杯っ！」」」」

　初めてのドンペリ。どんな味がするのか。

　おっ、シュワッとしてなかなかおいしいじゃないか。

　５万円で６杯ぱい分だから１杯８千円ちょっとか。うん、これは間違いなく豪遊だ。

「私、ドンペリ飲んだの初めて」

　新人さんが喜んでいる。

「どう？　おいしいか？」

　俺も初めてだが格好つけて、慣れているふりをしてみた。

「うん。とっても！」

　シャンパンって飲みやすいが、意外と強いお酒だ。シュワシュワしているけど、ビールとかとはアルコール度数が２倍以上だ。

　まぁ、４人で飲むと、ドンペリはすぐになくなるな。みんな味わって飲んでくれている。

　俺はすぐに飲み切って、お代わりを入れてもらった。

「ドンペリ入りました！」

　おっと、今度はアリサの席からドンペリ宣言が上がった。アリサがこっちを見て、ドヤ顔をしている。

　いよいよキャバクラバトルが本格化してきたな。

「アリサってさ。本当に負まけず嫌ぎらいよね」

「大だい丈じよう夫ぶなのかしら。どうせ、お客さんに無む理り強じいしたんじゃない？」

　ミキちゃんは、アリサに批判的だな。こりゃ、相当お店の女の子に嫌きらわれているな。まぁ俺も嫌っているけどな。

「つまみも頼たのむとするか」

「いいわね。ミキもちょっとおなかすいてるの」

　唐から揚あげと、野菜スティック、ウインナー盛り合わせ。ちょっとパーティ気分で頼んでみた。

「そろそろ、時間になりますが」

　黒服さんがこっそりと教えてくれた。セット料金は１時間。30分ごとに延長料金がかかる。

　今の確かく認にんは２度目だから、入店から１時間半が経過した計算になるな。

「あ、延長で。そうだな。とりあえずあと１時間半」

「了りよう解かいしました」

　そのまま去ろうとする黒服さんを呼び留めた。

「黒服さんもドンペリ飲むか？」

「ありがたくいただきます」

　キャバクラで女の子を落とすノウハウをどこかで読んだことがある。

　鍵かぎになるのが黒服に対する態度。黒服に偉えらそうに接する男はモテない。どういう形で接する客なのか、意外と女の子は見ているそうだ。

　もっとも、俺はお店の女の子を落とそうなんて大それたことは考えていないが。

　黒服さんはシャンパングラスをひとつ持ってきた。俺が注いであげる。これでドンペリは無くなった。

「あー。おいしかった」

「ミキちゃん、シャンパン好きそうだな」

「うん。ドンペリ、だぁーい好き」

　なんか、どこかのＣＭで指でハートを作ったみたいな言い方だ。きっと好きって気持ちを表現しているのだろう。

「だけど、ドンペリ飲むのは久しぶりなの。おいしかったわ、ありがとう」

「どういたしまして」

　こっちのテーブルはいい感じで盛りあがっている。

　アリサの席を覗のぞいてみると、あんまり盛り上がっていないな。お客さんがムッとしている。やっぱりドンペリを無理強いしたんだな。

「あ、おつまみ来た。でも、お酒なくなっちゃった。残念」

　居酒屋みたいなつまみだから、シャンパンに合うおつまみじゃない。だけど、つまみが来たのに酒がないのはつまらないな。

「それではドンペリをもう一本」

「「「ええーっ」」」

　女の子３人がびっくりして声を上げる。やはり、女の子を驚かせるのは楽しい。

　キャバクラ豪遊は、この反応を楽しむのもひとつだな。

「ドンペリ、またまた入りました!!」

　黒服さんの宣言でまた店中の人たちの眼めが俺に集まる。

　アリサはというと。怒いかりの顔になっているじゃないか、ざまぁ～。

「「「「乾杯っ」」」」

　こっちの席は華はなやかにパーティ気分。かわいい女の子が３人もいるから、会話下手の俺でも大丈夫だ。

　ツーショットのアリサの席は相変わらず盛り上がっていない。アリサがひとりで盛り上げようとしているが空回りしている。

「そうそう。ほら、あの子」

　ミキちゃんが指さした方向を見るとひとりの女の子が待機スペースに入ろうとしている。

「誰だれかな？」

「新人さんで、みゆちゃんって言うの。かわいいでしょ」

　確かにかわいい。ふんわりした感じで、ちょっとたれ目で。小こ柄がらでハムスターみたいな小動物系だな。

　正直言って、俺の好みのドストライクだ。

「な。あの子、こっちに呼べないか」

「そうくると思ったわ。彼女も指名でいいかしら」

「もちろんだ」

　黒服さんにミキちゃんから指名を告げると黒服さんが連れてくる。

　おー、かわいいぞ。

　でも、不思議な表情しているな。なんか驚いているみたいだ。なんか喜び始めたぞ…ん？　涙なみだぐんでないか。

「どうしたのか？」

　気になって聞いてみた。

「えっ、分からない!?」

「何が？」

「……」

　もしかして前に会ったことがある娘だったのか？　だけど、こんなかわいい娘だったら、忘れるはずないんだけどな。

「あ、ごめんなさい。初めまして。みゆです」

　普ふ通つうのキャバ嬢らしい笑え顔がおに変わったぞ……どうしたんだ。

「かわいいでしょ」

「おお、すげーかわいいな」

　それよりも、最初の時の顔が気になる。なんで、あんな表情したのかな。

　もしかして、生き別れの双ふた子ごの妹だった……ないな。だいたい年ねん齢れいが違いすぎる。

「あ。ごめんなさい、呼ばれちゃった。残念」

　最後に来た女の子に指名が入ったらしい。俺の隣となりの席は、ミキちゃんがみゆちゃんに譲ゆずってくれた。ミキちゃんは俺の前に座る。新人さんはそのまま。

　俺の席は女の子３人で変わらずだ。

「それ、もしかしたらドンペリですか？」

「みゆちゃん、ごめんね。もうないわ。みゆちゃんのためにドリンク頼んでいいかしら」

「いやダメだ」

「えっ」

「ドリンクじゃない」

「もしかして」

　ミキちゃんは、何かを期待して嬉うれしそうにしている。そう、その通り。追加オーダーだ。

「ドンペリ入りました！」

　黒服さんを呼ぼうとしたら、アリサに先を越された。アリサの席もドンペリ２本目か。あっちは、ふたりで飲んでいるから酔よっぱらうんじゃないのか？

「ミキちゃん。あっちも２本目が入ったな」

「そうね。だけどさ、大丈夫なのかしら」

「ん？」

「ほら、アリサのお客さん。相当機き嫌げん悪そうよ」

　確かにドンペリを頼んでいるのに盛り上がっていない。アリサがひとりでしゃべっている。

　アリサのところでドンペリを注ぎ終わった黒服さんを呼んだ。

「また、ドンペリでいいの？」

　ミキちゃんが確認する。

「いや。駄目だ」

「えっ？」

「みゆちゃんのために、ピンドンだ！」

「ええっー」

　ピンドンとは、正式には、ドンペリロゼと言う。だけど、ピンク色に輝かがやくドンペリだから、略してピンドンの方が普通だ。

　このお店では10万円と前に見たメニューに書いてあったはずだ。

「今度は、なんと！　ピンドン入りましたぁー!!!」

　黒服さんがさらに大きな声とアクション声で宣言した。

　もちろん、俺は店にいるすべての人の注目を浴びる。ひとりだけ睨にらんでいる奴やつもいるけどな。

　キャバクラ豪遊もずいぶんと慣れてきたな。それでも気持ちが良いのにはかわりはないが。

　ピンドンが運ばれてきて、俺がみゆちゃんに注ぐ。ついでに俺のグラスにも注ぐ。

　ふたりのグラスにだけ薄うすピンクの泡を伴ともなったシャンパンが入っている状態だ。

「みゆちゃんとの再会に！」

「えっ!?」

「だって初めてな気がしないからな」

「はいっ!!」

　つい、さっきの表情がまた見たくて言ってみた。

「乾杯」

「乾杯」

　みゆちゃんは心から嬉しそうな笑顔になった。

　うん、それそれ。その顔が見たかったのだ。

　もちろん、ふたりで乾杯の後は、残りふたりのグラスにもピンドンを注ぐ。今度は４人で。

「「「「カンパーイ」」」」

　こっちの席はアイドル的な、みゆちゃんが参入して華やかさに磨みがきがかかった。

　大盛り上がりで、豪ごう遊ゆう三ざん昧まい。いやぁー、キャバクラ豪遊は楽しいな。

　一方のアリサの席はと言うと、アリサとお客さんがバトル状態になっているぞ。

　お客さんが怒りだしたみたいだ。

　キャバクラバトルってそういうのを言うんじゃないぞ。

　おおっと、そのお客さんが席を立ってしまったぞ。黒服さんにカードで支し払はらっている。

「あなたの勝ちね」

　ミキちゃんの宣言で、キャバクラバトルは終わった。

　勝者の俺はというと隣に座すわったアイドルなみゆちゃんと、ピンドン飲みながらいちゃいちゃした。気分だけだから……触さわったりしていないぞ。

　あ、本当のこと言うと、手を触ってしまった。俺もさすがに酔っぱらっているようだ。

　こうして楽しい時間を過ごした。

「どうもありがとうございました」

　黒服さんとみゆちゃんを始め、女の子達の見送りを受けて店を後にした。

　この日の料金は31万円とちょっと。豪遊したけど、それでも財布から一回で取り出せる金額の１／３。

「この財布。すごいチートものじゃないのか？」

　そんなことを感じていた。

　だけど、それ以上に、妙みように気になるみゆちゃんのことを考えていた。







第５話　俺は新しい自分になる選択をした







「うーむ」

　畳たたみ敷じきの６畳間、あと、押おし入いれ。築55年のボロアパート。風ふ呂ろ無しトイレ共同。

　それが俺が住んでいる部屋だ。

　板橋だから、ちゃんと23区内。それなのに、家賃２万５千円。

　それには理由がある。普通の人はそんなボロアパートに入りたいとは思わない。そんな部屋だから超ちよう格かく安やすで借りられている。

　そのボロアパートの一室で俺は、ぽーっとしていた。

　布ふ団とんに入って『ホビージャパン』って名前のプラモ雑誌を見ている。

　通算６００号らしく、平成のプラモの振ふり返かえりが特集らしい。

　超ちよう宇う宙ちゆう戦せん艦かんマグロスで綴つづる、平成ホビー移民化計画。

　その表紙を書店で見かけて、今はプラモなんて作らないのについ買ってしまった。

「小学生の頃ころはマグロスが一番好きだったんだよな～」

　俺のアニメ好きの原点はマグロスだな。マグロ型潜せん水すい母ぼ艦かんが出てきて、宇宙にまで行ってアイドルの歌で宇宙人達の銀河戦争をやめさせる。

　今、考えると無む茶ちや苦く茶ちやなストーリーだったけど、小学生の俺はめちゃハマっていたよな。

「僕ぼくもアニメ監かん督とくになる！」

　なんて、クラスで宣言したこともあった。まぁ、あの頃は楽しかったな。

　母さんがシングルマザーだからお金があった訳ではないけど、母さんに学校の話をすると笑顔で聞いてくれる。

　それだけで俺は楽しかった。たぶん、あの頃が俺の黄金期だった……そう思っていた、チート財布を拾うまでは。

　これからは、どうなってしまうのか。

　昨日は、つい、むかついたキャバ嬢に対抗して、31万円という料金になってしまった。

　もちろん、お金は全然問題ない。財布から取り出せばいいだけだから。

　だけど……

「それでいいのか？」

　本来の俺にそんなことをする力がある訳ではない。単に使っても無くならない財布を拾っただけだ。

　アリサの客が入れたドンペリには、その分を稼かせぎ出だす労働時間という重みがあった。

　俺のドンペリにはそれがない。ただ財布から取り出すというだけだからな。同じドンペリでも重さが全く違う。

「もしかしたら、昨日の俺はすごく失礼なことをしたんじゃないか」

　キャバクラで豪ごう遊ゆうする。これはいい。

　キャバクラの女の子たちは指名料とかで給料が増える。お店も儲もうかる。

　豪遊することで誰にも迷めい惑わくを掛かけている訳ではない。

　しかし、労働の重さを持ったドンペリを頼む客を重みのないドンペリで不快にする。それはとんでもなく失礼なことだったんじゃないか。

「もしかして。俺は知らない間に異世界に来てしまったのか？」

『なろう映画』のプロローグのようにトラックに轢ひかれた覚えはない。美しい女め神がみにチートスキルをもらった訳でもない。

　だいたい、ここは間ま違ちがいなく令和になったばかりの日本。異世界なんかじゃない。

「だけど、昨日の俺は今までと全く違う世界にいるな」

　すでに、仕事はすべてキャンセルした。元々、ネットで日ひ払ばらいのアルバイトを探してやっているだけのフリーター。１週間くらいは仕事の予定が入っていたが、仕事をする必要性がなくなった。

　俺にとっての仕事とは、単にお金を得る手段にすぎない。

　仕事にやりがいを求めることができるのは、裕ゆう福ふくな奴らがすることだ、と考えていた。

　とにかく、贅沢をあきらめて、最低限の生活をする。それを支えるだけの仕事をする。

　嫌いなことは極力せずに、その代わり貧びん乏ぼうは受け入れる。そんな生き方をしてきた。

　その結果、去年の年収は１８０万円。週の半分くらいは仕事をした。

　その収入だと結けつ婚こんはできない。彼女ができてもデート費用もない。リア充じゆうなんて夢見ることすらできなかった。

　せいぜい贅沢といえば、月に２回のキャバクラにいくことくらい。それも、指名ドリンク延長なしで。

　他にはアニメくらいか。なろうアニメだけは、映画館で封ふう切きり日びに見る。

　なろう書しよ籍せきは買ったことがない。ＷＥＢで無料で読めるものに金を払はらう人がいるというのが信じられない。

　だけど、インターネットなら無料で出来ることは多い。別に贅沢なんてしなくても、ちゃんと楽しく生きている。

　そんな普通の世界に俺はいた。ところが今の俺がいる場所はとんでもない異世界だ。

　欲ほしいとちょっとでも思ったものは「とりあえず買うか」となる。とりあえずビールではなく、とりあえず購こう入にゆう。そんな単語ができてしまいそうだ。

　しかし、なんだろう。いくらでもお金を使えるとなると、本当に思考が止まるな。

　１０００万円くらいだったら、ちゃんと思考できる。１０００万円をどう使えば、一番喜びが最大になるのか。

　もし、それがキャバクラ豪遊だったとしてもいい。喜びとお金は隣となり合あわせにある。

　しかし、いくらでも使えるとなると…お金を使う喜びが分からなくなる。

「単に我が欲よくのために使うのはどうなのだろう」

　そんな、考えたこともない問題があがってくる。

　人のため……いままではそんなこと考えもしなかった。そんな余よ裕ゆうがあるはずがなかった。

　そんなことを考えていたら、何もする気もなくなった。

　まぁ、腹は減るから買い置きのカップラーメンを食べる。今日したことと言えば、それだけ。そして寝ねた。




☆　☆　☆




　翌朝。

　何か夢を見た。白い何かが、やたらと話しかけてきたことだけ覚えている。

　昨日、寝る時、いろいろと考えていたからだろう。

「しかし、いい天気だな」

　カーテンがないから、窓から入る朝の陽ひざし。その陽ざしを浴びて考えるのはやめた。

「まずは、考える前に行動するか」

　俺は決心した。考える前に贅沢を経験する行動をしてみようと。

　俺は中古で買った２万円の６年落ちのノートパソコンを開いて検けん索さくをした。情報を分ぶん析せきして贅沢計画を立てた。

　正確に言うと違うか。贅沢をするための準備の計画だ。

　もちろん、ひとりでは限界がある。スマホを取り出すと、サイトに書いてあった電話番号にコールした。

「あー、もしもし。ファッションコーディネーターの美み咲さきさんですか？」




☆　☆　☆
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　翌日。待ち合わせ場所で待っていると、声を掛けられた。

「こんにちは。悠はる斗とさんですか？」

　振り返かえると美しい女性がいた。

　白のワンピースに、淡あわいクレーのロングカーディガンを羽織っている。ワンピースのあちこちにレースがあしらわれていて肌はだが見えている。胸むな元もとはＶ字にカットされたデザインで大きな一粒つぶダイヤモンドのペンダントが輝いている。

　洋服のコーディネートを依い頼らいした美咲さんだ。

「それで、どんなコーディネートをお望みでしょうか？」

「どんなと言われると？」

「たとえば、ビジネス用のコーディネートとか、カジュアルなコーディネートとか」

「ああ、そういうことだな。それなら、カジュアルだ」

　これから俺は贅沢な生き方をすることに決めたのだ。

　だが、いままでの恰かつ好こうで贅沢な場所にいくのはどうかと考えた。

　今の俺みたいに「ＧＵが基本だ」という服では、まともな相手をしてもらえないかもしれない。どうせなら、しっかりとコーディネートされた服でいけば対応も変わってくるだろう。

　しゃべり方やマナー、常識等々。すぐにはどうしようもないこともあるが、お金を使えばなんとかなることもある。

　そのひとつが服だ。今の俺には贅沢な服を選ぶセンスなどない。下手に金を使うと単に成金っぽくなるだけだろう。それだけは正直、避さけたいと思う。

　そこで考えたのが、プロの手を借りること。プロと言っても、そっち方面に詳くわしくないから、ネットで検索して選んだ人だ。

　１時間１５０００円で服装の相談にのってくれるコーディネーター。一いつ緒しよに買い物にも付き合ってくれると書いてあった。

　もちろん、美咲さんを選んだのは彼女の写真も大きな要素だ。

　どうせ、服を買うなら美人に選んでもらいたい。それが男としては自然な気持ちだろう。

　１時間１５０００円なら８時間かかったとしても、12万円。その金は十分、将来に役立つ投資だ。服の費用を入れたらもっとかかるだろうが、それでも損はない。

　そう考えて美咲さんに予約を入れた。

「基本はカジュアルで。そうだな。３セットほど頼もうかな」

「３セット？　全身コーディネートで３セットということかしら」

「そうだ」

「１セット当たりの予算はどのくらいでしょう？」

「えっと。どのくらい掛かるものなのか？」

「それは……下で言えば３万円くらいで上は30万円くらいでしょうか」

「それでは３セットを予算１００万円で今日中に揃えてくれ」

　いきなり、予算１００万円は珍めずらしいのか。美咲さん、かなりびっくりしている。

　まぁ、今の俺の服がＧＵばかりというのもあるんだろうが。

「目的は第一印象が良くなること。貧乏くさく見えないように」

「それは、１００万円も掛けるなら当然です」

　美咲さんは、俺のことをじっくりと見てコーディネートを考え始めたようだ。美女にじっくり見られるというのは、こそばゆいな。

「見たところ、服には興味ない、と見えますね」

「その通りだ。だから、あなたに依頼したのだ」

「では、私が主導でイメージを作っていきましょう。細かい質問なしで」

　この美女は頭がいい。俺にどうしたいと聞かれても答えられないからな。

「それで頼む。掛かる時間は気にしないでいい。その分は払うから」

「それなら、８時間。夕方まででよろしいですか？」

「了解した。ただ別のリクエストをひとつ。コーディネートの後に高級な店で食事がしたい」

「食事ですね。予約しますね」

「一緒に食事をお願いできないだろうか」

「えっ、私ですか？　それって、誘さそっている訳じゃ……」

　いかん。勘かん違ちがいされた。

「あ、そうじゃない。単に仕事として頼んでいる。それっぽいとこでの練習だ」

「ふふ。そういうことですね。いいですよ。仕事なら１時間１５０００円かかりますよ」

「もちろんだ」

「それと食事代、諸もろ々もろの経費はそちらもちになります」

「もちろんだ」

　夜10時まで。美咲さんの12時間を確保して、俺おれの身なりを改造する行動が始まった。




☆　☆　☆




「まずはカジュアルコーディネートです。イメージは女性と気楽に遊びにいく時ね」

「あー、デートみたいなものか？」

「もっと気楽な感じね」

「あー、分かった」

　そんな経験がない俺にはイメージできないが良いだろう。キャバクラに着て行ってもいいかもしれないしな。

「春から夏にかけてだから、ペールトーンを使いましょう。これがいいわ。ミントグリーンのストレッチシャツ。動きやすいしね」

「ちょっと派手ではないか？」

「大丈夫。ボトムとアウターは抑おさえ目めにするから。ネイビーのジャケットとジーンズ。あと、真っ白のスニーカー。どう？」

「どうと言われてもな。全然イメージできないぞ」

「じゃ、持ってくるから着てみて」

　すぐにジャケットとかを集めてきた。手て渡わたされて、試着室へ。

「どうかな」

「もっと、シャキッとする！」

「あ、こうか？」

「いいわね。カッコいいわ」

　ずいぶんと早いな。すぐ決まったじゃないか。これなら、１時間で３セット決まるんじゃないかな。そう思ったのは甘かった。最初の１セットは定番らしく、そこから冒ぼう険けんをすると言うのだ。８時間だと言ったら、休きゆう憩けいも無しにコーディネートしまくるらしい。

　８時間掛けて３セットのコーディネートは終しゆう了りようした。




☆　☆　☆




　服選びが終わって着き替がえも済ませて、俺は新しい男になった。最初のネイビーとミントグリーンのコーディネートだ。

　そして俺は、美女と一緒に高級飲食店にやってきた。

「このお店なの。いいかしら？」

「いい感じの店だな」

　その店の玄げん関かんには１８０㎝はある藍あい色いろの大きな暖の簾れんがあり、看板替がわりになっている。入口のドアは自動ドアではなく大きな木の扉とびらだ。

「どうした。入らないのか？」

「こういうときはね。男性が扉を開けて女性を先に入れるのよ。レディーファーストね」

　なるほど。言われないとわからないが、きっとその通りなのだろう。

「どうぞ」

「ありがとう」

　美咲さんがにこっと笑ってくれた。なんか嬉しいぞ。

　店には個室もあるらしいが、今回はカウンター席だ。カウンターに隣り合って座るとき、和服の店員さんが椅い子すを引いてくれる。それも自然に。こういうとこに人手を使えるのが高級店の贅沢さ、だな。

　俺たちが座った席の前は、大きなまな板がある。板前さんが包丁を使っている。

「あれ？　美咲さん。今日は年下の彼かれ氏しさんと一緒ですか？」

「ふふ。残念ながら違ちがうわ。コーディネートのクライアントなの」

　美咲さんは良くこの店を利用するらしい。板長さんとも知り合いのようだ。

「いつものように、お任せで良いですか？」

「悠斗さん、どうします？」

「お任せで頼む」

　俺は、こんな店は初めてきた。和風で落ち着いた雰ふん囲い気き。楽しく語らい、楽しく食事する。そのために、気配りがされている。

　タイミング良く提供される料理。冷たい物は冷たいまま。温かい物は温かいまま。食べ終わると次の料理がスムーズに提供される。

「お酒はどうしますか？　お薦すすめは白ワインです」

「それを頼む」

　お薦めの銘めい柄がらの白ワインをボトルで頼んだ。和食だから日本酒かなと思っていたが、白ワインがあうと言う。

　かすかな酸味を感じさせる白ワインで、繊せん細さいな味の加賀料理に合っている。

　美咲さんは、お造りのヒラメをひと切れ食べて白ワインを飲む。

　あ、にんまりしたぞ。蕩とろけるような顔って奴だな。

「おいしいわ」

「どれ。俺も試ためしてみるか」

　同じようにヒラメと白ワインを口に含ふくむ。

「おお～」

　ワインと料理のマリアージュという言葉はグルメアニメで知っていた。しかし、現実に経験したことなどなかった。味覚として感じたのはこの時が初めてだ。

　おいしい料理は女性を喜ばせる。美咲さんも表情を豊かにして、美しく輝かせている。

　俺は彼かの女じよの隣にいて、それを実感していた。

「どうだ。俺はこの場で浮ういたりしていないか？」

「素す敵てきだわ。悠斗さんは高級な場に似合うわ」

　本当だろうか。もちろん、服や髪かみ形がたは美咲さんのチョイスだから心配はない。

　しかし、中身の俺はその限りではない。まぁ、考えても仕方ないから、美女とふたりで高級な場にいることを楽しむとするか。

　料理は進み、メインの肉料理になった。加賀のブランド牛である能登牛の希少部位、シャトーブリアンを使ったステーキ。焼き方はちょっと炙あぶったくらいの感じのレアだ。

　ひとくち、口に含むと甘あまい脂あぶらが口いっぱいに広がる。

「うまいな、これは」

「本当ね、とろけるぅ～」

　この料理はお薦めが赤ワインだという。グラスで出てきた『オーパスワン』というワイン。

　香かおりが豊かで、肉の強い味を包み込む感じ。

「たしかに、この肉にはこのワインだな」

　驚おどろきだ。俺でもこれは最高だと分かる。ワインは分からないと思っていたんだがな。

「悠斗さん。味の違いが分かる人なのね」

　美女に言われると、素す直なおに信じてしまうな。

　しかし、残念ながらこのステーキは３口くらいでなくなってしまった。俺は、どどーんと、でかいステーキにして喰くいたいと思う。

「いろんなおいしい物をちょっとずつ食べるのって、贅ぜい沢たくよね」

「こういうのもいいが、本音を言えばこの肉のでかいステーキだけも喰いたいな」

「うふふ。そういうのもいいわね」

　今度、一緒にどうですか。って誘えば……そんなこと、できるはずがない。

　仕事を離はなれて、うまいものを食べにいく誘い。まだまだ俺には高すぎるハードルだ。

「ごちそうさま」

「ああ。ごちそうさま、だな」

　デザート後のほうじ茶を飲み終わったら、食事は終わりだ。

　あとは会計を残すのみ。現金主義の俺だから、バッグから１００万円の札束を出す。

　１万円札20枚を支払うと、お釣つりが５４００円。

「ごちそう様でした」

「ああ。俺の練習に付き合ってくれてありがとうな」

「とても楽しかったわ」

　美咲さんはニコニコとしている。うん。ちょっと勇気を出してさそってみるか。

　仕事かそうではないか。あいまいに誘えばいいだろう。

「もし良かったら、なんだが。次もお願いできるかな」

「お食事よね。それなら、他の女性にした方がいいわ。必要なら手配しますわ」

　あちゃ、断られてしまった。下心が透すけて見えたか。

「何事にもね、専門家はいるの。私はコーディネーターでそれが必要になったら、また呼んでくださいね」

　そうだった。今夜の俺は、ただ贅沢を試しに来ただけなんだった。付き合ってくれた美女との時間が、楽しかったからといってこだわることはない。

　きっと、たくさん贅沢があり、たくさん楽しい時間がある。

　そして明日は、考えうる限りの最大の贅沢、豪ごう邸ていを現金買いすること。それにチャレンジするのだ。







第６話　俺は現金の山をつくってみた







「明日は、もっと多くの金が必要になるな」

　今までは高い買い物だとしても、財さい布ふから１００万円を出せば足りた。明日はそれを超こえて、贅沢をする予定。

　そう、豪邸を買うのだ。

　今、住んでいる家賃２万５千円のこの部屋。いよいよ、おさらばだな。

　一生のうちで一番高い買い物は何か。普通の人なら「家」だと答えるだろう。

　35年ローンを組んで、一生の半分かけて払いつづける。家を買うのが人生だ、そういう男もいるだろう。

　しかし、俺は違う。豪邸を即そつ金きんで買う。そんな贅沢な経験をすることにした。

　昨日、美咲さんと一緒に贅沢な世界を覗のぞいてみた。やはり気持ちがいいものだ。

　贅沢な世界をしっかりと味わうには、日常が贅沢な物で囲まれていること。

　本当のお金持ちは、すべてが贅沢だ。

　庶しよ民みん、それもケチ臭くさい生き方を選択してきた俺にはドーピングがいるのだ。

　だから、まずは身なりで、次は住む家。

　それも豪邸という言葉がぴったりくる家を即金買いで。

　ローンを組んで毎日満員電車に揺ゆられているサラリーマンを横目に、豪邸を即金買いする。

　あまりに背徳的な贅沢ではないか。本当のお金持ちにしか許されない贅沢だ。

　そのためには現金がいる。

　いったい俺はどのくらいの現金を財布から引き出せるのか？

　もしかしたら、チート財布は限界があるのかもしれない。いくらでも取り出せると思っていたら、実は限界があった。そんなオチは勘かん弁べんしてもらいたい。

　豪邸を即金で買うための現金。

　そのために、１００均でひとつの商品を買ってきた。それは箱入りゴムバンド。

　輪ゴムだな、それもこれでもかというくらい箱にぎっしり入った。これだけあって１００円で手に入ってしまうんだな。

　そして、この輪ゴムで、１００万円をひとまとめにする。残念ながら、チート財布から取り出す金には帯がないからな。１００万円取り出してもバラのままだ。

　すぐに使ってしまうなら問題はないが、大量に取り出すと一万円札の洪こう水ずいになりそうだ。

　そういえば、男向けの金運ブレスレットの広告に１万円札の風呂に入っている写真があったな。あれがリアルにできるのだ。

　もっとも、整理されていないものはストレスが溜たまってしまう俺だ。１００万円ずつ、ちゃんとゴムでまとめて整理しておきたい。

「よし、やってみるとするか」

　財布から１００万円を取り出す。それにゴムバンドをハメる。テーブルの上の大きな箱に入れる。

　これが１回の作業で、１００万円が生み出される。

　財布から１００万円を取り出す。ゴムバンドをハメる。箱に入れる。

　財布から１００万円を取り出す。ゴムバンドをハメる。箱に入れる。

　財布から１００万円を取り出す。ゴムバンドをハメる。箱に入れる。

　３回やってみた。時計で確かく認にんすると10秒くらいか。

　慣れるともう少し速くなるな。

　財布から１００万円を取り出す。ゴムバンドをハメる。箱に入れる。

　財布から１００万円を取り出す。ゴムバンドをハメる。箱に入れる。

　財布から１００万円を取り出す。ゴムバンドをハメる。箱に入れる。

　９秒ジャスト。１００万円あたりで３秒か。

　10回繰くり返してみると、30秒を切るくらい。１００万円束が10束できた。

　これをさらに輪ゴムでまとめて１０００万円の束にする。ここまで入れて、30秒で出来るな。

　去年の俺の年収は確定申しん告こくで１８０万円だった。これ一束で５年分以上か。

　それがたった30秒か……いかん、むなしくなってきた。そうじゃないぞ、過去を見るのをやめて未来を見るんだ。

　よし。とことん、やってやろうじゃないか。

　財布から１００万円を取り出す。ゴムバンドをハメる。箱に入れる。連続でやりまくった。

　ふう。ジャスト１時間。数えてみると、１千万の束は全部で１２０。合計12億円だ。

　信じられないな。俺は時給12億円か。

　もうアルバイトをする気になれないから、ニートだな。時給12億円のニート。世界でただひとりのユニーク職業だ。

　しかしまぁ、調子に乗りすぎた。こんな現金、どうしたらいいのか。うん、押し入れだ。そこしかないだろう。

　中の布団を出して、部屋の隅すみに置く。12億円をしまう場所を確保する。

　１段でどのくらい置けるのか。

　半はん畳じようの押し入れに、１千万円の束をひとつひとつ並べてみた。

　１段で10×５で50束置けるらしい。だから、12億円で、２段と半分くらい。

　押し入れにはまだ入る、あと倍くらいで５段積みできるな。押し入れひとつで25億円だ。

　まぁ、家を買うにもそこまではいらないだろう。いくら高い豪邸だとしても。

　俺は現金をすべて押し入れに入れて、襖ふすまを閉めた。これでいままでの俺の部屋だ。布団が外に出ているだけの違いだな。







第７話　俺は即金で豪邸を買うことにした







「夏なつ海みさん、ですか？」

「はい。美み咲さきちゃんのご紹しよう介かいの悠はる斗とさん、ですね」

　俺は待ち合わせの場所にタクシーで行った。最近は大たい抵ていタクシーを使っている。

　夏海さんは美咲さんよりちょっと背が低い感じだ。しかし、プロポーションがいいしその上、美人だ。美咲さんは、できるキャリアウーマン的な美しさがあったけど、夏海さんは、かわいい感じがする美人でもある。ちょっとガッキーに似ているな。

　その夏海さんをタクシーで拾って目的地まで行く。タクシーはどこにでもいるから便利だな。俺は運転免めん許きよを持っていない。いくら金があったとしても、自分で車を運転することはできない。だから、タクシーを今の俺の足として使っている。

「今日は、住居を探すお手伝いだと聞いておりますわ」

「ああ、その通りだ。昨日、美咲さんに服をみつくろってもらったんだ」

「その服、よく似合ってますわ」

　綺き麗れいかわいい感じの夏海さんに言われてるとマジで照れるぞ。しかし、それを出さないように冷静な男風で対応していく。

　正直、美女を連れて歩くのは慣れていない。昨日初めて美咲さんと歩いたのが最初だ。

　しかし、そんなことは絶対に見せたくない。

　夏海さんの仕事はコンパニオン。コンパニオンというと、イベントコンパニオンや、芸者みたいなコンパニオンをイメージするが夏海さんはちょっと違う。

　いろいろな場所に男性と同行するのが一番の仕事らしい。夫ふう婦ふや恋こい人びと同士で参加するパーティに、相手がいない男と一緒に行く。そのケースが多いらしい。

　いい女を連れている男は一目置かれる。それ目的での依頼が一番多いと言う。かくいう俺も同じ目的で夏海さんをオファーしたのだが。

「それで、どこに行くのかしら。不動産のお店？」

「おお、そうだ。豪邸を買いに行く」

「ええっ、買うの？　下見ではなくて？」

　そう。俺は今日、豪邸を買うつもりだ。そのために美咲さんチョイスのスーツ姿で来た。

　仕立てではないが、すぐに買えるものの中では高級なスーツだ。

　バッグはＬＬサイズのスーツケース。中国人旅行者がもっているようなでかいやつ。タクシーのトランクに入れてある。

　金はあるが、何事にも経験不足だ。特に贅沢な場所での経験が絶対的に不足している。

　それは、俺の横にいる夏海さんにもバレたくないな。

「どこのお店かしら」

「六本木だ。高級マンション専門のとこだ」

　今の日本で、一番金持ちが集まるのが六本木だという。もっとも、本当の金持ちはどうだかわからないが。ネットで調べられるレベルの金持ち向け不動産の専門店が六本木にある。

「予約はしているの？」

「いや。不動産の店なら予約はいらないだろう」

「えっと。なんて名前のとこかしら？」

　すぐにスマホで調べて電話をしてくれた。そうか、一本電話を入れておくものなのか。そういうマナーも夏海さんがいれば安心だ。

　しばらくタクシーを走らせるとお店に着く。そこは俺の知っているとことは違っていた。

　一流ホテルのロビーのような受付で名前を言うと個室に通された。個室には、ぴしっとスーツを着こなした男がひとりだけいる。

　この男がきっといろんな金持ちの要望に応こたえてきたデキる営業マンだろう。

　俺の望みの豪邸を用意できるのか。そもそも、いくらスーツケースに詰つまった一万円札の束があるとしても、すぐに高級マンションが買えるものなのか。

　分からないことは多い。しかし、俺は考えるのをやめた。まずは行動。うまくいかなかったら、反省してやり直せばいい。

　金はいくらでも用意できる。心配することはない。何も心配することはない……はずだ。

　とはいえ、いままで全く経験したことがないことをするのは緊きん張ちようするな。

　ひとしきり、俺と雑談をした後、ビシッとスーツを着たデキる営業マンは言った。

「それでは、悠斗さまの求める物件の条件を教えてください」

「まず、住むのは俺ひとりだ」

　横の夏海さんを見ながら言う。この女は住まないんだと伝えたつもりだ。

「おひとりで住むなら、それほど広くなくてもいいのですね」

「いや、広さは特に指定はしない」

「そうなんですね。分かりました」

　それからいろいろと聞かれたが、実はまだ深く考えていなかった俺は、まともに答えられなかった。

「それはどっちでもいい」

　この答えが一番多かった。

　横の夏海さんを見ると、楽しそうに俺とデキる営業マンのやりとりを見ている。楽しいふりには見えないな……本当にこういうのが好きなのかもしれないな。

「では、どういうところが希望なのでしょうか？」

「贅沢なのがいいな。都心で。豪邸と呼べるところだ」

　どんなに贅沢でも板橋あたりはパスだな。もっと都心だ。

「予算はいくらくらいをお考えでしょうか」

「一応12億円は用意してある」

「「12億円!?」」

　夏海さんとデキる営業マンの声が見事にハモった。

　どうも、いままでのデキる営業マンの対応の仕方を見ていると冷やかし客だと思われた節を感じる。まぁ、あまりにも俺の希望があいまいだから、そう思われてもしかたないがな。

「えっと。都心のマンションで12億円ですか？」

「ああ。あとひとつ条件があってな」

「なんでしょう」

「すぐに引ひき渡わたしができる物件がいい」

「すぐ、ですか？」

「明日は無理だろうか」

「ちょっと、それは……」

　どうしても、権利書を書かき換かえるとか色々な書類関係だけでも、引き渡すにはある程度の期間がかかるものらしい。

　俺は権利書はあとでもいいと条件を出した。

「しかし、銀行との借入金のやりとりも、そのくらい高額になると」

「いや、現金でお願いしたいんだが」

「……」

　いかん。だんだんデキる営業マンが険しい顔になってきたぞ。ふざけ半分で来ていると思われたか。そうじゃないことを示さないとな。

「とりあえず、手付金だけ持ってきている」

「まさか、それに入っているって訳じゃないですよね」

　場ば違ちがいに大きなスーツケース。あまりにもでかいから、現金入りだとは思えないのかもな。

「おお、アタリだ」

　俺はどでかいスーツケースをドスンとテーブルに置いた。そしてスーツケースの番号を合わせて、開いてみせた。

　スーツケースの中はゴムバンドでまとめられた１万円札でぎっしり。

　先に反応をしたのは、夏海さんだ。

「うわーー。すごーーーい、いったい、いくらあるの？」

「２億４千万円だ。これしか入らなかったからな」

　デキる営業マンの顔が変わった。冷やかしでも冗じよう談だんでもないことが伝わったようだ。

　億単位の現金パワーはやはりあるようだ。

「とりあえず、これは手付金だ。預かってくれ」

「ま、待ってください。物件もまだ決めていないんですから」

「だけどさ重いんだよ、これ。スーツケースも入れると30キロ近くある。俺が持ち帰るのは厭いやだぞ」

　これは本音だ。時給12億円の俺からすると時給の５分の１にすぎないのだからな。

「わ、わかりました。すぐに候補を用意します。ちょっとお待ちください」

　デキる営業マンは一度席を外してしまった。
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「ねぇ」

「なんだい？」

　夏海さんの目が妙みように色っぽく感じるのは気のせいか。

「お仕事、何をしているのか、聞いてもいい？」

「別にいいぞ」

「じゃあ、お仕事なに？」

「今はニートだ」

「嘘うそっ！」

　まぁ、信じてもらえないな、これは。しかし、カッコつけに嘘は吐つく気はないし。

「じゃあ、どうしてそんなお金持っているのよ」

「ここだけの話にしてくれよ」

「もちろん、絶対誰だれにも言えないわ。言っても信じてもらえないと思うし」

　よし、それなら言っても大だい丈じよう夫ぶか。

「俺は異世界の人間でな。お金を出す魔ま法ほうを使えるのさ」

「嘘でしょ！」

　あ、嘘を吐いてしまった。ついつい。まぁ、異世界の話は嘘だけど、財布は魔法の財布だから半分は本当だ。

「まぁ、いろいろとあってな」

「そうでしょうけど」

「詳しく説明しないとまずいか？」

「そんなことはないけど……私が悠斗さんのことを知りたいだけ」

　そう言いながらも俺の肩に手をおいている。美女に触ふれられるのは、気持ちいいな。しっとりとして白い手。

　そんなことをしていたら、デキる営業マンが戻もどってきた。手には印刷された紙をたくさん持っているぞ。

「えっと、12億ですと一いつ軒けん家やになりますね」

「そうなのか？　マンションはないのか？」

「マンションは１室ですよね。マンション１棟とう買いではなく」

「１棟なんていらんぞ。俺だけが住む所なんだからな」

「そうですよね。それだと今すぐに買えるマンションの一室なら、一番高いもので６億８千万円です」

　10億円を超える物件をいろいろと見せてもらったが、一軒家という選せん択たくはないぞ。候補の物件のすべてが広すぎる。１人で住むのにどうして寝しん室しつが６つもある物件になるのか。意味不明だ。

「すごーい。この広ひろ尾おの家、いいわね。庭も広くて大きい犬も飼えるわ」

「別に犬を飼う予定はないが」

　夏海さんは夢見る少女と名付けたくなるような表情をしている。

「私の夢なのよ。大きい犬を飼って砂すな浜はまを一緒に走るの」

「たぶん広尾には砂浜はないと思うが？」

　どうも、夏海さんの様子がおかしい。美咲さんによると、優ゆう秀しゆうなコンパニオンだと言うのだが、億単位の現金でなんかおかしくなってしまったか。

「それでは、マンションに絞しぼりましょう。億ションです。快適ですよ」

「そうだ。そういうのがいいな」

　またデキる営業マンは一度ひっこみ、たくさんの印刷したものをもってきた。

　テーブルに並べた物件の資料は都心にある大きなマンションの一室ばかりだ。

「しかし、寝室が多いな。だいたいなんで寝室ごとに風ふ呂ろがついているんだ？」

「このあたりは外国人の方か海外生活経験者用でして」

「なんか、使いづらいな」

　今は風呂がついてないから銭湯に通っている。もしくは、お湯をポットで沸わかしてタオルでふくくらいだ。

　見せられたマンションの一室はいくつも寝室があって、それぞれバス・トイレ付き。そんなにいらないって。

　困ったぞ、いいのがないぞ。

「あら、これはどうかしら。１ＬＤＫだって」

「おおっ、それは超ちよういいな」

　その物件は、麻あざ布ぶにあるタワーマンションの最上階だ。

「これはぴったりではないですか。価格は５億８千万円です」

「予算内だな。手付金はこれで足りるか？」

「それはもちろん」

　なんで１ＬＤＫの物件がそんなに高いのか。よく見てみると、そのＬＤＫが凶きよう悪あくだ。

　全体で１６５平米だが、ＬＤＫだけで１００平米もある。

「これはＬＤＫというかパーティルームというか、そのような使い方を想定しての物件です」

「そういうことだな。パーティをするのにちょうどいいな」

　パーティを開く予定はないが、異世界の貴族はよく舞ぶ踏とう会かいを開かい催さいしていたりするから、パーティルームが必要になる。それはこっちの世界のお金持ちも一いつ緒しよなのかもしれないな。

　麻布の47階建てのマンションの最上階でＬＤＫは南側の一面は窓になっていて曲線を描えがいている。写真をみるとその展望室みたいなところに、20人は座すわれるソファーがありリビングと書いてある。

「まぁ、普ふ通つうの一軒家の建て面積と同じくらいの広さがあるＬＤＫですからね。使い方は応用が利きくかと」

「決めた！　これにしよう」

「ほ、本当ですか？」

「素敵。これ、今、見られるのかしら」

　見学は管理人に電話で確認してもらうとオッケーらしい。物件の見学の前に契けい約やくの話がでた。しかし、その契約について、ひとつ問題があった。

「この収入証明ってなんだ？」

　売買契約を結ぶために、必要な書類の中に収入証明というものがあった。購こう入にゆうするお金がどういう収入で生まれてきたものか。書類で出さないといけないらしい。

　本来はローンを組むときに必要な書類ということだが、高額物件においてはすべての取引に添てん付ぷするようにと決められているらしい。

「これがないとどうなるんだ」

「すいません。当社では収入証明がない方には物件は売れません」

「なんか方法があるんじゃないか」

「高額な不動産を買うためには収入証明がないと……」

　どうも、麻ま薬やく取引とか危ないお金でないことを証明する必要があるらしい。うわ、参ったな。詰んだな。

　財布から出てきたという話では駄だ目めだよな。どうすればいいのか。

　お金さえあれば豪邸は買える。そう信じていたが、俺おれの考え方が甘かったようだ。







第８話　俺はそんな方法があったのかと叫んだ







「あのね」

「……」

　タクシーの中で夏なつ海みさんが話しかける。俺はだんまりを続ける。ショックだった。

　せっかく美咲さんに見た目を良くしてもらった。夏海さんに男の箔はくをつけてもらった。

　それなのに、家のひとつも買えないとは。

「収入証明がないのよね」

「ああ」

「どういうお金なの、とは聞かないわ」

「ああ」

「収入証明、欲ほしくない？」

「えっ」

　夏海さん、俺の目の奥おくを覗きこんでいる。

「欲しい。それがあればあのマンションが買える」

「なんとかなるかも、しれないわ」

「本当かっ」

　そんなこと、できるのか。しかし、どうやって？

　財布にはお金を生み出すことはできても、収入証明を作り出すことはできない。

「ちょっと待ってね」

　夏海さんは電話を入れた。なにやら話し込んでいる。

「あ。手数料はどのくらいか、だって」

「そうだな。１割でどうだ？」

「それならオッケーだ、そうよ」

　話は一いつ瞬しゆんで決まった。

　俺の金がどこから出ているのかを聞かないように、俺も収入証明を出す人がどんな人なのかは聞くのをやめた。

　まずは会ってみよう。すべてはそれからだ。

「ここよ」

　大きなビル。星ほし川かわリゾートビルと書いてある。

　星川リゾートとは名前は聞いたことがある会社だ。たしか全国のリゾート開発をしている会社だったと思う。

　リゾート開発と言っても、バブルの頃ころのようなやり方はしない。人気がなくなった温泉旅館を安く買い取って、今どきの格安旅館にして儲もうけている。

　最近は、資金ができたのか大規模なリゾートも手て掛がけるようになってきたとテレビで見た気がする。

「こちらでお待ちください」

　受うけ付つけ嬢じようは巨乳美人。それがなろうアニメではお約束だが、星川リゾート開発の受付嬢もなかなかの巨乳美人さんだ。

　豪ごう華かな応接室に通されて待っていると、恰かつ幅ぷくのいいおじさんがやってきた。

「おお、夏海ちゃん、お久しぶりだな。相変わらず綺麗だな」

「はーい。アキラちゃん、お久しぶり」

　えっと、お偉えらいさんなんだよな。ここの社長か。オーラが違ちがうからそう思うんだが。

　だけど、夏海さんはアキラちゃん呼ばわりしている。もしかしたら、夏海さんってすごい人なのかもしれないな。

「それで、あの話はこの男が？」

「そうなのよ。なんとかなる？」

「もちろんだ」

　おっ、収入証明をなんとかしてくれるらしい。

「だが、本当に金はあるのか。信じられない話だからな」

「ええ。それは間ま違ちがいないわ」

「信じてもいいんだな」

　それを言われたら、見せるしかないな。

「金はあるぞ。ほらここに」

　応接セットのローテーブルに、ドスンとスーツケースを載のせて開けた。

「！」

　大きい会社のお偉いさんでも、びっくりするのか。

「これだと２億くらいか」

「ああ。２億４千万ある」

「それだけの収入証明でいいのか？」

「いや、それでは足りない。最低６億は欲しい」

「それだけの現金があるってことだな」

「そのとおりだ。必要ならもってくるが」

「いや、大丈夫だ」

　恰幅のいいおじさんは俺を値ね踏ぶみするように見ている。そして。

「よし、分かった」

「収入証明を用意してくれるのか」

「もちろんだ」

　それから、事務職の人がひとり入ってきて書類を提出していた。よくわからないが、契けい約やく書しよのようだ。

「今、ハンコを持っているか」

「ああ」

　豪邸を買うんだから、そのくらいは用意してある。収入証明は足りなかったがそこは経験不足で仕方ないとしておこう。

「まずは、うちの会社、星川リゾート開発とコンサル契約をする」

「コンサル？」

「そう。星川リゾート開発株式会社とあなた個人との間で契約になる」

「そういうことか」

「日付は１年前にしておこう」

　恰幅のいいおじさんは、星川リゾート開発の社長だった。リゾート開発はいろいろな形でいろんな人の力を借りる。中には高額なフィーを支し払はらう場合もある。

　俺もそんな契約を結んだことになったらしい。

「それでだ、今日。６億円の支払いをする」

「できるのか」

「もちろん、金はそちらだ。現金で６億円用意してくれ。それをうちの会社から、そちらの口座に振ふり込む」

「なるほど」

　そうなると、金がないことにはどうしようもないな。

「分かった、30分であと３億６千万円持ってくる」

「ちょっと待ってくれ」

「なんだ？」

「こっち側の金はそんなに早く用意できないが、いいのか？」

　ん？　振り込む金は俺が用意する。なんで、そっちに金がいるんだ？

「６億の手数料の６千万円、これは１カ月欲しい。それまでになんとかするからな」

「おいおい、手数料とはそっちが払はらうものなのか？」

「……」

　数秒間の沈ちん黙もくがあった。

　そして俺が言葉をつないだ。

「それなら手数料は無しでどうだ？」

「本当か。それでそっちは大丈夫なのか？」

「大丈夫とは？」

「税金がどどんと来るぞ」

　そういうことか。俺は今、６億円の収入の書類を作っている。

　するとここで６億円の収入が生まれる。その分の税金が発生するということか。

「それは問題ないぞ。想定内だ」

　税金がいくらかは分からないが、チート財布があるから大丈夫だ。

「それなら、不動産取引のプロを派は遣けんしよう。要はタワーマンションの一室を買えればいいのだな？」

「その通り」

　なんだか、よくわからないが、収入証明はなんとかなったみたいだ。後は残りの現金をもってくるだけだ。

「この金は預かってくれ」

「では、こちらの会社発行の預かり証を用意する」

「そんなのいらんぞ」

　なんでも書類なんだな。そういうのは苦手だ。できるだけやりたくないことのひとつだ。

「いいのか？　私がこの金を隠かくしてそんなの知らないと言ったらどうするつもりだ？」

「そんなことをするとは思えないが。まだ収入証明もない金だから、隠されたら俺にはどうすることもできないが」

　星川社長は大声で笑った。すごく楽しそうだ。

「気に入った！　本当に大だい胆たんな男だな」




☆　☆　☆




　残金を取りにアパートに向かうタクシーの中で夏海さんが事情を話してくれた。

「アキラちゃんはね、裏金が必要になって困っていたの」

「裏金？」

「リゾート開発には、表に出せない金があるの。たぶん政治家か官かん僚りよう相手の金ね」

　するとあれか。山やま吹ぶき色いろの饅まん頭じゆうか……お主も悪よのぉ～。

「だから、６億円悠斗さんに支払ったことになれば、帳ちよう簿ぼに載のらない６億円ができるって訳」

「なるほどな。だから手数料になるのか」

　だんだんとカラクリが分かってきたぞ。

「アキラちゃんは、強ごう欲よくだけどね。悪い人じゃないわ。ちゃんと約束は守るし」

「そう願いたいな」




☆　☆　☆




　翌日。

　収入証明と銀行の残高証明。このふたつをもって、不動産の店に行った。銀行が間に入るからスーツケースは無しだ。

「とにかくだ。物件を見せてもらおう」

　今度は俺たちはもうひとり増えた。不動産物件取引のプロの男。黒くろ縁ぶちメガネのやせ男。いかにも細かそうな彼かれは、物件を買うタメに必要なアドバイスをしてくれる。心強い味方だ。

「大丈夫です。物件のオーナーが来てくれることになりました」

　現金は手元には無くなったが、６億円の残高証明はすごい効果があるらしい。

「素す敵てき！」

　タワーマンションの最上階の部屋を見学に来たら、夏海さんがＬＤＫの曲面窓に張り付いてしまった。まるで子供みたいに、東京の風景を見ている。素す直なおでかわいいな夏海さん。

　しかし、まぁ。確かにこのＬＤＫ、すごいな。東京の風景がパノラマで観みられるな。

「お気に召しましたか？」

　現オーナーさん。落ち着いた40代男性だ。

「ここでパーティをすると、みんなここに釘くぎ付づけになるんですよ。特に夜景が人気です」

「私も夜景を見たいわ」

　おいおい。夜景って、何なん時じまでここにいるつもりだ？

「いいですよ。なんなら、私もお付き合いしますよ」

　オーナーさんダメですよ、甘あまやかしては。俺の隣となりにいるデキる営業マンを見ると、うんうんとうなずいている。

「ねぇ、あなた。夜までいましょうよ」

　俺と夏海さんは、いつの間にか夫婦の設定になっているらしい。たしか、恋人の設定だと言っていたはずだが。

　だいたい、この部屋、俺がひとりで住むって言ってあったよな。

「なんなら、朝まででもいいわ。寝室もあるし」

　さすがにそれはまずいでしょう。ほら、オーナーさんもさすがにびっくりしている。まだ契約も終わっていないのに、寝室は使えないでしょう。

「いや。ダメだ。俺は18時に約束があるからな」

「そうなの。残念。どんな約束なのかしらね」

　うっ。それを聞くのか？　コンパニオンとしては、やりすぎではないか。

　夫婦の設定になっているから自然なのか。しかし、すごい演技だ。

「キャバクラだ」

「えっ？」

「そう。キャバクラだ」

　ミキちゃんとみゆちゃんに約束しているのだ。今日は、オープンからお店に行くと。

「あなた！　キャバクラと私の夜景、どっちが大切なの？」

「それは、もちろん、キャバクラに決まっているだろう」

「ひどい。あなたって、いつもそうよ」

　すごいな夏海さん。すごく迫はく真しんの演技だ。

「まぁまぁ、奥さん。ケンカは……」

「なによ。男って、すぐ男の味方をするんだから」

　もしかして、夏海さん。酔よっぱらってない？

「私、夢だったの。コンパニオンになってお金持ちの人と知り合って、こういうとこに住むんだって」

　昨日は、犬と砂浜を走るって言ってなかったか？

「それなのに…男のひとって、いつもそう」

　えっと。元コンパニオンで今はすごいお金持ちの俺の奥さん。そういう設定でいいんだな。

「男にはな。断れない付き合いというものがあるんだ」

「どんな付き合いかしら」

　ぐ。こういう言葉のやり取りが女に勝てる気がしないのは、なぜだろう。

「そろそろ、時間だ。帰るぞ」

　契けい約やく等は、プロ同士に任せることになっている。すでに、仮契約書にはサインした。正式な引き渡しには、少々時間がかかるという。

　だけど、それまではレンタルとして借りることの了りよう承しようをもらった。１日30万円掛かかるけど、もちろん余よ裕ゆうだ。

「私、ここで待ってるわ。たった一人で夜景を見て泣いているわ」

「だ・め・だ」

　男達たち全員の手で、ゴネて暴れる夏海さんを部屋から強制的に連れ出すことにした。







第９話　俺はキャバクラが中毒性があることに気づいた







「へぇ。明日、引ひっ越こしなんだ」

「ああ。急だけどな」

　また、いつものキャバクラにやってきた。今日もオープンと同時の18時にだ。

　別に安い時間に来る必要などなくなったが、習慣だな。空いているのが好きだし、そもそも俺はニートだ。時間は十分余裕がある人間だ。

　今日は給料日後で他のお客さんも来るのが早いだろう。20時には満席になると思う。

　俺の席には、女の子が３人着いている。俺の右みぎ隣どなりにみゆちゃんが座り、正面の席にミキちゃんだ。ふたりがこの位置に座るのがいつものお約束なんだけど、今日はもうひとりついている。左ひだり隣どなりに座っている女の子。

　みゆちゃんのルームメイトだというハナちゃん。やせ型のすらっとした美人で長い髪かみがきれいな女性だ。

「ハナです。今日はピンチヒッターなんです」

　給料日後なのに、風邪かぜを引いた女の子が何人もいて、手が足りなくて駆かり出だされたらしい。キャバクラ経験者だから、みゆちゃんが人が足りなくてと言ったらすぐに来ることになったらしい。

「悠はる斗とさん、みゆちゃんから噂うわさは聞いているわ。いろいろとね」

　なんか意味ありげに言うと、みゆちゃんがあせってハナちゃんが何か言うのを邪じや魔ましている。

　そうか。みゆちゃんと一緒に住んでいるんだもんな。普ふ段だんのみゆちゃんも知っているってことだな。いろいろと聞きたいけど、それも失礼かな。

　そんなことを思っていると、お店の女の子が続々と出勤してくる。今日はいつもより女の子も出勤が早い。重役出勤なことも多いアリサも珍めずらしく開店と同時に来ている。お客さんの席にはついておらず、まだ待機スペースで座っている。

「アリサね。あのお客さんとケンカしちゃったみたい」

「もしかして、それって俺のせいか」

「そうとも言えるかもね」

　ミキちゃんが教えてくれた。やっぱり、あれはさすがにやりすぎだったようだ。そういえばアリサが元気なく感じる。

「すこし、やりすぎだったか」

「いいのよ。あれくらい。アリサは、あのくらいおとなしいほうがいいわ」

　ミキちゃんが言うんだから、そういうことなのだろう。

「あ、そうそう悠斗さん。引っ越しって、ここの近くなの？」

「いや、もっと、ずっと都心だ」

　びっくりした顔のみゆちゃんが話に入ってくる。

「ええっ！　じゃあ、悠斗さん。もう来てくれないの～」

　なんだかんだ言って最近は毎日、キャバクラ通いをしている。その度にみゆちゃんを指名して独ひとり占じめ状態だ。

「そんなことないぞ。都心と言ってもそんなに遠い訳ではないからな」

「うれしい。悠斗さんが来るのを、みゆは待っているね」

「おう、待っていてくれ。もっとも待つまでもなくしょっちゅう来ると思うが」

　みゆちゃんだって、キャバ嬢じようだから、話半分に聞いておかないとな。下手に本気にすると火傷やけどすることになるだろうからな。

　みゆちゃんは、小こ柄がらでアイドル顔でアニメ声。俺の好み、どストライクな女の子。意識しないと本気になってしまいそうだ。

「じゃあ、もしさ。引っ越しが終わったら俺のマンションに遊びに来てくれるかい？」

「だけど……奥さん、いるんでしょう？　みゆが行ったらまずくないの」

　広いリビングにはキャバクラに行ってほしくなくて泣いている妻が…いやいや、違うぞ。

「そんな女はいないぞ。だいたい俺は独身だ」

「本当？」

　みゆちゃん、ミキちゃんに確かく認にんしている。そういえば、ミキちゃんにも俺の身の上話は全然していないか。

「どうかしら。あのドンペリの日までは、私は独身だと思っていたわ」

「ミキちゃんも知らないの？　ちょっと怪あやしいわ」

　財さい布ふを拾う前の俺だと、甲か斐い性しよう無しオーラが出ていたからな。結けつ婚こんしているようには見えないか。その姿を知らないみゆちゃんは、俺が妻帯者に見えていたのか。

「今はね、全然わからない。私にとって悠斗さんは謎なぞの男なの」

　うわっ、なんだ、それ。まぁ、金の使い方が全く変わってしまったから、謎も出てくるか。

「みゆちゃんってね。部屋に帰ってくると、悠斗さんの話ばかりなのよ。謎だらけって」

　ハナちゃんがタレコミしてくれる。

　気になっているというのはキャバ嬢としての演技だけではなさそうだ。もっとも、お金をたくさん落としてくれて指名してくれる、いいお客さんという枠わくかもしれないけどな。

「悠斗さん。新しい住まいは広いの？」

　別の話にしようと、みゆちゃんが聞いてくる。

「俺ひとりだけの住まいだから１ＬＤＫだ」

　うん。嘘は言ってないな。あの豪ごう邸ていは１ＬＤＫで正しい。

「残念ながらね。みゆちゃんのための部屋は用意していないんだよ」

「ええー」

　よし、冗談になったな。こういう会話がキャバクラ慣れした男の遊び方だと、勝手に思う。

「もし、みゆちゃんが一緒に住んでくれるなら、もっと広いとこに引ひっ越そうか」

　金持ち御ご用よう達たしの不動産の店で見た物件のいくつかの間取り。みゆちゃんと一緒なら、３ＬＤＫくらいのを選んでもいいかもしれないな。

「そうねぇ。謎だらけで、悠斗さんのこと、まだ良く知らないから、一緒に住むのは早いかも。だけど、ずっと会いたいと思っていた人だし……」

　みゆちゃんが俺を見つめながら迷いながら言う。やばい、本気にしてしまいそうだ。

　みゆちゃんって、この店が初めてって言ってたから、キャバ嬢経験ほとんどないはず。もしかすると、キャバ嬢の素質がすごくあるのかもしれないな。

「よし決めた。今日は、この店で俺の引っ越し祝いをするぞ。いいよな」

「「「わーい」」」

　うん。引っ越しはめでたいことだ。ここで祝うのもいいだろう。

「あと一人、呼んで欲しい子がいるんだが」

「えっ、誰？」

　みゆちゃんが反応した。大丈夫さ。俺の推おし嬢はみゆちゃんだけだからさ。

「もしかして、みゆの他にも気になる子がいるの？」

「気になるというのとちょっと違うが。引っ越し祝いには来て欲しいんだ」

「それはだれなの？」

「アリサだ」

「「ええーー」」

　うん、ふたりとも驚おどろいたみたいだな。

　ハナちゃんだけは「どういうこと？」って顔をしている。

　待機スペースでしょぼんとしているアリサを見て思ったこと。偉そうにドンペリ入れまくってアリサのお客を怒おこらせたのは、傲ごう慢まんだったんじゃないかって。

　貧びん乏ぼうだった俺がこの店に来たとき見せたアリサの態度。それも傲慢だった。

　だけど、結局、俺も傲慢な態度を返したんだから同類ってことだ。アリサは枕まくら営業までして、得た人気をベースに傲慢な態度をしていた。俺は拾った財布で傲慢な態度をした。どっちが質が低いかっていえば、たぶん俺の方だろう。

「悠斗さん。アリサさんの方がみゆよりいいの？」

　その、うるうる瞳ひとみ、やばいな。ぐらっと来たぞ、ぐらっと。

「アリサは美人だ。だがしかし。俺は美人系より、かわいい系が好みなのだ」

「本当!?」

　あ。本来言おうと思ったことと、違うことを言ってしまった。みゆちゃんのうるうる瞳効果はすごいな。

「そうじゃなくてな。そうじゃない訳でもないけど」

　あ、いけない。言葉が混乱した。ちょっと話を整理して本題に戻して話すことにした。

「前回はちょっとアリサとそのお客に失礼なこと、してしまったと思ってな」

「そんなことない。悠斗さんは悪くないわ」

「いいんだよ。ちょっと臨時収入が入ってカッコつけたくなっただけだから」

「そうなの？」

　みゆちゃんも、ミキちゃんも納なつ得とくしてくれたから、アリサを呼んでもらった。

「悠斗さん。お邪魔します」

　軽くお辞じ儀ぎをしてミキちゃんの横に座った。俺の斜ななめ前まえだ。

「アリサ。来てくれてありがとう」

「こちらこそ。悠斗さんの席につけるとは思っていなかった。呼んでもらって嬉うれしいわ」

「前回はごめんな。調子に乗りすぎた」

「ううん。アリサが悪いのよ。変に対たい抗こうしようとしたから」

　アリサがやたらとしおらしい。あのお客はそんなに大きな存在だったのか？

「私はこのお店で浮ういていたの。前の店からお客さんを引き連れて成績をあげていたし」

「それは、お店としてはいいことだろう」

「うん、それはあると思う。だけど、なんとしてもＮＯ・１で居続けようとする私が問題だったみたい」

　そうだろうな。このお店のいいところは、成績をそれほど気にしないでいいこと。指名競争で女の子同士が競きそっているお店と雰ふん囲い気きが違う。おっとりとしているから落ち着くんだ。

　今の俺なら、どんなに高いキャバクラだろうが、お金の問題はない。だけど、この店の雰囲気が気に入って通っている。みゆちゃんがいるというのも大きな要素だけどな。

「まぁ、もういいじゃないか。終わったことにしよう。今日は俺の引っ越し祝いなんだ」

「おめでとうございます」

「「「おめでとうございます」」」

　４人に祝ってもらった。そして、こういうときこそ、あれだな。

「それじゃ、ドンペリ入れるぞ」

「「「「わーい」」」」

　黒服さんを呼んでドンペリオーダーを入れる。

「ドンペリ入りました」

　今日はすべての席が埋うまっていて、お客達の目が一いつ斉せいに俺に向く。やっぱり、これの感覚、気持ちがいいな。

「悠斗さん。引っ越し、おめでとうございます」

「ありがとう」

　黒服さんもお祝いの言葉をくれる。

　シャンパングラスをもってくる。黒服さんの分も入れて全部で５つだ。

「それでは、改めまして。悠斗さん、引っ越しおめでとうございます」

　ミキちゃんの仕切りで、俺の引っ越し祝いが始まった。

「悠斗さん。最初のとき、ひどい態度してごめんなさい」

「あ。覚えていたのか」

「前回、席についた時は分からなかったわ。服装が全然違っていたから」

「それはそうだな」

　かかっている費用が１００倍は違うからな。印象が違っても当然だろう。

「いきなり拒きよ否ひされてかーっとなっちゃって。ごめんなさい」

「俺も悪かったから、水に流そう」

「ありがとう」

「それじゃ、仲直りということだな」

「はい」

「こういうときは、どうするんだっけ？」

「えっ、どういうこと？」

「どうすればいいと思う？」

「こう？」
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　俺のほっぺにキスをした。うわ、いきなり、なんてことするんだ、驚くじゃないか。だけど、女の子の唇くちびるってやわらかいもんだな。

「あー、アリサちゃん、ダメ」

　みゆちゃんが俺の腕うでをつかんで引き寄せる。あ、胸が肘ひじに当たるんだけど。思ったより、胸があるんだな、みゆちゃん。

「あー、アリサ。それは答えが違うぞ。こういうときはこれだ」

「うん？」

「ドンペリ、お代わりお願いします。今度はピンクで！」

「ピンドン、入りました」

　新たなシャンパングラスに、ロゼシャンパン。仲直りだから、まずはアリサと乾かん杯ぱいだ。

「おいしい」

「だよな。ピンドンだからうまいよな」

「ううん。今だったら、きっとハウスボトルでも、最高においしく感じるわ」

　晴れやかな顔のアリサ。あ、なんかズンときた。すごいな、アリサの一言は重いな。さすが高級店でナンバー１を競っていただけある。

　みんな楽し気に俺おれの引っ越しとアリサとの仲直りを喜んでくれる。

「アリサちゃんダメよ。悠斗さんはみゆの大切な人なの」

「もちろんよ。とったりしないわ」

「本当？」

「でも、悠斗さんの気が変わったら」

「そんなことないもん！」

　おやおや。みゆちゃんとアリサ。本気で俺の取り合いをしているように見えるな。さすが、ふたりともキャバ嬢だ。俺に罪な男役をさせてくれるんだな。

　こういうときは、どう動けばカッコよくなるんだっけ？　なろうアニメのハーレムテンプレではどうだったっけ？　必死に思い出して言葉をかけた。

「まぁまぁ、ふたりとも。仲良くしよう」

「「悠斗さんは黙だまってて」」

　あれ？　おかしいな。なんかカッコ悪くないか？　今の俺。

「あ、ごめんなさい。悠斗さん、つい」

「そうそう。せっかく仲良くさせてくれたのよね。みゆちゃん仲良くしましょう、今は」

「そうですわね、アリサちゃん。仲良くしましょう、今は」

　うわ、ふたりとも、ニコニコ笑っているけど、ちょっと怖こわいよ。俺はふたりの女に迫せまられて、あたふたする役らしいな。

　そんな一幕もあったけど、周りの客も巻き込んで、大おお騒さわぎ。楽しい夜になったぞ。

「悠斗さん。新しい住まいへ本当に遊びに行っていいかしら？　どんなとこに住んでいるのか、すごく気になる」

　ハナちゃんが確認してくる。

「おう。来てくれるか。いつがいい？」

「日曜日がいいな。お店が休みだし。どう？」

　うん、日曜日には手続きも終わっているはず。大だい丈じよう夫ぶだ。

「みゆも日曜がいいな。アリサちゃんは？」

「日曜なら行けるわ。だけど、私達４人も行ったら狭せまくない？　一人住まいでしょう？」

「あー、たぶん大丈夫だ。ちょっとしたパーティをしよう」

　４人だとリビングが広すぎるという問題はあるが、狭いということはありえない。30人でも余裕で入るからな。

「ところで駅ってどこになるの？」

「麻あざ布ぶ十番駅で、徒歩３分くらいだ」

「ええーっ。そのあたりって六本木ヒルズの近くでしょう」

「ああ。すぐ近くだ」

「すっごーーい」

　あまりに都心でみゆちゃんが驚いたようだ。みゆちゃんは埼さい玉たま県けん在住だったな。

「日曜日、楽しみにしているね」

「ああ。待っているぞ」

　この日も結局30万円ほど飲んでしまった。楽しいから、いいんだけどな。







第10話　俺は豪邸で修羅場を演じた







　トルルルルーーゥ♪

　昨日、ドンペリ飲みすぎて、朝、起きられないでいると。美み咲さきさんから電話が入った。

「ごめんなさい」

　電話に出るといきなり謝あやまられた。

「夏海が迷めい惑わくかけてしまって」

　なんだっけ？　夏海さんが迷惑？

「あんなことをするひとじゃないのよ普ふ通つう」

「あ、タワーマンションでの行動だ」

　そうだったな。帰りたくないってごねたんだった。

「ええ。絡からんだみたいで」

「いや。ちょっと演技過かじ剰ようだと思ったが」

「あまりに理想的なマンションだったから、パートナーの演技していたら夢に酔ってしまったみたいなの」

　やっぱり、そうだったんだ。あれが演技だったら、夏海さん、すごすぎるぜ。

「彼かの女じよ、どんな役でもこなす人なの。こんなの初めてで」

「あー。別に気にしていないから。あれはあれで面おも白しろかったからな」

「だから、今日は私が同行するわ」

「えっ？　それって、どういう？」

「彼女、恥はずかしくて顔が合わせられないって」

「気にしないでいいんだが」

　急きゆう遽きよ、パートナーが変へん更こうになった。今日、予定しているマンションの引ひき渡わたしは、美咲さんと一いつ緒しよに受けることになった。




☆　☆　☆




「あれ？　今日は別の人なんですね」

　デキる営業マンが、突っ込みを入れてくる。面白いから、とぼけてみたぞ。

「えっ、なんのことかな？」

「えっ、えっ？　あ……こちらが奥おく様さまですか。今日は、よろしくお願いいたします」

「こちらこそ」

　あ、あたふたしている。面白いな。

　美咲さんと話して、美咲さんが奥おくさん役ということが正式に決まった。夏海さんは、ちょっと困った恋こい人びと役やくで。

「うちの主人が、なんか無理を言ったみたいで」

「いや、そんなことはないですよ」

　さすが、デキる営業マンだな。しっかりと、持ち直したぞ。

「それでは、行きましょう」

「はい」「おう」

　今日は鍵かぎを受け取る。それだけだ。書類はまだ出来上がっていないから、仮引き渡しになる。その間はレンタル扱あつかいだ。

　その後のめんどうくさい書類その他は、すべてデキる営業マンと前回来た不動産のプロにお任せすることにした。俺がやることと言えば、言われたところに印いん鑑かんを押おすのとサインをすることだけだ。

「本当に、いい眺ながめね」

「そうだろう。お前も一緒に住めばいいのに」

「その話はやめましょう。もう十分、話したわよね」

　うまいな、訳あり夫ふう婦ふの演技。美咲さんも堂々と、こなすな。

「素す晴ばらしい眺めですよね、奥様」

「まぁ、私がここに来ることはもうないでしょうが」

「あ、はい」

　面白いな、デキる営業マン。ふたりの状じよう況きようをいろいろと想像しているの、よくわかるぞ。

「じゃあ。最初で最後だから。ここでお茶でも飲みましょうか」

「あ、では、私が用意しましょう。いちおう簡単なものは用意がありまして」

「大丈夫よ。私がもってきているから」

　そう言うと、ドンと５００mlのペットボトルを３本、サイドテーブルに置く。なんか、意味ありげな行動だな。

「そうだな。君も一緒にお茶を飲もう」

「あ、はい」

　俺は目で逃にがさないぞ、とデキる営業マンに合図を送る。

　デキる営業マンはわかりました、と観念したような表情になる。

　本当に面白いな、こいつ。

「昔は楽しかったわね。あなた。まだ、あなたがＧＵしか着ていなかったころ」

　それって、今週の頭のことだな。しかし、設定では何年前のことなのだろうか。

「そうだな。とにかく金がなくて、何も買ってやれなかったな」

「それでも幸せだったわ。あなたが私だけを愛してくれていたから」

　のるなー、美咲さんも。ここのＬＤＫでは女性がドラマのヒロインになってしまう効果があると思う。

「いろいろあったからな。しかし、今でも愛しているよ、美咲」

「あなたはいつも、口だけね」

　そう、返すのか。うーん、次の一手が思いつかないぞ。

　ここは、デキる営業マンに投げてみよう。

「そんなことはないよな、君？」

「えっ、えっ」

　いきなり話を振ふられて、頭がぐるんぐるんになってる。面白いな、やっぱり。

「ご主人には、本当によくしてもらっています。おかげで私の会社での立場もよくなっていまして」

　あ、それ本当っぽいな。５億８千万の物件が売れたのは、よかったんだな、デキる営業マン。

「うちの主人はね。外面がすごくいい人なの」

　ふふふ。そらきた。がんばれ、デキる営業マン！

「これだけ行動が早い方ははじめてですよ。仕事がうまくいっているのもよくわかります」

「行動はなんでも早いわね、昔から。女に手を出すのもね」

「えっと、お茶ちや菓が子しなど、どうでしょう。買ってきますよ」

「お茶菓子ならあるわ」

　どん、と、せんべいの袋ふくろを出す美咲さん。なんで、そんなの持っているの？

「あ、そうですか。せんべい、おいしいですよね」

　あ、時間稼かせぎのコメントだな。面白いから、続きはどうするのか見ていよう。

「えっと、お茶とせんべい、すごく合いますよね」

　そろそろ、せんべいから離はなれたらどうだ？

「えっと。しかし、こんなに美しい奥様がいるなんてうらやましいですね」

「美人は３日で飽あきるって言いますからね」

　うわ、すげーな、美咲さん。とことん、追おい詰つめるぞ。

「飽きるなんて、そんな。私だったら……すいません。私は関係ないですね」

　ぐちゃぐちゃになっているぞ。デキる営業マン。男女問題は、デキる部分じゃないのか。

「あなた。ちゃんと、話し合いましょう」

「なにをだ？」

「これからのふたりのことよ」

「ふたりのことか」

「そう。そろそろ決めないと。憎にくみあう。それだけは避さけたいわ」

「分かったよ。今日はとことん話し合おう。ふたりでな」

　あ、デキる営業マン、ほっとしているな。まぁ、これくらいで勘かん弁べんしてやろうか。

「すまないが」

「あ、お邪魔ですよね。帰ります。手続き関係は電話します。今日はありがとうございました」

　一気に言ったな。なんか、言われる前に退散したいってのがバレバレだな。

「わかった。後はよろしく頼たのむ」

「それでは失礼します」

　デキる営業マンは、そそくさと出て行った。

「ふっ。面白かったー」

「ぐふふふ。あいつわかりやすいな」

「本当ね」

「しかし、美咲さんも演技派だな」

「なんか、本当に相手にされていない妻になった気がしてきてね」

「まだ会って３日目だとは思えない発言だな」

「本当にそう」

　ふたりで爆ばく笑しようした。

　ひとしきり笑ったあと、美咲さんが言う。

「ね。あちこち見せてもらっていいかしら」

「もちろんだ。ここに連れてきたのは美咲さんで２人目だからな」

　まずは巨きよ大だいなリビングだな。

「ここは、パノラマな窓が一番の特とく徴ちようだぞ」

「すごいわね。本当に東京が下に見えるわ」

「あと、これもいいだろう？」

　リモコンスイッチをポチッと押した。壁かべが開いて、中から巨大な液えき晶しようテレビが現れる。85インチのスクリーンを縦横２台ずつ、計４台ならべて、１７０インチ相当になっている。

「これで映画を見ると、プライベートシアターになるぞ」

「いいわね。今度、悠斗さんと一緒にラブロマンスでもみたいわ」

「残念だな。俺はアニメが専門だ」

「あらま」

　美咲さんが笑っている。ふたりの趣しゆ味みは合いそうもないな。

「ここでなら、50人くらいの立食パーティができる設計になっているそうだ」

「ええ。リビングルームというより、パーティルームよね」

　リビングの隣となりはダイニングだ。リビングとダイニングの間に敷しき居いはないが床ゆかの色が違ちがっている。

「リビングに比べると控ひかえめね。それでも大きいわ」

「10人くらいまでなら、ここで食事ができるな」

　そのさらに奥はアイランド型のキッチンだ。パーティ料理をすることが前提になっている。

「俺はここでカップラーメンを作ろうと思ってな」

「それは……冒ぼう涜とくね」

　女の聖域というか、素晴らしいキッチンをカップラーメンのために使うのは許せないようだ。

　美咲さんが睨にらんでいる。あ、ぞくぞくする。美人に睨まれると俺の中の知らない何かが反応するらしい。

「まぁ、ＬＤＫはこんな感じだな」

「ええ。もう、私が住んでいるワンルームマンションの何倍なのかとか。そういうつまらないことは考えるのはよしたわ」

「とにかく無む駄だに広いな」

「パーティをする以外だと本当に無駄に広いわね」

　今度は豪ごう華かな内うち扉とびらを開いて隣のセクションに移動する。

「そして、ここが風ふ呂ろだ。ジャグジーもついている。この浴室の窓はフルオープンできるから露ろ天てん風ぶ呂ろモードに変形するぞ」

「最上階だからこそできる贅ぜい沢たくなのね」

　お湯は入っていない浴よく槽そうの中で美咲さんが言う。そんなジャグジーに入っているのを想像した顔をしたらダメだ。俺も裸はだかになった美咲さんを想像してしまうだろ。

「あとは、トイレが男用と女用」

「ふたつあるのね。１ＬＤＫなのに」

「いや。もうひとつあるぞ。ベッドルームのは別にある。ベッドルーム用の風呂もな」

　この部屋はＬＤＫとベッドルームを別々にすることができる。まるで二世帯住宅みたいになっていて、ベッドルームにはトイレと風呂が別に用意されている。

「寝しん室しつがひとつなのに風呂が２つでトイレが３つ。本当に常識を無視した部屋ね」

「ああ。風呂無しの部屋にいたことが嘘うそのようだ」

　風呂から玄げん関かんに向かって廊ろう下かを歩く。そこにある扉を開いて入る。

「そして、ここがウォークインクローゼットだ」

「これはいいわ。一番私が欲ほしい部屋だわ」

「俺には猫ねこに小判な部屋だな」

「本当に」

　今は、美咲コーディネートの３セットの服だけが収納されている。元々もっていた服は段ボールで隅すみに置いてある。

「でも、なんかね。ここだけで私のワンルームと同じくらいの広さって、なんか複雑よ」

「それ言うなら、俺が住んでいたアパートはもっと狭いぞ」

　完全ロックができる境目を越こえて、ベッドルームエリアへ。付属のトイレと風呂はファミリー向けのマンションくらいのサイズだ。

「そして、ベッドルーム」

「あら、もうベッドがあるのね」

「これだけは、残してもらった。今日、寝ねるのに必要だからな」

「キングサイズね。ホテルのスイートのベッドと同サイズだわ」

「そうなのか。でかいとは思ったが」

「ね。ちょっと寝ね転ころがってもいい？」

「もちろん、いいぞ」

　美咲さんがベッドに横たわる。ちょっとエロいな、これ。

　ベッドルームに美女とふたり。俺が覆おおいかぶさったら、どうするつもりだろうか。

「広いわね」

「広いな」

「ひとりで寝るの？」

「そうなるな」

　美咲さんの横に腰こし掛かける。美咲さんが俺を見上げてくる。

「本当のこと言っていい？」

「ああ」

「本当は、もう悠斗さんにはコーディネートの依い頼らい以外では会わないつもりだったわ」

「そうか。もしかして、嫌きらわれたか」

「逆ね。怖かったの」

「怖い？」

　俺はそんなやばいオーラを出していたのか？　そんなつもりはなかったんだが。

「最初はね。ファッションに全く無知なあなたを見て余よ裕ゆうだったのよ」

「そうだろうな」

「だけど、伊い勢せ丹たんでいろいろと買い物をしたわね」

「そうだな」

「不思議に楽しくなっていたの」

「そうか」

「仕事は好きよ。楽しくやっているわ」

「そうか」

「だけど、仕事の楽しさと違う楽しさを感じてしまったの」

「どういう…」

「和食店に行ったとき、失敗したな、と」

「そうなのか？」

「なんだか、デートみたいって。思ってしまったから」

「ああ。デートの練習だったからな」

　ベッドに横たわる美咲さんは、何を言おうとしているのだ？　よくわからないな。

「楽しく食事して。すごいワインも出て」

「ああ。うまかったな」

「この人はどういう人だろう、と考えてしまったの」

「まぁ、そう思うだろう。普通はな」

　俺自身がよくわかっていないからな、今の状況が。美咲さんが分からないのも理解できるぞ。

「悠斗さんは心の底が見えない。それから私、不安になったの」

　俺の底か。とてつもなく高い上げ底だろうな、一番の底にはきっと、あれがあるんだろう。チート財布が。

「どうみてもお金があるように思えないのに、現金がガンガン出てくるし」

「まぁ、そうだな」

「私の警報が鳴ったの。悠斗さんは危険だって」

　まぁ、危険な金の使い方。それは分かるぞ。

「だから、私はあなたに近づくのを禁止したの。私自身でね」

「それが、夏海さんを派は遣けんした理由か」

「そう。彼女なら、私よりキャパが大きいと思っていたから」

「そうなのか？」

　昨日のこのマンションでの彼女を見ているからな。キャパが大きいとは思えないぞ。

「私も、いろいろな人のコーディネートをしてきたわ。だから、ある程度自信があるの」

「そうか」

「人を見る目のね」

「ああ」

「悠斗さん、全く底が見えない男。本当に危険だわ」

「そんなことはないぞ」

　だけど、また会ってしまったんだな、俺と。俺とふたりきりでベッドルームにいる。それって危険じゃないのか。

「そんな危険な悠斗さんとふたりでベッドルームにいる」

「そこだ」

　ちょうど今、「どうなのか」と思っていたから、声に出してしまった。

「もう警報が鳴らなくなってしまったの」

「そうなのか」

「夏海と一緒かも。私も壊こわれているのかも」

　よくわからない。

　何が、夏海さんを壊してしまったのか。何が、美咲さんを壊しているのか。

　考えていた。そして、気付いてしまった。

　チート財ざい布ふ。きっと、あれだ。

　ふたりの女性の何かを壊した正体。そして、たぶん、俺の何かも壊しているだろう。

　いくら贅沢を経験してみようと思ったとしても、ラーメンの全部のせができなかった俺。

　きっと、壊れてしまったのだろう。

　だから、この部屋を即そつ金きんで買うなんて、ありえない行動をしてしまった。

「それは、俺も一緒かもな」

「どういうこと？」

「俺も壊れてしまったのかも、ってことだ」

　それからは、もう美咲さんは、何も話さなくなった。しばらく、ただそこにいるだけになった。

　そして、30分ほどして。

「帰るわ」と一言残して、美咲さんは帰っていった。







第11話　俺は今、やるべきことを決めた







「俺はどうなってしまったのか？」

　１日何億円も現金で使ってしまう俺。ないならないで楽しくやろうとしていた俺なのか。

　その上、美み咲さきさんと夏なつ海みさんというふたりの美女を振り回まわしてしまった俺。いや、ふたりだけとは限らないな。

　たとえば、アリサ。俺が現れなかったら、俺がチート財布を拾っていなかったら、アリサは、あのアリサのままだっただろう。

　謙けん虚きよになる必要なんてない。チート財布を持っていた俺に対抗しようとして自じ滅めつした。自信満々だったアリサはたぶんもういない。

　どう変わったかは分からないが、きっと変わってしまった。

　その原因は俺がチート財布から取り出した現金パワーを使ってしまったからだ。

　みゆちゃんだって、ミキちゃんだって、振り回されていて何かが壊れてしまったのかもしれない。

　多くの人の何かを壊してしまっているのは俺か？　それとも、チート財布か？

　現金は人の何かを壊す力があるのだろう。いろんな物語や、テレビニュースの中にはお金によって人生を壊されてしまったストーリーが数限りなくある。

　だけど、それは俺とは関係ない世界の話。１週間前まで、そう思っていた。千円札１枚だけ入っていた財布を拾うまでは。

　もしかしたら、ただの夢なのかな。お金が欲しいと思っていた俺が見た夢。

　朝起きたら、この天てん井じようが無む垢くの板材で作られた広いベッドルームではなく、カビの臭においがする６畳じよう間まのふとんの中にいる。

「あーあ。面白い夢だったのにな」

　そんなセリフを吐はいているのかもしれない。

　だけど、俺はこの部屋が夢の中だと感じられない。すべては現実として感じている。

「チート財布。もしかしたら俺を利用して何かをさせようとしているのかもな」

　だいたいこの俺がこんな贅沢な部屋を欲しがるはずがない。いくらお金が無む尽じん蔵ぞうにあるとは言え、欲求が少ない奴やつとずっと言われてきた俺。車もいらない。彼女もいらない。

　なろうアニメと無料アプリゲームとアイドル。大して金がかからないから、一いつ生しよう懸けん命めい働かなくてもいい。年収１８０万円でいいのが俺だった。それなのに時給12億円だって？

　なんだそれ。なろうアニメだって、そこまでひどい設定のモノはない。なろうアニメだったら、きっと何か裏があるのだろう。

　なんか事件が起きて、お姫ひめ様さまが現れて。みゆちゃん、みたいな？

　そして、巨乳の美女も現れて、ハーレムができて。巨乳美女もいいな。

　美少女と悪役令れい嬢じようみたいなのと、スレンダー美女と、そこそこむっちりの美女がいて。やっぱり巨乳がいいな。あ、女奴ど隷れいを忘れていた。エルフも必要だ。

　それが揃そろってこそ、ハーレムだ。

「駄だ目めだ。頭がまともに動かないぞ」

　フィクションと現実が混ざってきた。このまま異世界に転生してしまうのか？　あー、もやもやする。

「チート財布は、俺に何をさせようとしているのか？」

　また元の問いに戻もどったぞ。重要なのは、ここだ。

　もしかしたら、何か意味があって、あの財布は俺のとこに来たのかもしれないな。

　俺じゃなくてもよかったのかも。単に誰だれかの下もとに来て、大量の金を使わせる。キャバクラでドンペリを入れまくるためか？　いや違うな。

　マンションを現金で即そく買がいするためか？　いや違うな。

　金の力で女の何かを壊して、都合がいい女にするためか？　いや違うな。

　そんなものであるはずがない。もしかしたら、もっと違ったチート財布の使い方があるのだろうか。

　ある。きっとある。そうだな。いい加減、贅沢はもう飽きたし。

　明日は、もっとチート財布の持つ別の可能性を探しに行こう。

　そんなことを考えていたら、俺はいつしか夢の世界の住人となっていた。




☆　☆　☆




「よし、決めた」

　昨日、一晩中考えて出した答えだ。深夜３時まで考えていて、そこから記き憶おくがない。きっと寝てしまったのだろう。

　朝起きたら６畳間だった、ということもなく、47階のタワーマンションの最上階だった。

　ベッドルームからリビングに行くと、東京の街を見下ろすパノラマ窓に綺き麗れいな朝焼けが入ってきている。

「きれいだな」

　結局、夜景はまだ見ていないな。

　だけど、この朝日は５億８千万円の価値がある気がする。

「よし。やってやるぞ」

　チート財布が俺おれに何かをもとめているのではないか。そんな疑問から今の俺にできることを考えた。

　もちろん、どこかの団体に寄付するとかも考えた。だけど、それなら俺じゃなくてもできることだ。俺を選んだ意味がない。

　とにかく、軍資金がいるな。今、俺が使える力のうち、もっともパワーがあるのが現金だ。

　そこでまず、まだ現金を置いてあるポロアパートに行くことにした。

「まぁ、こんなものか」

　ポロアパートでデイバッグに１億円を詰めた。

　１０００万円の束を８つ。１００万円の束を20。

　それとは別に30万円入りの封ふう筒とうを３つ。10万円入りを５つ。

　１億円と１４０万円。デイバッグのポケットには、１００万円の束３つと封筒入りを全部。残りはデイバッグに詰めて準備完かん了りよう。

　コーディネートは美咲さんチョイスのモテファッション。昼間用だから、おしゃれでありながら抑おさえ目め。

「さて、どこに行こう」




☆　☆　☆




　俺はネットで検けん索さくして探し出した闇やみ金きんに来ている。実は簡単に闇金が見つかると思ったら甘あまかった。闇金でサイトを出しているとこはないらしい。確かにそんなことをしたら、表になってしまうから闇金じゃなくなる。

　そこで俺は債さい務む者しやになったつもりで、とにかくどこでもいいから貸してくれそうなとこを探した。電話でその話をして、「なんでも貸す」というスタンスのとこを見つけた。

　どうみても、闇金だろう。

　その闇金は新宿の繁はん華か街がいの裏通りに立つ雑居ビルの４階にあった。エレベータがないから、タワーマンションの47階より上るのが大変だ。

「お電話の方ですね」

「おう」

「それでは担当の者をつれてきます」

　うーん。ちょっと崩くずれた感じの女性だな。年ねん齢れいは30歳さいくらいか。彼女も、お金に困ってここで働いているのかもな。

「おー、待たせたな」

　現れた担当者。

『ザ・街金のおっさん』

　そんなテロップが出てきそうな感じだ。

　角かく刈がりの頭。無ぶ精しようヒゲ。変なアロハシャツ。金のぶっといネックレスと、本物かどうかは分からない金色のロレックスみたいな時計。

「で、いくらなんだ？」

「30万円で、どうでしょう」

「あ。それだけでいいのか？」

「はい」

「身分証明書を出せ」

「あ。もってきてません」

「あ。なんだって？　お前、闇金をバカにしているのか？」

　自分で闇金って言ってしまったよ。その上怒おこっているらしい。

　お金の問題ならチート財布でどうにでもできるが、暴力はダメだ。

　闇金のおっさんが怒ってしまったのには、きっと誤解があるはずだ。まずは誤解を解くことをしないとな。

「これなんですが」

　誤解を解くにはこれが一番だな。ポケットから30万円入りの封筒を取り出した。

「なんだ、これは」

「30万円です」

「はぁ？」

「だから、30万円です」

「あれっ？　お前、返済なのかよ。ごめん、勘かん違ちがいした。おーい、蘭らん子こ！」

　おしい。ニックネームはランちゃんになるのかな。これで昭和アイドルのコンプリートを狙ねらえるかもな。

「はい？　なんでしょう」

「こいつ、借入じゃないだろ。返済だぞ」

「そんなはずないです。相談したいって」

「こいつの借入金はいくらか？」

「だから、初めてのお客さんです」

　どうも、混乱させたらしい。頭がよくなさそうなおっさんだから、下手したら暴力になりそうだ。早く俺の用件を説明させてくれないかな。

「うちの客ではない？」

「借金のことで相談に来た人だから、うちのお客さんだわ」

「まだうちでは借りていないのか？」

「初めての来店よ」

　俺の顔と、30万円入りの封筒を見比べている。よくわからないって顔はしているが、30万円入りの封筒を自分の内ポケットに入れたぞ。

「まぁいい。これは預かっておく」

「はい。それで相談なんですが？」

　あれ。そういえば、なんか俺の言こと葉ば遣づかいがおかしいぞ。

　いつもは、タメ口なんだがな。こういう暴力がでそうな状況だと、俺は丁てい寧ねい語ごになってしまうのか。要は俺って小心者だってことだな。

「よし、聞こう。言え」

「はい。よかったら、取り立てに同行させてほしいのですが」

　やっぱり、丁寧語だ。小心者が決定だな、俺。

「あぁ？　取り立てに同行だぁ？　なんで？」

「ちょっと勉強のためにでして」

「あー。もしかして、同業か？」

「うーん。違うと思います」

　ニートであって、闇金ではない。財布から金を出すのと、高利貸しをするのは別だぞ。

「まぁ、いい。取り立てに同行させれば、30万円くれるということだな」

「そうです。そうです」

　よかった、やっと俺の話が伝わったぞ。

　闇金だろうがそこは人間、それも日本人。話せばちゃんと伝わるのだ。

「じゃあ、いくぞ」

「もうですか？」

「すぐにいくに決まっているだろう」

「分かりました」

「お前、そのしゃべり方やめろ。闇金らしくないだろ」

　そういうものか、となると。

「わかったぜ、兄貴。よろしくな」

「そうだ。それでいい。行くぞ」

　よし、計画通りだ。思ったより簡単に取り立てに同行できることになった。







第12話　俺は闇やみ金きん同行でテンプレ展開をした







「このアパートだ。お前は少し離れていろ。お前じゃ闇金取り立てのインパクト不足だ」

「わかったぜ、兄貴！　離れてみているからよろしく頼むぜ」

　まぁ、同行だけだから、見ているだけで闇金としては、俺の役割はない。

　闇金のおっさんは、とんとんとん、と小気味いい音を立て外階段を上がっていく。

「おい。いるのは分かっているんだぞ」

　ボロアパートの２階で３つある部屋の一番奥おくの２０３号室。

　そこに闇金のお客さんがいる。それも相当滞たい納のうしている感じだ。

「おい、出てこないと、壊すぞ」

　そもそも、いないんじゃないのかな。出かけていることもあるんじゃないだろうか。

「ちゃんと、電気メーターが回っているのは確かく認にんしてあるんだぞ」

　あ、そういう確認をしているのか。さすが、闇金取り立てのプロ。ちゃんと考えているな。

「でてこい。でてこないと、騒さわぐぞ」

　騒ぐ？　なんだ、その脅おどし文もん句くは？

「皆みなさん～。聞いてください～。この部屋の女性は、お金を借りて返さない人で～」

「や、やめてください」

　あ、出てきた。さすが、闇金取り立てのプロだな。

　アパートの部屋から出てきたのは女で20代後半くらいかな。寝ね間ま着きのままで髪かみの毛けがぼさぼさ。まだ寝ていたようだ。

「素す直なおに出てくれば騒がないよ。はやく出てきてくれないからだ」

「もういいでしょ、出てきたんですから。静かにしてください」

「分かったよ。だけど、ほら。約束したよね、先週に。今日、払はらってくれるって」

「すいません。まだ、お金が足りなくて……」

「あ。これはお嬢じようちゃんだね。こんにちは」

「娘むすめは関係ないでしょう。やめてください」

　小学校の２年生くらいかな。彼かの女じよの子供はその娘さんひとりかな。

「一番上のお姉ちゃんだよね。あとふたり妹がいるって話だったよな」

「今はいません」

「どこいったのかな」

「そんなの関係ないでしょう」

　娘さん３人か。あとふたりは保育園だろうか。

「まぁ、とにかく。今日は利息くらいは返してよ。13万円。これ返さないと、どんどん増えちゃうんだよ」

「無理です。そんなお金。あるわけないわ」

「おい、いいかげんにしろよ。優やさしく言っているうちに、出すものを出せよ！」

「すいません。今日のとこは待ってください」

「先週もそういったよな。まだ旦だん那なは見つからないのか？」

「全然、音おと沙さ汰たがなくて。いろいろと捜さがしてはいるんだけど」

「じゃあ、あんたが返すしかないだろ。心配するなよ、いいお店紹しよう介かいしてやるからさ」

　あ、それって、あれだな。風ふう俗ぞくに沈しずめるって、あれ。本当にそんなこと言うんだ。あとは腎じん臓ぞうがどうのとか。

「そんなことは、できません。娘たちがいるし」

「勘違いしないで欲しいな。逆だよ。その娘たちのために、あんたが働くんだよ」

　あ、お母さん。もしかして、巨乳？　ゆったりした寝間着を着ているからよくわからないけど。太っている訳じゃないのに胸のあたりがボリュームありそう。

「せっかくいい身体からだしているんだから、それ活いかさなきゃ」

「イヤ」

「あれもイヤ、これもイヤ。それじゃ、おじさん、困ってしまうのよ」

　あ、ここに困っている人、発見。

　よし、いよいよ、テンプレ展開を開始するか。

「すいません」

「なんだお前。あそこにいろと言っただろう」

「ちょっと話を聞かせてくれます？」

「だから、変なしゃべり方するんじゃねぇ」

「あ、そうだったな。いいから、話を聞かせろや、兄貴」

「なんだか、俺より偉えらそうになったな」

　あ、そんなつもりはないんだが。言葉は調整が難しいな。

「どうもこの女。借金があるようだな」

「そうだ。７００万円だぞ。今のままで返せるはずないだろう」

「７００万円だな」

「おう」

「それで、それを返してもらえなくて、兄貴は困っていると」

「そうだ」

「そっちの女はどうなのか？　返せなくて困っているのか？」

「返そうとは思っているんです。ただ、なんともならなくて」

「ちょっと待て。返せなくて困っているんじゃないのか？」

「えっ、まぁ」

「借金が返せなくて困っているな？」

「はい。借金が返せなくて困っています」

　７００万円か。

　ひとつ、ふたつ、みっつ、よっつ、いつつ、むっつ、ななつ。

「これで、７００万円だ」

　よし、決まった。借金で困っている女性がいる。逆に借金を返してもらえなくて困っている人がいる。

　時代劇の副将軍さんなら、旅して町に着くと、なぜか困っている人に出会ってしまう。

　なろうアニメなら、盗とう賊ぞくに襲おそわれている馬車がいたりする。

　だけど、現実世界では、そんなテンプレ展開は起きない。

　だから、必然的にテンプレ展開が起きる場に行くしかない。それが闇金の同行ということだ。狙い通り、困っている人がふたりいる。

　一晩考えて出した俺の金の使い方。それがこれだ。困っている人を助けること。人助けだ。

　実際、人助けのために１００万円の札束７つ出したら、困っているふたりは驚おどろきの声を出した。

「「えっーーー」」

「困っている、あなたとあなた。これがあれば、困りごとは解決するのではないか？」

「いいのか？」

「何が？」

「これ、もらっていいのか？」

「もらう？　そうじゃなくて、返済だ」

「ああ。もちろん、返済だ。７００万円の借用書はこれだ」

「間ま違ちがいないかな、これで」

「はい。ここに、旦那のサインが」

　よし、これで解決だ。人助けだ。

「まず、この７００万円を奥さんに渡わたす。いいか」

「はい」

「奥さんの持っている７００万円を兄貴に渡す」

「おう」

「すると、借用書が奥さんに戻る」

「はい」

「これですべて解決。間違っていないか？」

「えっと。間違っていないです」

「兄貴、しゃべり方へんだぞ」

「あ。いけね。間違いはないな」

「奥さんも間違いはないか？」

「間違いありません」

　そして、俺のテーマ。人助けも達成できるな。

「俺は困っている人を助けたいんだ」

「「おおーー」」

　なんか、ふたりとも、俺を拝んでいないか？

「これで俺の願いとふたりの困りごとが同時に解決したな」

「「はい」」

　もしかして。これは、なんとか越えち前ぜんのテンプレか。似たようなことをしたという話を聞いたことがあるな。

「これが三方一両損ってやつか」

「「なんか、違ちがう」」

　いきなり、ふたりに突っ込まれた。言っている俺もなんか違うと思ったが。

「まぁいい。三方とも、丸く収まったな、どうだ？」

「「はい」」

　うん、終わった。いいことしたな。

「えっと。私はもう店に戻っていいですか？」

「兄貴、しゃべり方が変だぞ！」

「あっ、俺はもう店に帰るぞ」

「おう。俺はもうすこし、彼女と話をつけるから」

「あとはまかせたぞ」

　闇金兄貴は帰っていき、俺と巨乳（推定）人妻さんが残された。







第13話　俺は人助けで一家団だん欒らんを味わった







「あのーーー」

「はい？」

　俺が何も言わないで黙だまっていたら、人妻さんの方から話しかけてきた。

「ありがとうございました」

「おにぃちゃん。ありがとう」

「おう」

　うん。人妻さんが喜んでいる。いいことをしたな。うんうん。

　その上、もうひとり、娘さんも喜んでいる。うんうん。よかったぞ。

「それで」

「はい？」

「お礼はどうしたらいいんですか？」

「お礼？」

　あー、そういう話ではないんだが。人助けをするってシナリオで。時代劇のテンプレでも、そんな話はでなかったはずだぞ。

「お金はありません」

「そのくらい、知ってるぞ」

「この身体、ですか？」

「あ、それか。そういえば……ひとつ質問いいか？」

「なんでしょうか」

「そのバストは何カップなのか？」

「Ｇカップです」

　Ｇカップきたー。巨乳（確定）人妻だ。ずっと気になっていたことが分かってすっきりしたぞ。巨乳は素す晴ばらしい。巨乳は正義だ。

「あ、すまん。今、妄もう想そうが突つっ走ぱしった」

「もしかして。巨乳はお好きですか？」

「もちろんだ。巨乳が嫌きらいな男など、男ではない！」

　ここは男らしくはっきりと答えるべきシチュエーションだ。巨乳に関しては迷いは無いぞ。

「「ママー」」

　おっ、なんかちびっこいのが２人増えたぞ。幼よう稚ち園えん児じで年少と年長くらいの女の子だな。

「あんたたち。大だい丈じよう夫ぶだった？」

「「うん」」

　３人娘だな。こんな小さい娘がいて、借金を抱かかえるのは大変だな。

　おっと、借金はなくなったんだったな。

「「ママー、おなかすいた」」

「ごめんなさい。まだ、ご飯の準備できてないの」

　あー、子供達、泣き出しそうだ。巨乳さんも困った顔をしているぞ。

「もしかして、今。困っているのか？」

「えっと。正直言うと食べ物がもうなくて。お米も底ついてしまって」

　そういうことを聞いているんではないんだが。もう一度聞いてみるとするか。

「困っているのか？」

「はい。昼ご飯がなくて困っています」

　困っているなら、助けないといけないな。こんなときは、簡単なものがいいぞ。スーパーで牛肉を買って。あとはネギと豆とう腐ふか。

「醤しよう油ゆと、砂糖はあるか？」

「それなら、あります」

「それなら、すき焼きはどうだ？」

「あ。肉はないんです」

「このあたりにスーパーはないか」

「自転車で３分のとこにあります」

「今、買ってこられるか？」

「お金が…」

「それなら、これでどうだ？」

　もうひとつ。デイバッグから１００万円の札束を出した。

「うわっ、な、なんですか、これは。嘘うそでしょう？」

「食材代だ。足りるだろう？」

「あ、ありがとうございます」

　あ、１００万円の札束にすりすり、している。分からんでもないな。俺もちょっと前なら、やっていたかもしれないからな。

「これだけあれば、半年くらいはなんとかなります」

「困っていたことは解決したか？」

「解決しました。ありがとうございます」

　うん。よかった。これでまた、困っている人を助けたぞ。

「あの。お礼はどうしたら」

「俺もすき焼きが食べたい」

「もちろんですとも。ちょっと待っていてください」

　巨乳さんは札束を掴つかんで、三人娘を置いて風のように去っていった。

　じぃーーー。３人の娘たちが揃って俺を見ている。

　じぃーーー。なんか、気まずいな。早く、巨乳さん帰ってきてくれないかな。

「おなか、すいた」

「おまえが一番お姉ちゃんだな」

「うん」

「すき焼き好きか？」

「だいすきっ」

　にこにこと笑った。妹ふたりも笑った。かわいいな、と思ってしまったぞ。

「お母さんのすき焼きうまいか？」

「うん」

　そうそう。すき焼きに限らずお母さんが作ってくれるものは美味おいしいぞ。俺は、もう食べられないがお前達は食べられるんだから幸せだな。

「でもー。最近、すき焼きは食べてないのー」

　借金あったら無理か。すると今日は久々のごちそうだな。

「おなか、すいた」

「もうちょっと待ってろ」

「「「おなかすいた」」」

　困ったな。何も俺は食べ物をもっていない。札束なら、まだまだあるが、それじゃ食べられない。なんともならないぞ。

「おまたせっ、今日はすき焼きよ!!」

「「「わーい」」」

　ドラマで見たようなシーンだ。お母さんが肉を見せて言うんだ。子供にとってすき焼きはごちそうの代名詞だからな。

「それもなんと！　牛さんよ！」

「豚ぶたさんじゃなくて、牛さん!?」

「そう。牛さんよ。それも１００ｇ３９８円もするのよ」

「「「わーい」」」

　普ふ段だんは豚のすき焼きなのか。そっちの方が安いからな。

「ちょっと待っていてくださいね。すぐ作りますから」

　カセットコンロにフライパン。スーパーでもらってきた牛ぎゆう脂しを溶とかしてぐるぐる伸のばして。そのうえで薄うす切ぎり牛肉を焼く。じゅわ～。肉が焼ける音と匂におい。たまらないな。

「砂糖と。お醤油と。ほら、じゅわーーー」

　そうか。関西風なんだな。俺も関西風すき焼き好きだぞ。いい匂いだな。

「「「じゅわーーー」」」

　お肉が焼けるのをじっと見ている子供。俺もそうだったな。嬉うれしそうに見ていて、ふと母さんを見ると、俺を見て笑っている。あれは嬉しかったな。なんとなくな。

「じゅわーーー」

　俺も声を合わせてみた。なんか、子供に戻った気がするぞ。

「「「じゅわーーー」」」

　砂糖が溶けて、醤油がちょっとこげて。それに肉の匂いも重なって。最高にうまそうだ。俺も娘むすめ達たちも待ちきれないって顔だろう。

「もういいわよ」

「「「わーい」」」

　すぐに３組の箸はしが肉に伸びる。おっと、娘たち、もう取り皿に卵を割り入れていたのか。ずいぶんと準備いいな。ちょっと出で遅おくれた感があるぞ。

「「「おいしい」」」

　最初の肉は娘３人に全部食べられてしまった。おい、ひとつくらい寄よ越こせよな。

「ごめんなさいね。うちの子達、食くいしん坊ぼうで」

「大丈夫。気持ちいいくらいの喰くいっぷりだな」

　ここは大人の余よ裕ゆうを見せておこう。本当のことを言うと、娘と交じって俺も食べたかったがな。

　しかし、うまそうに喰うな。最初の肉を全部食べ終わっても、まだまだって感じだ。焼いている肉を見つめる瞳ひとみは、さながら野や獣じゆうのようだ。

「次は私達も食べるんだからね。ここは手を出しちゃダメ」

　巨乳（確定）人妻さんは、牛肉をふたつのエリアに分けてフライパンに載のせる。

「ほら、もういいわよ」

「「「わーい」」」

　娘達のエリアの肉はあっと言う間に消える。残っているのは娘達の進入禁止エリアの肉だけ。

「はい、これをどうぞ」

　ちょうどいい感じに焼けたすき焼き肉。ひょいと菜さい箸ばしにつまんで、俺の取り皿に入れてくれる。うん、うまそうだ。

「「「もっとー」」」

　俺が食べる前に娘達は食べ終わり、次をリクエスト。

「おいしい？」

　一番上の娘が俺の肉を見て食べたそうにしている。

「ちょっとまて。これから食べるんだ」

　肉に卵をしっかりと絡からめて、濃こい味付けのすき焼き肉を、一気に口に放ほうりこむ。

「うまいな！」

「うん。おいしいねー。お母さんのすき焼きはサイコーなのー」

「そうだな。最高だな」

　一番上の娘がにっこりと笑う。

　なんだろう。このうまさは？　美み咲さきさんと一いつ緒しよに和食店で食べた能登牛。最高の美味を追求しまくったものだった。それに対して、こっちはスーパーの牛肉で、１００ｇ３９８円でしかない。

　それなのに、こっちの肉の方が、やたらと美味うまいと感じてしまう。高級料理と美女とのデートという以上の物がこのすき焼きにはあるんだな。

「こうして、みんな笑え顔がおですき焼きを食べられるのって贅ぜい沢たくね」

　巨乳（確定）人妻さんがニコニコして言う。そうだな、贅沢だ。母さんがいて美味しい手料理があって。シングルマザーだった俺の母親。得意料理のハンバーグ。あれは美味かったな。

「今日はハンバーグよ」

「わーい」

　そんな思い出のシーンが浮うかび上あがってきた。俺も母さんも笑顔だったな。

「まだまだあるから、沢たく山さん食べてね」

　巨乳（確定）人妻さんも作りながらも食べる。あ、ふにゃっとなったぞ。肉、好きそうだな。きっと、美味いんだろう。肉も娘たちの笑顔も。

「寝ねちゃったな」

「ええ。あれだけ食べたらね。お昼ひる寝ねの時間ね」

「娘達はかわいいな」

「うん。あなたはお子さんは？」

「いないぞ。結けつ婚こんもしていないし、恋こい人びともいない」

「結婚はしていないのね。だけど。恋人がいないのは嘘ね」

「なんでだ？」

「こんなにいい男、女が放っておくはずないものね」

　おお、今日の服は美咲さんコーディネートだった。さすがだな、美咲さん。こんな俺おれでもモテ男に見えるらしい。

「ねぇ、なんで、私達にこんなに良くしてくれたの？」

「それは人助けをしたくてな」

　隠かくす必要もないから、本当のことを言った。

「本当かしら。でも、いいわ。あなたが他に何かを望んでいてもね」

「何もないぞ。人助けだけだぞ」

　もっとも、温かい記き憶おくを思い出させてもらったけどな。

「久しぶりの笑顔だったわ。私も、娘達も」

　きっと、闇やみ金きんの取り立てにおびえていたのだろう。笑顔なんてなくなっていたのか。

　それが、すき焼きひとつでみんな笑顔になった。やっぱり人助けはいいな。

「こんな幸せがあるのをずいぶんと忘れていたわ」

　俺は思いっきりの笑顔で黙っていた。心からの笑顔だな。

「それで、私はどこにいけばいいの？　やっぱりソープなの？」

　おや、なんか話がおかしいぞ。そんなことは一言も言ってないじゃないか。

「どこでもいいわ。あなたの命令なら喜んで受けるわ」

「だから、話を聞いていたか？」

　俺はあせってきたぞ。なんか話が通じないみたいだ。どうすれば伝わるんだろうか。

「ただ。ひとつだけお願いがあるの……あなたに抱だいて欲ほしいの」

　おいおい、ちょっと待ってくれよ。どうして、そんな話になるんだ、巨乳（確定）人妻さん？

「娘達の笑顔のためなら、風俗だろうとなんだろうと、できるって思ったわ……でも。いろんな男に抱かれる前に。あなたに一度だけ抱かれたいの……そんなお願い、迷めい惑わくかしら」

　これって、ご都合主義って奴やつか。いきなり、そんな展開はリアリティないぞ。

「ねぇ」

　なんでそんなに、すりよってくるんだ？　やばいぞ。身体が反応してしまうだろう。

「ねぇ」

　あ、なんか甘あまい匂いがする。やばい。そんなにシャツの裾すそをひっぱったらダメでしょう。

　Ｇカップの巨乳が存在を主張してるじゃないか。

「それじゃ、そろそろ」

　人妻さんは、戸と惑まどいの顔をした。

「あ、そうそう。なんか紙ない？　あ、ペンも」

「ありますが…………どうぞ」

　そこらにころがっていたメモとペンを手て渡わたしてくれた。

「これが俺の電話番号な。困ったことがあったら電話してくれ」

　手渡された電話番号のメモと俺の顔を、かわりばんこに見る。

「えっ。本当に帰ってしまうの？」

「ああ。だが、困ったことが起きたら、また来るから心配するな」

　さっさと帰ろう。俺の煩ぼん悩のうが巨乳に負けてしまう前に。







第14話　俺はもうひとり困っている人を見つけた







「いらっしゃいませ」

　今こ宵よいも来たぞ、板橋のキャバクラ。もちろん開店時間の18時ジャストだ。

「今日はミキちゃんとみゆちゃん指名で。しっとり飲みたいからほかの子はつけないで」

「かしこまりました」

　ほとんど毎日、ここに来るようになってしまった。麻あざ布ぶのタワーマンションの47階に帰っても誰だれもいないしな。せっかくの豪ごう邸てい、あんまり意味がないな。

「いらっしゃい。新しいおうちはどう？」

「それがな。まだ慣れなくてな」

「そうよね。でも、都心はいいわー」

　明日は日曜日だ。俺の新居お披ひ露ろ目めのパーティだ。キャバクラの女の子達も遊びに来てくれると言っているから、ちゃんと住所も教えとかないとな。

「いらっしゃいませ」

「また来たぞ。みゆちゃん」

「今日も来てくれたのっ。嬉しいっ～」

「俺もみゆちゃんの顔を見ないと寂さびしいんだ」

　俺の推おしはみゆちゃん。まぁ、この店の中限定の恋人、みたいなものだな。

　キャバ嬢に恋こいしたら痛い目を見る。そのくらいのテンプレ、俺はちゃんと理解しているぞ。

「もう引ひっ越こし終わったの？」

「引っ越しはおいおいな。必要なものは運んだから」

「それだと不便でしょう」

「そうでもないぞ。元々、あまり物はない系だからな」

　あと残っているのは、アニメのＤＶＤが沢山くらいだな。それと５億円ほどの札束か。これは無くても生活には困らないものだしな。

「そう言えば、今日はどんな仕事をしていたの？」

　ミキちゃんは話題が豊富なのが良い。みゆちゃんだけだと話題が途と切ぎれると困るからな。

「今日は仕事はしていなくてな。人助けをしていた」

「人助け？」

「ああ。通りかかりの人を助けてた。困っていたからな」

「そうなんだ。いいなぁー助けてもらって。みゆも助けて欲しい」

「みゆちゃんも困っていること、あるのか？」

　なんと、こんな身近なところに困りびとがいたとは。これはあれだ。灯とう台だい下もと暗くらしって奴か。

「うん。みゆ、実はね。アイドルしているの」

「なんと、アイドルだって！」

　みゆちゃんはキャバ嬢だと思っていたけど、違った。本職はアイドルだった。

　なんか、ますます遠い存在に思えてきてしまったぞ。まぁ、キャバ嬢でも下手な期待はしてはいけないんだがな。

「あ、アイドルって言っても、本当に大したものじゃないの」

「アイドルだろ。テレビで歌を歌ったり、バラエティ番組に出たり、コンサートをやったり」

「テレビなんて、無理無理」

「じゃあ、ステージで歌うのか？」

　ミキちゃんは、そんな俺たちを見て笑っている。きっと、前から知っていたんだな。

「みゆ達のステージは、スーパーなの」

「スーパー？」

「みゆの所属しているアイドルグループはトライアイドルっていうの」

「トライ。アン・ドゥ・トライとか？」

「ううん。トライアル、プラス、アイドルで、トライアイドル」

　なんか。もやっと、したぞ、今。すっきりしない名前だな、それ。

「元々は試食販はん売ばい員いんを派は遣けんしている会社が作ったアイドルグルーブで」

「すると、スーパーにいる、『角切りステーキ焼けました。試食してください』っていうあれか」

「うん。私もするわ。試食販売。アイドル衣装で」

　なんか、シュールだぞ。アイドル衣装のみゆちゃんがスーパーの精肉売り場で試食販売？

「見て見て。こんな感じ」

　スマホで撮さつ影えいした写真をみせてくれた。その写真は本気でシュールな物だった。

　は、恥はずかしい……でも、そんなこと言えないしな。

「わかってるの。こんなのアイドルじゃないって」

　あ、落ち込んじゃったぞ。どうするか……そうか！

　困っているんだ。こんな身近に困っている人がいたのか！

「もしかして、みゆちゃん。困っているのか？」

「困っている？」

「もっとアイドルらしいことしたいって」

「うーん。そんな気持ちあるけど……スーパー試食の仕事を断ると何も無くなりそうなの」

　うん、みゆちゃん、困っているな。助けを求めている。これは人助けだな。よし、なんとかしてみよう。

「よし。俺がみゆちゃんの夢を手伝おう」

「どういうこと？」

「それは俺も分からない。だけど困っている人がいたら助ける。そう決めたんだ」

「ありがとう。なんか、やる気でてきた」

「じゃあ、まずはみゆちゃんのアイドル活動を見にいかないとな」

「うん。月曜日に京成高砂って駅前のスーパーでトライアイドルの活動があるの」

「よし。俺もそのステージを見に行くぞ」

「その前に悠はる斗とさんのパーティよね。悠斗さんと毎日会えるのは嬉しいわ」

　もちろん、俺もだ。キャバクラだろうが、パーティだろうが、アイドル活動だろうが。

　みゆちゃんに毎日会えるのは幸せなことだぞ。







第15話　俺は新居のお披ひ露ろ目めパーティを催した







　今日はタワーマンションの最上階の部屋をお披露目する日だ。最初に来たのは、こいつ。

「おう。久しぶりだな」

「お、お前。引っ越したって、いったいどうしたんだ、これは？」

　こいつは、真言と書いて「まこと」と読む。今、付き合いがある唯ゆい一いつの友人かな。

　元々は小学生の頃ころの同級生で、今でも年に何回かは居酒屋で飲んでいる。俺が母親が亡なくなっておじさんの家に引き取られた時も、そこを飛び出すように中卒で働きだしたときも話を聞いてもらった友達だ。

「宝くじでも当たったのか？」

「いや、そうじゃないんだがな」

「すると仕事で当てたのか」

「まぁ、なんだな。詳しよう細さいは内ない緒しよだ」

　細かいことを言わなくても、変に詮せん索さくしない。こいつとの縁えんが切れないのも、そんな性格があるからかな。

「分かった。まぁ、言えるようになったら、教えてもらおう。しかし、やったな！」

「おう」

「いやぁ、いつかお前はでっかいことをすると思ってたよ」

「そうか？」

　でっかいことをした覚えはないんだが。単に財さい布ふを拾っただけだからな。

「子供の頃から、他の奴らと目の付け所が違っていたよな」

「そうか？」

「なんか、よくわからない遊びとかしていただろう」

　あー、確かに。つるむのが嫌いな俺は、子供の頃からひとり遊びをしていたな。アニメ映画の監かん督とくになったときのために、いろんな経験を積むんだとか冒ぼう険けんだとか言いながらな。

「しかし、よかった。世間の人たちが認めてくれるようになったんだな」

　いや、別に認めてもらった覚えはないんだが。

「悠はる斗とさん。お招きありがとうございます」

　みゆちゃんが来たぁーーー。今日もかわいいな。

　今日はいつもと違う服装だ。パーティだと言ったから、ドレスっぽいのを着てきたな。それにいつもより、胸を強調したドレスだ。

　みゆちゃんは小こ柄がらでスリムで童顔だから20歳だというのに未成年にしかみえない。声はアニメ声だし、しゃべり方も舌足らず。合法ロリだとは前から思っていた。

　だけど、今日は認にん識しきを改めないとな。それは、意外と胸があるってことだ。つまり、合法ロリ巨乳に進化したってことだ。

　合法ロリは正義だと誰かが言っていた。すると、合法ロリ巨乳は超ちよう正せい義ぎではないか。

「ハナちゃんと一緒に来たの」

　みゆちゃんはルームメイトのハナちゃんと一緒に来た。キャバクラでは最初に会った日だけの出勤だったから、今日で２度目だ。

「すごいお部屋ね。こんなに広いとあちこちいじりたくなっちゃう」

「いじる？」

「ハナちゃんはね。ＤＩＹ女子なのよ」

「ＤＩＹ女子？」

「おうちのこと、なんでも作ってしまうの。家具でも部屋でも」

「部屋？　それはすごいな」

「ううん。ただ好きなだけ。みゆちゃんと一緒に住んでいる部屋もたくさんいじっちゃったけど」

「すっごいの。元々は古い団地の一室なのに、いまじゃ古民家風の内装なの」

「ハナちゃん、やるな」

「でも、悠斗さん、すごい部屋に住んでるのねぇ。１ＬＤＫって聞いていたから、みゆ、こんなすごいとこだと思わなかったぁー」

「１ＬＤＫだぞ、ここはＬＤＫだ。あのドアの向こうがベッドルームで、部屋はそれだけだから１ＬＤＫだぞ」

　嘘は言ってないぞ。ちゃんと１ＬＤＫだ。もっとも、ウォークインクローゼットとか収納部分は部屋に数えないし、トイレは３つで浴室は２つあるけどな。

「１ＬＤＫって。リビングだけで、一家が十分住めるわー」

「だけど、それだと避ひ難なん所じよの体育館みたいじゃないか？」

「うーん」

　悩なやんでいる。このリビングでどうしたら一家が住めるのか、そんなことを考えているのかな。

「あ、そうだ。悠斗さん」

　なんか、思いついたのかな。俺を下から覗のぞき込むように、見上げてくる。

　くりくりした黒目がちな目と、意外と大きい胸の谷間。うおおおーーー、合法ロリ巨乳は超正義だぁぁぁーーー。と叫さけびだしそうな衝しよう動どうを抑おさえるのに苦労した。

「どこか、修しゆう繕ぜんしないといけない御お家うちってないかしら」

「修繕？」

「ハナちゃんが、私達たちのお部屋をＤＩＹし終わって、もっとしたいって言ってるの」

「みゆちゃん！　何言ってるのよ。悠斗さんにそんなこと相談しなくても」

　こんな所にも困っている人がいたのか！　よし。

「考えてみるとするか、ＤＩＹが大好きなハナちゃんがテンション上がるところを見つけてみよう」

「ええー、本当ですか、嬉しいです」

　本当にＤＩＹが好きなんだな。普ふ通つうにしているとモデルにしか見えないのに、電動工具を持たせてピンク色の作業服を着せてゴーグルなんかさせたら、面おも白しろそうだ。

「おいおい、悠斗。彼かの女じよはどこのアイドルだ？」

　あ、そういえば真ま言ことはアイドルの追っかけをしていたな。たしか親衛隊長もしているって言ってたな。

「あ、彼女はみゆちゃん。トライガールってアイドルグループに所属しているぞ」

「うぉーーー。やっぱり！　間ま違ちがいなく超ちよう人にん気きになるアイドルだー」

「うるさいな」

「超人気だなんて。まだまだ駆かけ出だしのアイドルなの」

「おおーーっ、駆け出し！　もしかして、まだあまり有名じゃないよね。僕ぼくが知らないくらいだから」

「全然有名じゃないの」

「じゃあ、ファンクラブとかないんじゃないのかな。僕が作ってもいいかな」

「えっと、そういうのはわたしじゃ分からないの……」

「おいおい、あんまり、ぶち込むなよ、みゆちゃん困っているじゃないか」

　真言がみゆちゃんに張り付いて離はなれないからちょっと注意だけしておいた。

「今日はありがとな、夏なつ海みさん」

「どうしまして」

　今日はバニーガール姿の夏海さん。彼女は新居お披露目パーティでパーティコンパニオンをしてくれた。

「パーティのことなら、すべて任せてよ」

　そういう彼女にパーティのセッティングと運営を任せた。派遣シェフや派遣バーテンダーも手配してもらった。

　バニーガール姿の夏海さんは銀のトレイにカクテルとビールをグラスに入れて持っている。

「みゆちゃん、お酒はどう？」

「あ、このピンクのカクテルがいい。この方は？」

「私は夏海、よろしくね」

　夏海さんは、前回の失敗を回復すべく今日のパーティの運営管理を完かん璧ぺきにこなしてくれた。そうかぁ、こうやって比べてみると、単純に胸の大きさだけなら夏海さんが上だな。

　だけど、小柄でスリムな分みゆちゃんの巨乳感があるのか。なかなか、巨乳というのは深いな。サイズだけで測れるものではないらしい。

　ピンポーン♪

「あ、他の方も来たみたいよ」

　夏海さんがインターフォンを操作して、来客を迎むかえ入いれる。アリサとミキちゃんだ。

「悠斗さん。何、ここ？」

「びっくりしたわ」

　ふふふ。みんな同じ反応をするな。俺との和解があってから、アリサとミキちゃんは仲がよくなっている。年ねん齢れい的てきには上のミキちゃんをアリサがちゃんと立てるようになったのが大きいらしい。今日もふたりで一緒に来たのだろう。

「麻布なんて超ちよう一いつ等とう地ちに、この広さって。これって、犯罪的だわ」

　アリサが容よう赦しやない批評をいれてくる。

「本当にすごいわ。家賃いくらするのかな」

　ミキちゃんもいきなり聞いてくる。意外と気になったら聞かずにいられないタイプか？

「家賃はないな。買ったから」

「「「「ええーー」」」」

　みゆちゃんとハナちゃんも一緒に声を上げる。

「買ったって。じゃあ、ローンはいくらよ」

「即そつ金きんだから、ローンも無しだ」

「「「「ええーー」」」」

　見事に４人の反応が一緒だ。

「信じられないわ」

　まぁ、俺もチート財布がないと信じられないことだけどな。

　アリサとミキちゃんは、夜景を見たいとパノラマ窓の方に行った。みゆちゃんは俺と一緒にキッチンの方へ。

　アイランドキッチンでは、シェフがステーキを焼いている。ミシュランガイドに載っているレストランで修しゆ業ぎようしたシェフらしい。今日はパーティ用のオードブル的な料理をシェフお手製で大きなダイニングテーブル一いつ杯ぱいに準備してある。

　今のシェフはステーキを焼く係だ。肉は分かりやすいところで、松まつ阪さか牛の一番いいところ。それを腕うでが一流のシェフがぎりぎりのタイミングを見計らって焼き上げる。うまくないはずはない。

　シェフは焼き上がりをお皿に載せてみゆちゃんに渡わたしてくれる。

「このお肉。柔やわらかくて脂あぶらが甘いわぁ」

　うっとりとした顔のみゆちゃん。

「松阪牛らしいぞ」

「松阪牛なのね。おいしい～」

　みゆちゃんはもう驚おどろくのをやめたみたいだ。このパーティを楽しもうと決めたのかもな。

　玄げん関かんからはまた、新しい来客が来た。美み咲さきさんだ。美咲さんが、みゆちゃんと俺をみつけて寄ってきた。

「おまねきありがとうございます」

「おう。来てくれてうれしいぞ」

「夏海、ちゃんとやってる？」

「ああ。完璧だ」

「それはよかったわ」

　夏海を紹しよう介かいした美咲さんとしては、気になるところだろう。

「この赤ワインもうまいな」

「でしょ。このワインは夏海のセレクションよ」

　みんなワイングラスをもらって、赤ワインの味見をしている。

「！」

　あ、美咲さんの目がきらりと光った。やはり、一番のグルマンは美咲さんだろう。

「悠斗さん。私達にもワイン、いいですか？」

　ミキちゃんとアリサもハナちゃんもこっちに来た。総勢６人の美少女＆美女。

　それが俺の部屋に集まっている。もしかして、ハーレムフラグが立ったってことか！

「こんなすごいとこにたった一人で住むなんて、寂しくない？」

　夏海さんが聞いてくる。何が言いたいか分かっているけど、そこはスルーする。

「俺はひとりに慣れているからな」

　正直に言えば、中学の頃に叔お母ばさんと住んでいた方が辛つらかった。

「俺は16歳から一人で住んでいるからな」

「ええっ。16歳から？　高校生じゃない！」

　美咲さんが驚いている。

「俺は中卒で働いてきたからな」

　おいおい、みゆちゃん、そんな泣きそうな顔をしないでよ。笑っていた方がかわいいよ。

「すごい人生…みゆじゃ耐たえられないなぁ」

「夏海は18歳からね。ひとり住まいは。負けたわ」

　夏海さん、そういうのは、勝ち負けじゃないと思うけど。でも、一人住まい歴が長いのは一緒だな。もっとも、今は夏海さんが一人住まいとは限らないな。

「それでがんばってこんなすごいとこに住めるようになったのね。素す敵てきだわ」

　みゆちゃん、そんな尊敬のまなざしはちょっと困るぞ。財布拾っただけだぞ。

「本当ね。大成功者ね」

　夏海さんまで、そんなことを言うか。

「まぁ、そういうことだ。今日は楽しく飲んで食べてくれ」

　昔話はしめっぽくなるから嫌きらいだ。

「みんな揃そろったし、乾かん杯ぱいしましょう」

「いいわね」

「「「「「「「カンパーイ」」」」」」」

　麻布のタワーマンション47階では、楽し気な笑い声が夜よる遅おそくまで続いていった。







第16話　俺はみゆちゃんのアイドル活動を見に行った







「昨日はごちそうさま」

「いや。俺の方こそ、パーティに来てくれてありがとうな」

　今日は昼過ぎにみゆちゃんと待ち合わせをして会っている。

　場所は京成高砂って京成線の駅で、山の手線の日暮里から12分のところだ。

　このあと、みゆちゃんが所属しているトライアイドルの試食ステージが駅前のスーパー「カトーヨークドー」であるらしい。

「準備に30分くらい掛かかるの。待っててね」

「おう。そのくらいは当然だ」

「今日はね、カトーヨークドーで北海道フェアをしているの。そこでイカメシの試食ステージをやるの」

「そうか。じゅあ、30分後ってことは２時くらいからだな」

「うん、２時ぴったりに始まる予定ね」

「そのときに北海道フェアのとこに行けばいいんだな」

「うん。みゆのステージ見てね」




☆　☆　☆




「そろそろ、始まるかな」

　北海道フェアをやっている４階のイベントスペースにやってきた。

　屋台風にいろいろな北海道グルメが並んでいる。

　ただ、平日のお昼というのもあって、あまり賑にぎわっていないな。

　北海道フェアのところにいる人は全部で10人くらいか。

　アイドルファンのような人はひとりもいないな。

「こんにちは～」

　いきなり、赤、オレンジ、緑の３色の衣装を着た女の子が３人、北海道フェアは端はしっこの空いたスペースに登場した。

　なんと、司会もなにも無しでいきなりか。

「私達、トライアイドルです～」

　うーん、お客さん達びっくりしているぞ。なんだ？　って顔のおばさんが数人。後は、ちょっと見て興味なさそうにスルーしている。

　唯一の観客であろう俺が良く見える場所に移動してあげないとな。

「あ、悠はる斗とさん～。来てくれてありがとう」

　赤い衣装を着たみゆちゃんが嬉うれしそうに大きく手を振ふってくれた。

「おう。がんばれよ～」

「「「ありがとう～」」」

　みゆちゃんだけでなく、ほかの２人も嬉しそうに声を返してくれた。

　だけど、周りのお客さん達の反応は薄うすいな。何か始まるのかなとみゆちゃん達を見てくれた人が２人くらい。おばさん達ではなく、高こう齢れいのおじいさん達だ。

　やっぱり、女性アイドルは男性の方が反応いいな。

「それでは、私達の歌を聞いてください」

　うーん。歌が始まった。だけど、その歌、どうなんだろー。

　いかにも今時アイドルの歌っぽい。ちゃんとしたステージならいいかもしれないけど、総合スーパーのイベントスペースで歌うと違い和わ感かんバリバリだな。

　それでも俺はちゃんと手て拍びよう子しを打って乗ってみた。他のおじいさんも手拍子してくれている人がいる。
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　まじめに見ている観客は２人か。こんなものなのかな。

　歌が終わると、３人がそれぞれ北海道グルメの屋台の前に行って、試食を勧すすめだした。

　みゆちゃんは、イカメシだな。小さく切ったイカメシを紙の小皿に載のせて配っている。

　俺おれはみゆちゃんも含ふくめて、３人の試食をすべて食べてみた。それぞれ１つずつ買ってみた。

　ちょっと余るけど、海かい鮮せんを使ったものを最初に食べて残りは持って帰ればいいか。




☆　☆　☆




「どうだったかな～」

　１時間のステージが終わって、アイドル衣装のまま、みゆちゃんは俺のとこに来た。

「うーむ。うん、みゆちゃんが楽しそうでよかったな」

「うん。楽しくやっているの、アイドル活動」

「それはいいことだ」

　ただ、それ以外は褒ほめようもないっていうのもあるがな。

　もっとアイドルらしい活動をしたいっていうみゆちゃんの困りごと、分かる気がするな。

「どうしたら、もっと良くなるかなぁ～」

「そうだな。まずは、その衣装だな。そこに手を入れてみたいな」

「どういうこと？」

「それは俺に任せて欲しいな。なんとかするからな」

「うん」

　それだけ言うと、みゆちゃんは着き替がえのために、更こう衣い室しつに戻もどっていった。

「ほとんど、小学生の学芸会レベルの衣装だな。金が掛かっていないのにもほどがあるぜ」

　どんな衣装がいいのか。それはよくわからない。だが、相談する相手は決めてある。

　服に関することは、美み咲さきさんだ。俺のスタイリストでもあるから、みゆちゃんの衣装のことでも相談に乗ってくれるだろう。

　勝手に衣装を作って怒おこられないか、ちょっと気になっているけど、あの衣装はないから、なんとしてもまともなアイドル衣装にしてあげないとな。

　そんなことを考えていると、みゆちゃんが私服に戻って帰ってきた。

　次のステージは夕方からだと言うから、時間がある。

「時間があるなら、カフェにでも行こうか」

　ん？　これはもしかして、デートに誘さそっていることになるのか？

「ううん。カフェはいい」

　いきなり、断られてしまったよ。せっかく初デートだと思ったのに。

「他に行きたいとこがあるの」

　他にって、いきなり？　まさか。休きゆう憩けい時間だから……それにはまだ心の準備が……

「神社なの」

　なんだ、神社か。でも、それは神社デートってことになるのか。

「ああ。行こうか、神社。この辺に神社はあるのかな」

　正直、神社には縁がないな。初はつ詣もうでも行かないからな。受験もしたことがないから、神かみ頼だのみもしたことがないしな。

「行きたい神社は決まっているの。何度か行ったことがある青せい龍りゆう神社。歩いて10分くらいなの」




☆　☆　☆




「こんなところに神社があるんだな」

　京成高砂の駅から歩いていくと住宅地になる。そこにいきなり、『青龍神社』と彫ほられた背せ丈たけほどの太い石の柱が立っていた。

「うん。池のほとりにある小さな神社なの」

「なんで、この神社なんだ？」

「龍りゆう神じんさまの神社だから。みゆは龍神さま、好きなの」

「たしかに青龍なら龍神だな」

　みゆちゃんは神社に詳くわしいみたいだ。最近は神社巡めぐりが流行はやっているらしいからな。

「そこが鳥居か。赤くないな」

「うん。石で作られた鳥居ね。ちゃんと一礼してから入るの」

　ほう、そうか。神社のしきたりは知らないから、ちゃんと教わった通りにしないとな。

「あれが神社なのか？」

「うん。あそこが拝むところなの」

　巾はばが１ｍくらいしかないな。神社というより祠ほこらって感じだ。

「ほら、横に池があるでしょ」

「ああ、そうだな。蓮はすだろう、あれは」

　神社の横には池があって、20ｍくらいかな。蓮の葉っぱに覆おおわれている。

「うん。蓮。その池はね。昔、雨ごいをした池なんだって」

「雨ごい？　ずいぶんと昔の話だな」

「うん。この池には白しろ蛇へびさんが住んでいて、旱かん魃ばつのとき雨を降らしてくれたの」

「白蛇さん？」

　ん？　白蛇。その言葉を聞いたとき、何か頭に浮うかんできた。なんだ？　あっ、そうだ。忘れていた。白蛇だ。







第17話　俺は白蛇さんに出会っていたらしい







「ここはどこだ？　みゆちゃんはどこいった？」

　みゆちゃんと神社にいるはずなのだが、みゆちゃんがいない。

　なぜか俺は広くて白いとこにいる。

　草原みたいな場所だと思うが、霧きりがかかっていてよく分からない。

「もしかして、異世界に迷い込んでしまったのか？」

　なろうアニメの見過ぎだと言われるかもしれないが、俺だっていつかは異世界に転生すると信じている。

　だから、よくわからないところに来ると、「もしかして、異世界？」と思ってしまう。

　異世界にあこがれていたからな。

　だけど、ここはそういう感じがする場所じゃない。

　ただの霧がかかっているだけの場所。

「あれ？」

　真正面の霧の部分に赤く光るものが横に並んで見えた。

「なんだろう？」

　じぃーっと目を凝こらしていると、赤い光が大きくなってくる。それは赤い目か。

　もしかして、野や獣じゆうが俺の方に向かってきているということか。逃にげないといけない。

　しかし、身体からだが全く動かない。

「なんだ？」

　これは金かな縛しばりと言うやつか。参ったな。赤い目は左右に揺ゆれながら近づいてくる。

「もしかして、蛇へび？」

　長い身体が見えてくる。真っ白い蛇。

　霧に包まれているから、境目が分かりづらいが蛇なのは間違いない。

「俺になにか用があるのか？」

　もう、しっかりした真っ白い身体が現れて赤い目と組み合わせで、白蛇さんだと分かる。

　蛇は嫌う人も多いが、白蛇さんは幸運の運び手。白蛇を見た日は良いことが起きる、と考えたとき、頭の中でひらめいた。

「そうか。俺があの財布を拾ったのは白蛇さんのおかげかもしれないな」

　財布を拾う前に、なろうアニメを見に行った。その映画の前に白蛇を見たんだっけ。

　石しや神くじ井い公園。そうだった、石神井公園で白い蛇をみていたんだ。

　完璧に忘れていたぞ。

　霧の中から現れた白蛇さん、お辞じ儀ぎをしているような動きをする。

「なんだ？　お礼を言っているのか？」

　そういえば、財布を拾った日。俺は石神井公園で白蛇を助けたんだっけ。

　半分干ひからびて動けなくなっていた白蛇。長さは30センチくらいだ。

　23区内で蛇を見るのは珍めずらしい。それも白蛇となるとなおさらだ。俺も初めてみた。

「もしかして、神様の使いで俺を異世界に連れて行ってくれるのか？」

　まぁ、そんなことを信じた訳ではないが、白蛇と言えば、金運の神様でもあったな。

　ちゃんと助ければもしかして、宝くじで１００万円くらい当たるかもしれないしな。ちょっと打算的な気持ちもあって、白蛇を助けた。

　石神井公園には２つ池があり石神井池と三宝寺池だ。三宝寺池のほとりに白蛇を置いた。

「今度は干からびるようなことはするなよ」

　そんな声を掛けた気がする。不思議な財布を拾ったことで、すっかり忘れていた。

「お前はもしかして、あの時の白蛇か」

　白蛇が大きくうなずいたような気がする。

「もしかして、あの財布を授さずけてくれたのは、お前か」

　また、大きくうなずいたような気がする。

　そうか。あの時の白蛇。白蛇の恩返し。

　だから財布を授けてくれたのか。そのお礼をもっていかないとな。

　お礼と言うのはどうやったらいいのか。

　あれ？　なぜか頭の中に日本酒のイメージ、それも一いつ升しよう瓶びんが２本出てきた。

「あ、そうか。蛇は日本酒が好きだって昔話があったな」

　子供の頃聞いた昔話で蛇が酒を好きなものが多かった気がする。

「日本酒を奉ほう納のうしよう」

　白蛇が喜んでいる気がする。そうか、それを伝えたかったのか。

　また、霧が強くなってきた。だんだんと白蛇は見えなくなってきた。




☆　☆　☆




「どうしたの？」

「ん？　みゆちゃん」

　あ、そうか。みゆちゃんとふたりで青龍神社にお参りにきていたんだった。

「なんかぼーっとしているみたい。悠斗さん疲つかれているの？」

「そんなこともないんだが。今はニートだからな」

　仕事をしていない俺が疲れたなんて言うのはおかしいぜ。

　あ、疲れたんじゃなくて、憑つかれたというのなら分かるな。

　白蛇さんに憑かれた……そうだ。白蛇さんだ。

「ニートって。あんな豪ごう邸ていに住んでいるのに、変なの」

「それは…。あ、それより白蛇さんだ」

「うん、この池は白蛇さんが住んでいるわ」

「そうじゃなくて、石神井公園の白蛇さんのことだ？」

「石神井公園？　白蛇さん？　もしかして、穴弁天のこと？」

「なんだ、それ？」

「石神井公園にはお爺じいさんの顔をした白蛇さんを祀まつっている厳島神社があってね。そこの穴弁天って洞どう窟くつに、お爺さんの顔をした白蛇さんがいるわ」

「お爺さんの顔の白蛇さん？　なんだ、それ。とにかく、そこに一升瓶を２本奉納するんだ」

「どうしたの？　急に」

「あー、白蛇さんつながりで思い出したようだ」

「この池の白蛇さんつながりね。みゆも一いつ緒しよに奉納したいな」

「そうだな、一緒に行こう」

　この日は、妙みように疲れて青龍神社を参拝した後はキャバクラに行かずにタワマンの豪邸に帰った。







第18話　俺はコスチュームを改善することにした







　みゆちゃんのステージを初めて見た翌日。俺は人助け活動を開始した。

「どうだ。なんとかなりそうか？」

「そうね。市し販はん品ひんじゃないほうがいいのよね」

「もちろんだ」

　昨日撮さつ影えいしたトライアイドルの写真をスマホで見ながら一緒に話している。

　話している相手は美み咲さきさん。アイドル衣装をなんとかするには、まずプロに相談だからな。

　ぺらっぺらのナイロンっぽい服で色はみゆちゃんの赤。他にも２人写っていて、オレンジとグリーン。

　とにかく、この衣装をなんとかしないことには、どうしようもないな。

　衣装といえども、服なのは間違いない。美咲さんに電話で相談してみた。

「分かったわ。コスチュームなら、私も作ったことがあるから」

　美咲さん、そんなこともしていたんだ。もっとも、作ったと言っても縫ぬうとこまでやった訳ではないらしい。

　イメージを考えて後は専門家に任せる。それがコスチュームを作るときの流れらしい。




☆　☆　☆




　美咲さんに喫きつ茶さ店てんで会って状じよう況きようを説明するとすぐにスケッチブックにデザイン画を描かき始めた。

「コンセプトは試食アイドルのままでいいのよね」

「そうだ。それはうまく活いかしていきたいたんだ」

「わかったわ。だけど、ベースは、やっぱり、タータンチェックでいきましょう」

　イメージを説明してくれると同時にさらさらとデザイン画を描いていく。

「すごく上手うまい。それが衣装になるんだね」

「ううん。これはただのイメージ図。これを元にしてデザインをプロに頼たのむの」

　しかし、上手いな。迷いがないラインを引いて、色いろ鉛えん筆ぴつで色をつけていく。それだけ見たらプロのデザイナーっぽいぞ。
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「私もね。昔はデザイナーになりたいなと専門の学校に行ってたのよ。だけど、そっちでは芽がでなくてね」

「それでコーディネーターになったんだな」

「ええ。デザインや服を作るのだと私より上手い人がたくさんいるって分かって、その人たちを活かすことを仕事にしたの」

　そうか。そういう仕事の選び方もいいな。

「こんなエプロンをつけるのはどう？」

「エプロンか。それなら、ぱっと見て試食アイドルだと見えるな」

「ええ。あまりメイドっぽくはしない方がいいのよね」

「ああ、その方向は違ちがうな」

　メイドカフェ制服ではなくてアイドル衣装だから、フリフリ多用はかえって安っぽくなる。

　大き目のエプロンをメインにその下はシャツとスカートで、シャツは半はん袖そでにするのか。

　おっ、袖そで口ぐちだけ独立してつけるのか。そういえば、新居パーティで夏海さんがバニーガールの時に、そういうのを付けていたな。

　袖口はタータンチェック。襟えりも同じくタータンチェック。ポイント、ポイントでタータンチェックが入る。

「と、まぁ。こんな感じでどうかしら？」

「すごいな。あっと言う間にアイドル衣装のデザインが完成したぞ」

「このくらいは、簡単よ」

　さすが美咲さんだ。この時点でみゆちゃん達たちがよりアイドルらしくなることは決定したな。

　しかし、みゆちゃんはアイドルグループ、トライアイドルのメンバーだ。メンバーは皆みんな同じ服でいいのだろうか。そこも考えておかないとな。

「これのバリエーションはできるのか？」

「もちろん考えてるわよ。タータンチェックのところは、このデザインではちょっと太めのラインが２本入ってるのよ。ここをアップすると、こんな感じになるの」

　タータンチェックの格こう子しがどうなっているのか、そこをスケッチブックに描いていく。

　拡大したタータンチェックの模様は太目のラインがあり、赤とピンクになっている。

「その２本がツインカラーになるわ。赤は鮮あざやかな赤、ピンクはショッキングピンクよ」

「おっ。すごく目立つな」

「他の２人のツインカラーは、オレンジに黄、と、深緑に黄緑よ」

　さすがだな。デザインしながら、そこまで考えていたのか。なかなか仕事が速いな。

　それぞれのタータンチェックの生き地じを用意するらしい。もちろん、特注になるらしいが。

「いいな、このデザイン。これならアイドルファンにもウケがいいな」

「もちろん、メインのファンの男性だけでなく、女性からも反発されない程度にするのが腕の見せ所よ」

　間ま違ちがいなく行けるだろう。よし、これで行くことにしよう。

「これを作るとなると、どのくらいの時間がかかる？」

「そうね。知り合いのアトリエだと、最低７日は欲ほしいわ」

「もっと早くできないか？」

「手伝いを他のアトリエにも頼むなら可能よ。でも費用が上がることになるけど？」

「そこは気にするな。必要なお金は用意するぞ」

　突とつ貫かん作業で４日間。すぐにとりかかってもらった。

　できあがったら、みゆちゃんにプレゼントすることにしよう。喜んでくれるかな。

　あとは、ステージだな。もっと、いい感じのステージを用意しないとな。

　試食販はん売ばいはアイドルコンセプトだから外せないとして。もう少しステージらしい場所が欲しいな。アイドルファンが喜ぶようなステージがな。







第19話　俺は人助けは簡単ではないと知った







　俺が麻あざ布ぶの街を歩いていたら、ベンツが後ろから迫せまってきた。その上、クラクションを鳴らす。

「どうも～」

　ベンツの窓から顔を出したのは、闇やみ金きんの兄貴だ。

「あ、いつぞやはどうも」

「おおっ、いい所で会った」

「そうなのか？」

「実は困っているんだ、今」

「困っている？　どうしたんだ？」

「借金を返す気がない女がいてな」

「おっ、そんな話か」

「ちょうどいい具合に会ったから、もしかして通りすがってくれないか」

「よし、通りすがろう」

　ただ、残念ながら、人助けをするだけの現金は持っていない。

「一度、俺の部屋に行って準備するがいいか」

「もちろんだ。送っていこう」

　タワマンまで送って行ってもらって、準備をする。

　準備は簡単。でかいリュックサックに現金を入れるだけ。

　今日もまた、１億円ちょっとだけ入れて行こう。




☆　☆　☆




　準備が終わり、闇金兄貴と手下の若い男と俺が乗ったベンツが着いたのは、小こ奇ぎ麗れいなマンションの前。

　ここに困っている女がいるのか。

「ここは、狭せまいくせに意外と高いマンションだ」

「そうなのか」

「こういうとこに住んでいる女はダメだ。金の使い方を知らない」

　どきっ。金の使い方と言われると、俺には何もいえないな。

「だがよ。こんなとこに住んで闇金に追い込みされる女は助けても無む駄だだぞ」

「そうなのか」

「そうだ。一時的になんとかなっても、また同じことを繰くり返かえすだけだ」

「そういうものなのか」

「無駄だと思うがな。まぁ、間違いなく俺は助かるがな」

「だったら、それでいい。助かる人が少なくともひとりはいるな」

「いい心がけだ」

　ベンツの運転席にいたチャラい若者。服を着き替がえて、帽ぼう子しをかぶった。あれだな。宅配のあんちゃんだ。

「あの女はネットショッピングが大好きでな。どうせ、なんか頼んでいるに違いないんだ」

　まずは、チャラい若者がいく。マンションの玄げん関かんでボタンを押おしている。

「こういうセキュリティ完備のとこはめんどうなんだ。おっ、いたようだな」

　マンションの玄関の自動ドアが開いて閉まらないように、間に立っている。

　お、いけない、俺もか。締しめ出だされてしまったら、困っている人を助けられないな。

「こんにちは。お届け物をお持ちしました」

「うまいだろ。宅配バイトさせて、制服もろともパクらせたんだ」

　あの制服とかは本物か。どうりでリアルなはずだ。

「はーい。ちょっとお待ちください」

　ガチャ。簡単にドアが開いた。不用心だな。

　すぐにチャラい若者がドアをこじ開けて、強ごう引いんに中に押し入いったぞ。

　兄貴も続いて入った。

「困るんだよな。ちゃんと払はらってもらえないと」

「なに、あんた達。警察呼ぶわよ」

「呼んでみろよ。その前にこいつのパンチがお前の顔を変形させるぞ」

　うわっ、マジ怖こわいな。俺は暴力反対の平和主義だしな。

「金なんてないわよ。帰ってよ」

「そうはいかないんだ。俺たちは取り立てのプロだからな」

「なによ。わかったわよ。風ふう俗ぞくでも水商売でも、どこかに私を売ったらいいわ」

「お前の考えは分かっているぞ。そうやって店に売らせておいて、逃げるんだろ。前の闇金はそれで大変な目にあったんだ」

「知らないわよ、そんなこと」

　うわ。なかなかの猛も者さだな。闇金の裏までかくとは。

「お前にはいいとこを紹しよう介かいしてやろうと思ってな」

「どんなとこよ」

「いい服を着て、おいしい料理をふるまうとこだ」

「嘘うそ。そんな仕事、紹介するわけないじゃない」

　うーん、彼かの女じよ。ちゃんとしていれば、綺き麗れいな人だと思うな。ただ今は、表情が暗くて、ひどい顔をしているけどな。

「ただ。ひとつだけ問題があってな」

「どんな問題よ」

「それが日本じゃなくてな。南の孤こ島とうだってことだ」

「なんで、私がそんなとこいかないといけないのよ」

「いいとこだぞ。島全体がリゾートになっているぞ。お金持ちの男には楽園なんだぞ」

「私はお金持ちでも男でもないわ」

「だからいいんだ。そこで24時間やることがあるんだ」

「冗じよう談だんじゃないわ。絶対にいやよ」

「南の孤島に行けば借金なんて10年もすれば返せるって」

　やばそうな島だな。きっと警察も何もなくて、なんでもありって感じだな。

「そんなとこ行きたくないわ」

「そこの島で何がされているのかは、俺も行ったことはないから知らないがな。きっと楽しいとこだろう」

「絶対、楽しくない。楽しい訳がないじゃない」

「そこが良いのは、絶対逃げられないってことだ。まだ刑けい務む所しよの方が脱だつ獄ごくしやすいとの噂うわさだ」

「なんで、そんな島に行かないといけないのよ」

「日本人の女は世界中の金持ちに人気らしくてな。いい金で引き取ってくれるのよ」

「いやよ。そんなとこ」

「大だい丈じよう夫ぶだ。お前はこれでちょっと寝ねていてくれればいい」

　なんかハンカチを出したぞ。あれだな。眠ねむらせる薬、なんて名前だっけ。

「やめてよ。私、パスポートないし」

「気にするな。プライベートジェットですぐだ。向こうは国ぐるみだから、なんのチェックもなしだ。南の孤島にいるのは、誰だれにも知られやしないさ」

「やめて。お願い」

「闇金をなめたことをした報むくいだと思え」

「ごめんなさい。ごめんなさい。南の孤島はイヤ」

　さすがだな、南の孤島。大人しくなったぞ、彼女。

　さて、そろそろ、いいかな。俺の出番だな。

「こんにちは」

「誰だ、お前」

「通りがかりの者です」

「通りがかりって、ここは住人しか入れないだろう」

　いいな、兄貴。本当にびっくりしている感じが出ている。

「こちらの彼女、困っているように見えたから声を掛かけました」

「困っているのは、こっちだよ。闇金の借金を踏ふみ倒たおす女なんだよ、こいつは」

「すると、あなたも困っていますね」

「あー、困っている。この女を南の孤島に売らないといけないくらい困っている」

「それはお困りですね」

　いきなり関係ない俺が乱入してきて、借金女は混乱した顔をしている。

　そんな彼女に聞いてみる。

「もしかして、困っていますか？」

「何言ってんのよ。見ればわかるでしょ。闇金に追い込みされて南の孤島に連れていかれてしまうのよ」

「はい、知っていますよ」

「だったら、なんとかしてよ」

「それでは、あなたは困っているんですね」

「困っているわ、こいつらに。なんとかしてよ」

　よし、双そう方ほうの困っている発言をもらったぞ。いよいよ人助けだ。

「もしかして、お金があれば解決とかしたりしますか？」

「あー、そうだな。この女の借金４００万円。耳をそろえて返してくれれば解決するな」

「なんで４００万円なのよ。３００万円でしょ」

「いいか。利子というものがあってだな」

「細かい話はいいですから。４００万円あれば解決するんですか？」

「あー、もちろん。俺たちは４００万円もらえれば文句はないぞ」

「そんな金、ある訳ないじゃない」

「ありますけど。ここに」

　俺はデイバッグから１００万円の束を４つ取り出した。

「ここに４００万円あります」

「おう」

「これを貴方あなたに渡わたします」

「えっ」

「貴方のとこに４００万円がありますね」

「は、はい」

「これを返済するというのはどうでしょう」

「……それでいいです」

　状況は理解できていなさそうだな。

　まぁ、了りよう解かいがでたことで良しとしよう。

「それでは、返済するってことですね」

「はい」

「では、借用書、お願いします」

「おう、これだ。この金、もらうぞ」

「はい。オッケーです」

「俺たちは用事が済んだ。帰るが？」

「はい。あ、その前に」

「な、なんだ？」

　なんか警けい戒かいしているな、兄貴。

「困ったことは解決しましたか？」

「もちろん、解決だ。きれいに解決」

「よかったです。じゃ、お帰りください」

「おう。じゃあな」

　闇金の２人は帰っていった。俺と借金漬づけの彼女だけが残っている。

　借金漬けの彼女はちょっと前まで寝ていたのかな。頭はぼさぼさで、すっぴんで、寝ね間ま着き姿だ。

　だけど、ちゃんとお化け粧しようしておしゃれな恰かつ好こうをさせると、かわいい感じになりそうだ。巨乳ではないけど。

　そうだ、それだ。それだけは確かく認にんしておかなければいけないな。

「一つ、質問いいか？」

「なによ」

「バストは何カップだ？」

「Ｃよ！」

　ふーん。ほどよいサイズか。残念ながら巨乳ではないな。

　それから沈ちん黙もくが起きた。彼女は何も言わないし、俺おれも巨乳じゃないと分かったら質問はなくなった。

「あの……」

「なんだ？」

「あのお金、どうなるの？」

「そうだな。返済したから闇金のものになるはずだろう」

「そうじゃなくて。私はあなたに肩かた代がわりしてもらったということでしょう？」

「いや。借用書はあなたがもっているだろう。借金は無くなったってことだ」

　なんか、考え込んでいる。状じよう況きよう確かく認にんをしているのだろうな。

「あ、分かった！」

「何が、だ？」

「もしかして、私のことを助けて善人になりたい人？」

「うーむ、困っている人を助けたいことまではあたりだな。善人かどうかは不明だが」

　別に善人というほどの物じゃないだろう。チート財ざい布ふを持っている、ただの男だ。

「わかったわ。あなた、きっと、善人になりたいのよね。すっごいお金持ちで」

「善人より、人助けしたいだけだ」

　説明が難しいな。分かってもらえるのだろうか。

「だけどね。甘あまいわね。そんな簡単に助けられないのよ。甘いわ」

「そうなのか？」

　彼女が急に元気になった。さっきまで崩くずれるように座すわっていたのに、すっと立ち上がった。

「私、他にも借金あるの。あいつらのだけなんとかしてもダメよ」

「まだ、困っているのか？」

「あと借金が６００万円もあるわ。それもなんとかしてくれるって言うの？」

「６００万円か。困っているのか」

「あー、もう。やだやだ。お金持ちって。借金さえなんとかなれば、とか思っていない？」

「それは分からないな。借金以外に困っていることがあると？」

「私はね、東北の田舎いなかの出身なの。18歳の時上京して専門学校を出て、今は21歳よ」

　別に年ねん齢れいを聞いたつもりはないんだが。女性に年齢を聞くのは失礼だしな。

「東京ってとこは、魔ま界かいよ。買い物という魔ま物ものが住んでいる魔界よ」

　それは違うぞ。魔物が住んでいるのは、魔界ではなく異世界だろう。

　そんな突っ込みをしたかったがやめておいた。そういうことを言いたいとは思えなかったからな。おお、空気が読めるようになってきたな、俺。

「いくら稼かせいだって、すぐなくなっちゃう。欲しい物が次から次へと出てきて、クレジットカードで買ったらこのザマよ」

　そんなに欲しい物があるのか。俺と違うな。

　いくらでも使える財布があっても、使い道、よくわからないしな。

「今、借金なくなっても、同じよ。また、なんか買ってしまって。どうにもならないわ」

「あ、分かったぞ！　買い物をするお金が足りないんだな」

　そうそう、巨乳（確定）人妻さんもすき焼きのお肉代がなくて困っていた。

「そうよ。お金がないのよ。欲しい物はたくさんあるのに」

「じゃあ、お金があれば、解決するんだな？」

「あんた、話を聞いていた？　欲しい物がいくらでも出てくるって」

　なんか、さっきと違う言い方したぞ。まぁ、女性の話ってそういうものだって、聞いたことがある。あんまり気にするのはやめよう。

「どのくらいお金があったら、解決するんだ？」

「１億円よ、１億円。それだけあればなんとかなるわ。どう？　出せやしないでしょう」

「１億円でいいのか？」

　デイバッグから出してみた。１千万円の束がひとつ、ふたつ…全部で９つ。１００万円の束が６つ。

「ちょっと足りないな。９千６００万円では足りないか？」

「９千６００万円って、冗談でしょう」

「残りは明日、とかで大丈夫か？」

「あんた、ふざけているの？　それともバカ？」

　なんか、ひどい言われようだ。１億円にしては、ちょっと足りないだけで明日なら用意できるって言っているのにな。

「とりあえず、今日９千６００万円で、明日、４００万円。それで手を打たないか？」

「もういいわ。訳わかんない。もう、帰ってよ」

「それでは、足りない分はどうする？」

「どうでもいいわ。あんた、帰ってよ」

「分かったよ。帰るよ。このお金は必要なら使っていいぞ」

「……」

「あと、他にも困っているらしいから、電話番号の紙を置いていく」

「……」

「もう帰るぞ」

　俺はそのまま、彼女の部屋を出て行った。







第20話　俺はスーパーとプロダクションの攻略を始めてみた







　俺は借金漬け女のところから一度タワマンに戻もどり、デイバッグに現金を入れて闇金の事務所にやってきた。

「こんにちは」

　明るく挨あい拶さつをする。どうしても闇金には暗いイメージがあるから、俺ぐらいは明るく挨拶をしてやろう。

「あ。これは、さっきは助けてくれてありがとうな。あの女はどうしようもない奴やつでな」

　そう言うと、ソファを勧すすめてくれた。

「又また、ここに来たのは、頼みがあってのことだ」

「頼みか？　どんな頼みだ。金を貸してくれ……ってことはありえないな」

「ああ、そっちじゃない」

「では、何なんだ？」

「実はスーパーだ」

「スーパーと言うと、カトーヨークドーみたいな？」

　闇金兄貴は大手スーパーの名前をあげた。

「いや。そうではない。もっと小さい、街のスーパーだ」

「その街のスーパーがどうしたんだ？」

「どこかスーパーの取り立ての予定がないかと思ってな」

　闇金兄貴が一気に動き出した。高速で色々な書類を調べたり、調べさせたりしているぞ。

「すまんな。スーパーか。ちょっと待ってくれるか」

　しかし、この闇金では街のスーパーの借主はいないのかもしれないな。

「なかったら、いいぞ。他へ行くから」

「ま、待ってくれ。今、本社に問い合わせてみるから」

　本社だって？　闇金に本社があるのか。もしかしたら、フランチャイズ制とか？

「あったぞ。練馬区に１軒けんあるそうだ」

　電話機を持った闇金兄貴が嬉うれしそうに報告してきたぞ。

　何やらメモを取っている。たぶん、スーパーの住所とかだろう。

「まだ、明るいから、これから取り立てに行ってみようと思う。今回もたまたま通りかかってくれるんだよな」

「そうだ。通りかかるんだ。取り立てはスーパーの事務所でやるのか」

　ドラマとかでみる限り、そんな気がする。

「おう。裏口から入って事務所でやるのが基本だな。裏口を開け放しておくから、たまたま通りかかってくれ」

「わかったぞ」




☆　☆　☆




　そのスーパーはなんと石しやく神じ井い公園の近くにあるスーパーらしい。

　大学が近いこともあって、商店街の中にあるそのスーパーは、学生が多く利用している。

　ただ、学生が行いき交かう商店街とはいえ、今はシャッターを閉めたままの店も多く、賑にぎわっているとはいいがたい。

　取り立てする予定のスーパーは、昭和の時代からやっていたのだろう。古い形のスーパーで食品と日用品を扱あつかっている。

　先に闇金の兄貴達が入っていく。

「ここの店の裏口だな」

　俺は従業員入口と書いてある方に向かって歩いていく。建物の中から、どなり声が聞こえてきた。

「だからな。今月の分をもらったら大人しく帰りますよ」

　なかなか、スゴミのある声をしている。やはり取り立てをしているときの兄貴は声が低いな。

　裏口の隙すき間まから覗のぞいてみると、しっかりと頭をさげているスーパー店主が見えた。

「お願いします。もうちょっとだけ待ってください」

「何度、それ聞いたと思うんだ？　だから返済が増えてしまっているんだろう」

「そこをなんとか。来月こそは返しますから」

「そこの金庫に入っている金があるのは知っているぞ。その分だけでいいから、よこせ」

　黒くてごつくて大きい金庫。間違いなく昭和の頃ころからそこにあったのだろう。

「あ、それは駄だ目めです」

「調べはついているんだぞ。おまえのとこは現金支給なんだってな」

「絶対に駄目です。それは従業員の給料なんです」

「そっちを待ってもらえばいい。うちに廻まわせよな」

「無理です。そんなことをしたらスーパーを続けられなくなります」

「それもありだな。在庫や什じゆう器きの転売なら相談に乗るぞ」

　兄貴、迫はく力りよくあるな。そんなに顔を近づけられたら、怖いだろう。

　そろそろ、いいかな。俺はひょっこりと裏口から中に入って行った。

「こんにちは」

「えっ、誰ですか、あなたは？」

「おう。しがない通りがかりの者だ。なにかお困りか、と思って声を掛けたんだが」

　よし、ここまでは順調だ。闇金の取り立てのときに、たまたま通りかかるのも、３度目となると慣れたものだ。

「ええ。ただの通りがかりの者なんだがな。なにかお困りか、と思い声を掛けたのだ。何か困りごとがあるのではないか？」

「はぁ？　俺はな、すごく困っているんだよ。貸した金返してくれなくてよぉ」

　相変わらず、安定の闇金兄貴だな。どうみても、俺とつるんでいるとは思えないぞ。

「それはとても困っているようだな」

「ああ、なんとかしてくれよ。ただの通りがかりの人よ」

「分かった。俺が話してみよう。こっちの人が金を返して欲しいと言ってるが、どうだろうか」

　俺は、ただの善人の役だな。まずはそこからだ。

「返すお金があれば返しますよ。ないから困っているんです」

　あまりにも正論を言う通行人に、スーパー店主はブチ切れしているようだ。

「それは困っているな。どのくらいの金があれば困らなくなるんだ？」

「それはな、２００万円だ。びた一文まけないからな。今日はなんとしても払ってもらうからな。そのつもりでいろや」

「すると、ふたり共、２００万円あれば、困りごとが無くなると？」

「返す金があれば、闇金に追い込まれるなんてことはないんですが……」

「２００万円なら、ここにあるぞ」

　デイバッグから２００万円を出す。

「右手をこう、上に向けて出してくれ」

「えっ、こうですか」

　スーパー店主の手の上にポンと２００万円をのせる。

「な、なんですか、これは」

「１万円札。輪ゴムでくくっているのが１００枚で、ふたつあるので２００万円だ。間違いないはずだ」

「そうじゃなくて。なんのお金ですか？」

「２００万円がなくて困っているらしいので。これがあれば解決すると思ってな」

「それは……解決するが……」

　スーパー店主さんと闇金兄貴がなにやら話しあっている。闇金兄貴はスーパー店主から２００万円を受け取り領収書を手て渡わたす。

「予定どおり２００万円は回収した。俺は帰るぞ」

「ごくろうさんだな」

　闇金兄貴は帰っていった。そして、スーパー店主さんと俺だけが残った。

「申し訳ないが、あの２００万円、しばらく借りることはできますか？」

「いや、あれは、あげたものだ」

「へぇっ」

「人助けだ。おまえが困っていると言ったからな」

　あ、確実に混乱しているな。顔が？マークだらけになっているのが分かる。

「これで困ったことは解決したか？」

「はい。ありがとうございました」

　まずは、人助けが成功だ。

「それで、通りすがりの方さん」

「はい？」

「私は何をしたらいいんでしょう」

　この辺りは男と女は対応が違ちがうな。女だと下心と決めつけてくるのに、男だと混乱する。

「見たところ、他にも困ったことがありそうなんだが」

「えー、まぁ。とりあえず今月はなんとかなりそうですが、来月はまた」

「スーパーは儲もうかっていないのか？」

「実は今年に入ってずっと赤字で」

「それはお困りだな」

「まぁ困っているのは確かなんですが、なんとかなりますか？」

　良くわからない通行人であっても、藁わらをもつかむ気持ちって表情だな。

「でも、この前の通りは学生がずいぶん通っているようだが。どうして赤字なのか？」

「最近の学生は、スーパーに入りませんよ。コンビニか１００均です」

　それはいえるな。俺は元々節約派だったから学生の頃からスーパーによく行っていたがな。

「それでは学生がスーパーで買い物すればいいのか？」

「それができれば」

「よし、俺がやってやろう。あそこの店の前のワゴン、貸してくれるか？」

「はい。使ってください」

「借り賃は２００万円でいいか？」

「それはもう。どうにでもしてください」

　デイバッグからあと２束出した。

「これは？」

「一万円札１００枚を輪ゴムでとめて、２束だから２００万円だ。さっきも言ったよな」

「そうじゃなくて。この２００万円はなんでしょう」

「ワゴンの借り賃だ」

「ええっ、さっきの２００万円ではなくて？」

「さっきの２００万円は人助けだ。この２００万円はワゴンレンタル代だ」

　スーパー店主は、じぃーと２００万円を見ている。

「足りないか？」

「いえいえ、足ります足ります。もちろん、十分です」

　よし、これで準備はできたな。後は男子学生の目を引き付ければいいんだな。




☆　☆　☆




　スーパー店主の了解をもらって、今度はプロダクションに依い頼らいの電話を掛けた。

「それはもう。みゆ、ですか？　それならトライアイドルのステージの依頼ってことですね」

「そういうことだ。今、ＦＡＸした衣装デザインも使ってくれるか？」

「それはもう。完かん璧ぺきです。うちの公式衣装にしたいくらいです」

「それなら、プレゼントしよう」

「本当ですか？」

　あ、しまった。みゆちゃんにプレゼントする予定だったのだが。まぁ言ってしまったから仕方ないか。

　みゆちゃんが所属するデモンストレーター・カンパニー。スーパーからの公式依頼ということで、１カ月間毎日、試食販はん売ばいを頼たのむことになった。

　トライアイドルの３人。トライアイドルはみゆちゃんがセンターだ。

「あと、こちらで用意する楽曲も使ってもらえるかな」

「それは聴きかせてもらってからでいいですか？」

「もちろん。イメージを壊こわす感じなら、断ってもらっても結構だ」

「了解しました」

　よし、ちゃんとプロダクションの了解をもらったし、楽曲も作るとするか。




☆　☆　☆




「えっ、すると、あの国民的アイドルの楽曲も作っているのか？」

「いやぁ、作っていると言っても。しょせん影かげですから」

　今、会っているのはゴースト・ソング・ライターの一いつ輝きさん。みゆちゃん達たちの衣装を作ったファッションデザイナーさんは芸能界にも詳くわしく、楽曲を作れる人を紹介してもらった。

　いろんな歌手の歌を作っている。ただし、ゴーストなので名前は一いつ切さいでない。大おお御ご所しよの名前で発表になる。

　時には、シンガーソングライターの名前で作る。

「私の仕事はとにかくたくさん作らないといけないんです。単価が安いですから」

　彼かれの作った歌がミリオンセラーになっても一切、彼には入ってこない。最初の製作代だけが唯ゆい一いつの収入だ。

「自分の名前で発表したくないのか？」

「私の名前では通用しないんです。芸能界はそんなものです」

「いや、通用するとかでなくて。自分の名前での発表はイヤなのか？」

「そりゃ、できれば、自分の名前で発表したいですよ」

「それを聞いて安心した。この件はそちらの名前での発表としよう」

「本当ですか？　でも、無名アイドルですよね」

「その通り」

　芸能界というのは、いろいろとややこしいルールがあるようだ。俺には関係ないがな。

「しかし、試食をさせる楽曲ですか。面おも白しろい依頼ですね」

「まぁな。試食販売アイドルだからな」

「これから作りましょう」

「どのくらいで完成する？」

「今日中に作りますよ」

「めちゃくちゃ早いな」

「こういうのは、ノリで作るに限るんです」

　芸能界の人たちは、意外と協力的だった。言いい換かえるとお金でなんとかなることが多いのだ。




☆　☆　☆




　その他にも、こまごまとしたやりとりがあった。たとえば、スーパー店主とは、試食販売するものを何にするか。その計画を立てて、試算もおこなった。

　２００万円の場所代はすごくよく効いて、なんでも協力的な店主だった。みゆちゃん達、トライアイドルの３人にも連れん絡らくが行って新曲の練習も行われた。

　そして、いよいよ、スーパーでトライアイドルの３人による試食販売のスタート当日を迎むかえたのだった。







第21話　俺はプロデューサー気分でステージを鑑賞した







「こんにちは。私達、トライアイドルです」

　新しいデザインのアイドル衣装を着た３人。赤・ピンクのみゆちゃん。オレンジ・黄のななちゃん。深緑・黄緑のめいちゃん。

　タータンチェックにエプロンを付加したコスチュームがなかなか可愛かわいいぞ。

　俺はちょっと離はなれたところに椅い子すを置いて、３人を眺ながめている。その俺に声を掛ける女がいる。

「プロデューサーさん」

　あれ？　ミキちゃんじゃないか。なんで、ここにいるんだ？

「みゆちゃんに教えてもらったのよ。今日が新生バージョンの初日だって」

「そうか」

「いろいろ、やってくれちゃったらしいわね。全部みゆちゃんが教えてくれたわ」

「そうか」

　丁度、もうひとつ椅子があるから、ミキちゃんに勧めた。まだ、観客は来ていないな。人は通りかかるが、横目で見て通り過ぎていく。

　まぁ、無名のアイドルだから、そんなものか。

「それでは私達の歌『恋こいの試食販売』を聞いてください」

　男４人がすでに最前列に陣じん取どっている。俺の唯一の昔からの友達、真ま言こととその仲間だ。すでにみゆちゃん達の私設ファンクラブを作ったらしい。

　だけど、彼かれ等ら以外だと誰もトライアイドルのことは知らない。通りがかりの人はどんな反応を示すのだろうか？

「初めて会ったのは～、スーパーでした♪」

　始まったな。この歌、歌詞はベタだけどメロディラインがなかなか良いんだ。

「ずいぶんと、今時じゃない歌詞ね」

「そう。わざと昭和アイドル風にした、と言っていた」

「だけど、なんかいいわね」

「そうだろう」

「耳に残るわ」

「秘密はメロディなんだ。ずっと同じ繰くり返かえしのメロディがあるだろ」
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「あ。確かに。歌詞が載のるメインのとは違う繰り返しのメロディ」

「これは相当、狙ねらっているって言ってたな」

「いいかもしれないわね。なんとなく聴いてしまうメロディだわ」

　このメロディが良いと感じるのは俺だけではないらしい。ミキちゃんも、気に入ったみたいだし、おや、足を止める観客も出てきたぞ。

「ステーキ弁当の試食、いかがですか？」

　試食タイム始まったな。歌の１パートが終わるとアイドルの２人は試食販売を始める。

　今日の試食販売はステーキ弁当。それに使われているステーキ肉とご飯を小さなお皿と小さなプラスプーンで試食してもらう。

　残った１人はマイクを持ったまま、コーラス部分だけ歌っている。

　アイドルステージでありながら、試食販売。なんか、面白い光景だ。

「どうですか？」

「おや、ゴーストソングライター君ではないか」

「今回はゴーストじゃありません。作詞作曲をしたソングライターの一いつ輝きです」

「おお、そうだったな」

　俺おれ達たちの会話を聞いてミキちゃんは割り込んでくる。

「あなたが作ったの？　私、この曲好き」

「初めて自分の名前で発表した曲なんですよ。思いっきりこだわりました」

「その割にすぐにできたな」

「時間じゃありませんよ。集中度です」

　いつの間にか、男子学生が集まってきたぞ。みゆちゃん達はかわいいからな。

「あなたの姿、探し求めて～♪」

　また、３人で歌うパートに戻ったな。試食タイムは終わったらしい。

　おっ、自然に手て拍びよう子しが起きてきたぞ。

「いいでしょう。ほら昭和っぽい歌だから、つい手拍子をしたくなるんですよ」

　一輝くん、ドヤ顔になっているな。

「私も応おう援えんしにいかなきゃ。一いつ緒しよにどう？」

「俺はここにいる。影の存在だから。そうだ、君は出て行ってみたらどうだ。作詞作曲した者ですって」

「それがいいわ。きっと、みゆちゃん達喜ぶわ」

　ミキちゃんに連れられた一輝君。スーパーの店頭ステージに入って行った。

　おっ、ちゃんとみゆちゃんがトークで紹しよう介かいしている。

　あ、拍はく手しゆされていて、照れている。面白いな、あいつ。

　このステージはランチタイムの１時間。用意したステーキ弁当は全部で50個。

　ちゃんと売り切ることができるか、それがトライアイドルの初めの目標だな。




☆　☆　☆




「おかげさまでステーキ弁当50個、完売しました」

「「「やったぁ～」」」

　最初のランチステージが終わった後。トライアイドル達３人と俺、スーパー店主が反省会をすることになった。

　俺も「勝手にプロデューサー」として参加だ。

　これから週５回。時間を変えて１時間ずつ、試食販売ステージをする予定になっている。

「男子学生のウケは思った通りよかったな」

「でも、おばさん達も聞いてくれたわ」

「うん。手拍子もしてくれたわ」

　初日としては、十分な手ごたえだ。みゆちゃん達トライアイドルの３人は高こう揚ようした顔をしている。

「だけど、売れたのはステーキ弁当とペットボトルのお茶くらいだな」

「しょうがないですよ。ランチタイムの学生だからね」

　スーパー店主はそういうけど、そういうものかな。

「何か、もっと売上があがる方法はないのか？」

「おまけはどうでしょう？」

　みゆちゃんが発言した。

「おまけ？」

「たとえば、ブロマイド、とか」

「何言ってんのよ。まだ、無名の私達のブロマイドなんてダメだって」

　ほう、それはどうかな。コストは大してかからないな。

　写真なら、ネットで５円でプリントできるし。本当の生写真ブロマイドだ。

　ダメ元でどうだろう。やってみる価値はあるかもしれないな。

「男子学生が買いそうなものに、アイドル写真付きってできるか？」

「いいですね。きっと人気になりますよ」

　このスーパー店主、えらく軽いな。そんなに簡単に売れたら苦労しないと思うがな。

「それじゃ、生写真と封ふう筒とう用意するわね」

「ずいぶんと乗り気じゃないか、みゆちゃん」

「だって。生写真付きなんて、アイドルみたい」

　アイドルだろう、すでに。と、突っ込みたかったが、いままでのアイドル活動はいかにアイドルらしくなかったか、分かってしまう発言だな。

「なんか、今日、初めてアイドルになった気がするの」

「「本当ね」」

　うーん、やっぱりそうか。本当に、今までがひどかったんだな。

「それにあの歌。すごく歌っていて気持ちいいの」

「うん、私も。この歌、ヒットしないかな」

「まだＣＤもないのにヒットもなにもないわ」

　みゆちゃん達、楽しそうにアイドルしているな。売れるかどうかは、俺じゃわからないけど、楽しそうにやれているなら、それでいいな。

「明日も頑がん張ばろう～」

「「頑張ろう～」」

　明るい雰ふん囲い気きのまま反省会はお開きになった。




☆　☆　☆




　この日は反省会が終わると、俺とみゆちゃんは石神井公園に来た。そう。白しろ蛇へびさんに奉ほう納のうをするためだ。

　一いつ升しよう瓶びんの酒、それも純米大だい吟ぎん醸じようのうまい奴を２本。スーパーの店主が薦すすめてくれたのを買ってきた。

「白蛇さんに奉納するなら、これでしょう」

　よくは知らないが、三諸杉の袋ふくろ搾しぼりの大吟醸、１本で１万円のものだから２万円だな。まぁ、チート財布にはお世話になっているから、そのくらいはケチらずにしないとな。

「穴弁天はね。厳島神社がある中島にあるのよ」

　太たい鼓こ橋ばしを渡わたって、厳島神社に行く。その中に穴弁天社がある。

「なんだ、入れないのか」

　洞どう窟くつがあり、その中に爺じいさん顔の蛇へびの像があるらしいのだが、閉まっていて見られはしない。

「１年に一回、４月の最初の日曜日しか開かないのよ」

「よく知ってるな」

「今年の公開日、ちゃんと参拝に来たもん」

　ここは龍りゆう神じんじゃないけどな。みゆちゃんに言わせると弁天さまは芸能の神様で蛇の神さま。龍神と親しん戚せきなんだそうだ。神様の関係など全然知らないので、そういうものかと思う。

「では、一升酒を２本、奉納するぞ。いつもありがとうな。白蛇さんよ」

「本当は舞まいも奉納したいわ」

「そんな舞、知っているのか？」

「ううん、知らない。次来るときまでに身に付けておこうかしら」

「では、公開日に奉納するんだな」

「無理っ。公開日はなんだかいろんな人がいて、そんなことしたら怒おこられそう」

「まぁ、人間は怒るかもしれないな。白蛇さんは喜びそうだけどな」

「うん。白蛇さんにみゆの舞を見て欲ほしいな」

「舞が舞まえるようになったら、また一緒に来ような」

「うん」

　さて、次は板橋だな。オープンまでにみゆちゃんと一緒にキャバクラに入らないとな。おっ、もしかして、これは。生まれて初めての同どう伴はん出勤になるのかもな。楽しみだ。







第22話　俺はキャバクラでお金の講座を受けた







「もしもし？」

「はい？」

　いつものように、みゆちゃんとミキちゃんと一緒にキャバクラで飲んでいるとスマホが鳴ったので出てみた。知らない電話番号だ。

「先日、うちに来てくれた方、ですよね」

　ん？　女の声だが誰だれだかよくわからないな。

「えっと、先日？　いつのことだろうか」

　なんの電話だろう。もしかして、知り合いに見せかけたセールスとかか？

「９千６百万円、置いていかれた」

「あ、なんだ。あの時の！」

「そうです。そうです。ちょっと会ってお話がしたいんです」

「今は板橋にいるんだが」

「あっ、今。会うことは可能でしょうか」

　時間を見ると、午後７時半。まだ当分、ここで飲んでいるな。

「今はキャバクラにいる。それでもいいか？」

「キャバクラですか。もちろん、私は、かまいません」

「では、埼さい京きよう線の板橋駅。改札はひとつなので、そこの前で待っている。何分後くらいになるかな？」

「30分で行きます」

　なんだろう、話って。それも早く話したそうだ。

「お仕事の電話？」

「いや。困りごとの人。うまく助けられなかったんだけどな」

　別に隠かくすつもりはないんだが、説明しづらいから適当に流した。

　なんとはなしに、ふたりと話していたら時間になったな。

「あ、そろそろ彼かの女じよ、駅に着くころだな。ちょっと迎えに行ってくるな」

「「はーい」」




☆　☆　☆




「それで話というのは、なんだ？」

　板橋駅で彼女と会えて、キャバクラに戻ってきた。

　ミキちゃんの代わりに俺の前に座すわらせた。ミキちゃんは別の席に行ったが、なぜかみゆちゃんは、俺の隣となりにいる。

　前に会ったときは、ボロボロな恰かつ好こうだったけど、今はしっかりとしたおしゃれな服装になっている。メイクもばっちりだ。

　こうやってみると、やっぱり綺き麗れいな人だな。あ、ただ、巨乳じゃないけどな。

「ええ。その前に自己紹介させてください」

「おう」

「私、沢さわ田だ安あん奈なっていいます」

「そうか、よろしくな」

「あの後、ずっと考えていました」

「おう」

「そして、とんでもなく失礼なことをしてしまったと気づいたんです」

　いきなり土下座しそうな勢いだな。失礼なことなど、していないのにな。

「いや。気にしないでいいぞ。単なる通りかかりの男なだけだしな」

「そうはいきません。信じられないような親切をしてくれた人に失礼な態度なんて」

　うーん。俺は気にしていないが、本人が気にしているのか。ここで、「気にするな」と言っても無理だな。

「分かった。謝罪を受け入れよう。失礼な態度を反省したということだな」

「はい」

「失礼な態度を謝罪した。俺は納なつ得とくした。これで終わりだな」

　これで話は終わりだな。ここは乾かん杯ぱいでいいか。

　ここは久しぶりにドンペリかな。

「あと考えたんです」

　まだ話の続きがあるのか。どうなるんだ？

「まず、お金はお返しします」

「そうなのか」

「はい。ただ、借金分だけお貸し願いたいと」

「もちろん、いいぞ」

「その分も必ずお返しします」

「そうか」

　返さなくていいと言うと、なんだか面めん倒どうなことを言いそうだ。すべてイエスで受けておこう。

「もうひとつ、お願いがあります」

「なんだ？」

「仕事を紹介して欲しいんです」

「仕事？」

「分かってしまったんです。私の問題が」

「どういうことだ？　聞かせてくれるかな」

「はい。要は簡単なことでした」

「どんな？」

「お金は使えばなくなるって」

「……」

　参った。これだけはイエスで返しづらいな。チート財ざい布ふのせいで。

「そして、無くなったうえでさらに使えば借金になるって」

「そんなの当たり前じゃないの」

　さすがに黙だまっていられなくなったようで、みゆちゃんが口をはさんできた。

　そうだよな、それが普ふ通つうの反応だよな。

「はい。私がバカでそんな簡単なことが分からなかったです」

「そうか」

「要は仕事をしてお金を稼かせいで、そのお金より少ない金額を使う。それだけで問題は解決するって」

「そうか」

「ただ、そのためには、出費を抑おさえなきゃいけない。まず、家賃。今のとこは払はらい続けられる家賃じゃない」

「そうか」

「食費だって通信費だって交遊費だって。抑えなければいけない」

「そうか」

「そうして、やっと生活が成立するんだって」

「そうか」

　なんだ、自分で答えを出してしまったのか。俺が助けるまでもなかったな。

「ただ、すでに作ってしまった闇やみ金きんの借金だけはなんとかしないと」

「闇金！」

　みゆちゃんが闇金に反応した。闇金は怖こわいって知っているみたいだ。

「そこだけは、お願いして助けてもらおうと」

「いいぞ。元々、人助けのつもりだったからな」

「ほかのお金はいりません。自分で稼いだ分で生活をします。さらに少しずつですが返済します」

「そうか」

「本当にありがとうございました」

「もしかして。俺はお前を助けることができたのか」

「もちろんです。命の恩人です。あのままだったら、自殺するしかなかったんです」

　あ、目に涙なみだがたまっている。本当に感謝してくれているようだな。

「泣いてもいいんだぞ」

「ごめんなさい。泣かないって決めてたのに」

「そんなことは決めなくていいぞ。泣きたいときは泣くのが自然なんだ」

「えーん」

　なんか、子供みたいな泣き方だな。あれ、なぜ、みゆちゃんも涙流しているんだ？

「分かる。お金ないのって苦しいの。がんばってもダメで」

「ありがとう。そう言ってくれて」

「私も同じ。この店で働くまではお金が足りないことが多くて」

「そうなのね」

「そしたら、この人がいて」

「あ、素す晴ばらしい人と出会ったのね」

「そう。今はこの仕事も楽しくて」

　なんと。みゆちゃんと仲良くなっているぞ。うん、仲良いのはいいことだ。

「いいわね、ここ。板橋ってとこも」

「うん。都会よね」

「え？　都会？」

　そこは一いつ致ちしないのか。埼さい玉たま在住と都心在住の違いだな。

「私もここで働こうかしら」

「安奈さん、それいい！」

「私にできるかな」

「私でも、できるんだから、絶対大だい丈じよう夫ぶ」

「でも、面接とかあるんでしょう？」

「ちょっと待って」

　みゆちゃんが黒服さんを呼んでいる。

「この人がうちで働きたいって」

「もちろん。歓かん迎げいです」

「紹しよう介かい者しやは、悠はる斗とさん」

　俺か。たしかにそうなるな。

「それでは決定です。うちは寮りようもあるけど、どうしますか？」

「寮！　入りたいです」

「では、詳しい話をしましょう」

　黒服さんは安奈さんを連れて行ってしまった。

「でも、大丈夫かな」

「何が？」

「黒服さん。勝手に決めたら怒られるんじゃない？」

「えっ、彼は店長よ」

　知らなかった。てっきり従業員だと思ってた。店長だったのか。

　道理でいい感じの対応をしてくれるはずだ。

　黒服さんは、俺の中で黒服店長に進化したな。

「決まりました」

「はやっ」

「新人の安奈さんです」

「よろしく、安奈です」

「そうか」

　黒服店長は元いた席に座らせた。

　座ったのはいいけど、何をしたらいいかわからない様子。

「ほら、お酒を作るのよ」

　みゆちゃん、楽しそうにキャバ嬢じようのお仕事を教え始めた。慣れないながらも、楽しそうだ。

「これで仕事も住むとこも決まったな」

「はい。おかげさまで」

「俺は君を助けることができたのか？」

「はい。新しい生き方を教えていただきました」

　あ、また涙なみ溜だためているな。

「泣いてもいいんだぞ」

「はい。なんか、嬉うれしくって」

　うむ。やっと彼女のことも人助けすることができたな。




☆　☆　☆




「俺も自分にできることをしないといけないな」

　次の日、俺は一人、タワーマンションの部屋で仕事をした。

　今、自分にできる仕事。そう、財布からお金を取り出す仕事だ。

「そういえば、ここを買ったとき以来、まともに金を取り出すことをしていなかったからな」

　今日は一日、財布から金を取り出す仕事をする。そう決めていた。朝９時から夕方６時まで。昼休み１時間を除いて、実働８時間。

　俺は財布から８時間、金を取り出し続けた。

「ふう、終わった」

　ウォークインクローゼットの奥おくのスペース。１千万円の束を横に６列、縦20列。一段で12億円。巾はばが１２０㎝、奥おく行ゆきが２００㎝。一段の高さが10㎝。

　これを８段積んだ。高さが１ｍ近くになった。

　96億円の現金の塊かたまりが出現していた。

「うーむ。今日はよく働いたな」

　労働はなかなか貴重なものだと、俺はつくづく思った…訳ないよな。

　本当は、この財布のとんでもない力にあきれていた。







第23話　俺はとうとう未知の扉を開いてしまった







「どうか私達も連れて行ってください」

「わかった」

　どうみても巨乳だな。うん、間ま違ちがいなく巨乳属性の女。きっと、新ヒロイン登場だろう。

　俺はタワマンの最上階の部屋の巨きよ大だいディスプレイの前で、ひとりでアニメ鑑賞をしていた。

　しかしまぁ。いつ見ても『なろうアニメ』はいいな。

　本当にストレスなくストーリーがサクサク進む。

　危機に陥おちいっても３分で解決。光の超ちよう人じんもびっくりな快適テンポだ。

　俺が座っているのは、美み咲さきさんチョイスの一人用ソファー。これがまた心ここ地ちよい感じなのだ。

『なろうアニメ』の世界にどっぷりと浸ひたれるな。そんなことを思っていると、スマホが鳴った。

「ん。誰だ？」

　電話番号登録をしていない人だな。誰だろう。

「もしもし」

「もしもし。私、少し前、借金を肩かた代がわりしてもらった者なんですが」

「あ、…すき焼きの」

　一いつ瞬しゆん、間があったのは、巨乳のって言いそうになったから。さすがにそれはまずいと、別の言葉に変えてみたのだ。

「久く美み子こと申します。実は折り入って相談がありまして」

「なんだ？」

「できればお会いしてお話できたらと」

「今か？　今ならちょうどいいぞ」

「本当ですか。どこにいるのですか？」

「麻あざ布ぶの自宅だ」

「お邪じや魔ましてもいいですか？」

「ここにか？」

「まずいですか？」

「別にいいぞ」

　仕事やパーティ以外で初めて訪ねてくるのが、あの巨乳（確定）の久美子か。なんだか、なろうアニメ以上にご都合主義な気がするぞ。

　もしかして、「私の純潔、捧ささげます」なんて展開になるのか？　まぁ、子供３人いるから純潔はないか。

　でも、相談とはなんだろう。もしかして金の問題なのか。

　それならいいのだが。簡単に人助けできるからな。

　あと30分くらいで来るって言ってたから、なろうアニメプレミアムＢＯＸのもう１話でも見ていようか。




☆　☆　☆




　ピンポーン♪　オッ来たな。

「おう。今、開けるぞ」

　玄げん関かんの自動ドアを開けて、まっすぐ進んでエレベータに乗ってもらう。

　47階まで来るのにちょっとかかる。高速エレベータだけど、さすがに高いからね。

　なんか、ドキドキするな。巨乳の久美子さんが俺を訪ねてくる。

　どうしても、期待してしまうなー。

　ピンポーン♪

　来た来た。

「いらっしゃい」

　ドアを開けて本当にびっくりしたぞ。なんかグラビアアイドルみたいな女性がいた。

　前に会ったときは身体からだの線がでない、部屋着だったからなぁ。今日はちゃんとお出かけ着だ。それも胸の谷間を強調する感じの。

「私の純潔…」

　なんて本当に言いそうだな。まさかね。

「入ってくれ」

「す、すごいところですね」

「そうだろ？　見晴らしもいいんだぞ」

「素す敵てき」

　だいたい女性はパノラマ窓から見るとこの一言を言うな。

「いいだろ。夜景もいいぞ」

「きっと素敵でしょうね」

　しばらく窓の外を見てから、俺の方に向き合う形になる。うっ、やっぱりバストが気になるな。これも、すごくいい眺ながめだ。

「実は今日は相談があってきました」

「なんだ？」

「先日のことなんですが」

「すき焼きの日、だな」

「はい」

　お金が足りなくなったのか、と思ったが違ちがうみたいだ。

「あの日。借金から助けてくださいまして、ありがとうございました」

「おう」

「そのうえ、百万円まで。おかげ様で一息つけました」

「それは良かった」

「３カ月ぶりに美容室にもいけました」

「おう。前に会ったときとは全然違うな」

「本当ですか!?」

　あれ、喰くいついたぞ。それは違うだろう、あの時と今では。

「あの日の夜。いろいろと考えたんですよ」

「ん？　何をだ」

「何のために、お金を用意してくれたのかって」

「人助けのためだ。そう言ったはずだ」

「ええ。聞いています。だけど」

「だけど？」

「それだけってはずないじゃないですか」

「そうなのか？」

　人助けをしようと思って闇金に行った。闇金の人なら困っている人を知っているだろうと。

　で、久美子さんに会った。困っていたから助けた。単に人助けなだけだけどな。

「普通、なんかメリットがなければ人助けなんてしないじゃないですか」

「まぁ、そうだな」

　普通の人は使っても無くならない財布を持っていないしな。

「もしかして、何か求めているのかってずいぶん考えました」

「それはないけどな」

「はい。どう考えてもないんです」

「そうだろう」

「そこから悩なやみました」

「え？　なんで悩むんだ？」

「女の魅み力りよくがなかったから、何も求めてこなかったのかなって」

「なんで、そうなる？」

「だって、何も求めないって変じゃないですか」

　また、そこに戻もどるのか。チート財布がなかったら、そうなのだろう。

「それで悩みってなんだ？」

「私って女の魅力がないのか、って悩みです」

「えっと。そんなことないぞ。巨乳は男の夢だ」

「そうなんですか。うれしいです。私、胸は自信あるんです」

「そうだろ」

　まじまじとみてしまった。完かん璧ぺきに巨乳だな。それもきっとすごく形もいい。

　３人も子供がいるとは思えないな。

「今日は抱だいてもらおうと思って気合を入れてきました」

「えっ」

「だって、女の魅力がないと思いたくないじゃないですか」

「無理だ」

「どうして？　さっき、巨乳は男の夢だって言ってくれたじゃないですか」

「えっと、それは一いつ般ぱん論ろんであって」

「巨乳は嫌きらいですか」

「好きだ。大好きだ」

　いかん。どうも、巨乳には即そく反応してしまうな。

「だったら、いいじゃないですか」

「だが、俺は結けつ婚こんする気がない男だぞ」

「えっ。それ、どういう意味ですか？」

「俺は独身主義者だってことだ」

「ちょっと待ってください。もしかして、抱いたら結婚させられるとか思っていません？」

「あー。どうなんだろう」

　しばらく見つめあいが起きた。

　で。いきなり、彼女が笑い出した。

「まさか。そんなことを考えていたとは、驚おどろきです」

「なんでだ？」

「だって、私、結婚しているんです。夫は失しつ踪そうしてしまっていますが」

「あー、確かにな」

「結婚を求めることができるはずないじゃないですか」

「それはそうだな」

　そういう話ではないんだが。結婚する気もないのに、女を抱くなんて。風ふう俗ぞくなら別だろうが、一いつ般ぱんの女性をだな。

「女性は好きなんですよね」

「ああ」

「巨乳の女性は好きなんですよね」

「ああ、もちろんだ」

「なら、抱いてください」

　どうも話が合わない。なんで、そんなに抱いて欲しいってなるのだ？

「だから、俺は独身主義で結婚する気もないから女は抱かないのだ」

「じゃあ、風俗だけで満足なんですか？」

　それは……。風俗はダメだ。

　妙みように潔けつ癖ぺき症しようなとこがあって。他の男といっぱいしている女。抱きたいと思えない。

「風俗は嫌いだ」

「えっ。それじゃ、昔、ひどい失しつ恋れんをして…とかのパターンでしょう？」

「そんな経験ないな」

「ちょっと、待ってください。もしかして、未経験とか？」

「……」

　ううっ、バレたか。そう、俺は未経験だ、専門用語で、童どう貞ていというやつだな。

「あ、ごめんさない。まさか。そんな」

「いいんだ。とにかく、結婚とか恋こい人びととか。俺には無理なんだ」

　何が、いいんだ、なのか。わけわからないな。

　そう、俺はずっと、逃にげてきた。人間関係から。

　友達もひとりしかいないし、恋人なんていない。

　仕事も最低限のお金が稼げればいい。

　父親は元々いなくて、シングルマザーの母親に育てられた。その母親も小５の時に過労で突とつ然ぜん死し。

　天てん涯がい孤こ独どく。どこで野垂れ死んでも誰も悲しまない。

　そんな生き方をしてきた。それが、俺の人生。そう自分に言い聞かせてきた。

　最低水準の生活をして、それを維い持じするためだけに働く。

　夢なんてもたない。人に期待はしない。そういうものは身を亡ほろぼすだけだから、最初から持ってはいけない。

　それが今まで俺が決めてきた指針だった。

　一番初めにあきらめたのは、結婚そして恋人。それをキープできる仕事ができると思えない。

　性欲は人並みにある。いや、もしかしたら人並み以上かもしれない。

　巨乳を見たら、触さわりたいと思う。だけど、触るということは、俺の人生にリスクが生じる。

　他の人の人生に影えい響きようを与あたえる。その影響は自分に戻ってくる。

　だから、極力そういうことはしないように生きてきた。

「それでわかったわ。初めての女性ってことなのね。それじゃ、私では無理ってことね」

「ん？」

「私に魅力がなかった訳じゃなくて、求めている女性が違うってことなら仕方ないわね」

「え？」

「残念だったわ。抱かれたいなんて思ったのは無む謀ぼうなことだったのね」

「あの～」

「なにかしら？」

　混乱してきたぞ。どういうことだ？

　俺に抱かれたいって言っているのか。

　それも、結婚とか恋人とか、そういうややこしいことは無理だって言っているのに。

「もしかして。俺に抱かれてもいいと思っているのか？」

「すいません。それは無謀なことでした。忘れてください」

「あー、そうではなくて。単にどういう気持ちなのかを聞いている」

「えっと。本当はすごく抱かれたいって思っていて」

「なぜだ？」

　意味が分からないぞ。結婚できずに恋人にもなれない。

　それなのになぜ抱かれたいって思う？

「初めて会ったあの日ね。私は絶望していたの。旦だん那なが借金残して失踪して闇金に追おい詰つめられて」

「そうか」

「子供達だけは守らなきゃいけない。でも、それをする方法がみつからない。どうしようもない」

「そうか」

「そんなときに、助けてくれる人が現れたのよ。最初はグルだと思ったわよ。あいつらのね」

「そうか」

　あー、本当はグルともいえるし、そうでないともいえるな。

「きっと後から風俗にでも連れていかれるんだ。そう思ったわ」

「そうか」

「でも違った。その上、当座のお金までおいていってくれた」

「そうだな」

「守ってもらったと思ったの。私は守ってもらいたかったんだって、やっとわかったの」

「そうか」

「子供達は笑え顔がおで寝ねているし。私は守られたんだって感じたの」

「そうか」

「だけど、同時に女としては見てもらえなかった。だけど、あの恰好だったから。きっとそうだ。そう自分に言い聞かせたの」

「そうか」

「だから、男性が喜ぶ恰好をしたら抱いてくれると思ったの。そのくらいの魅力はまだあると思いたかったの」

「そうか」

「初めての女性だなんて。思ってもみてなくて、ごめんなさい」

「そうだな」

「だから、抱かれるのはあきらめたの」

「なぜだ？」

「えっ」

「なぜ、あきらめてしまうのか？」

「だって。初めての女性なんでしょう？」

「そうだ」

「だから、別の女性が」
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「いいぞ」

「えっ」

「俺おれは巨乳が好きだ」

「えっ」

「おまえこそ、いいのか？」

「何が？」

「結婚も恋人になることも考えていない男だぞ」

「そんなの当たり前よ」

「それでも、いいなら」

「えっ、いいの？」

「いいぞ」

　なんだか、ずいぶんと長く話をしていた気がする。こんなことになったのも縁えんだろう。

　俺は巨乳の久美子さんの手を引いてベッドルームに向かった。




☆　☆　☆




　感想を言うぞ。巨乳は正義だ！　巨乳は夢だ！　巨乳は愛だ！

　俺は、なぜ、今までこんな素晴らしい世界から目を背そむけていたんだ。俺はいままでの人生をなんて無む駄だにしていたのだろう。

「えっ、まだするの？」

　まだまだ。何度でもしていたい。

　確かに早いというのはあるけど、たまりきったものを吐はき出だしたのかも。

「えっ、もう一回するの？」

「一回かどうかは分からないがな」

　何度も、何度も。精を吐き出して。とうとう、出すものがなくなった。

　そして、俺は巨乳に顔をうずめて、安心感に包まれる。

　そして、感じていた。守られているって。

　そうか、俺も守って欲ほしかったんだ。

　俺が10歳さいのとき母親が亡なくなって、天涯孤独になった。頼たよれる人がいなくなって、親しん戚せきのお情けにすがって成長した。

「なんであんな子引き取らなきゃいけないのよ」

　俺に聞こえるように旦那にいう文句。耳をふさいで聞かないようにしていた。

　そして、少しでも嫌われないように、気を張って生きてきた。

　中学を卒業した時、俺は自立宣言をした。

　あのときのおばさんのほっとした顔を忘れることはできない。

　俺は、誰だれにも守ってもらえない。守ってもらう価値などない。

　だから、自分で厳しいルールを決めて、そのルールを守ることで生きてきた。

　他の人の好意を期待しないで生きる。同時に好意を寄せることもしない。

　それが間違っていたとは思わない。だけど、守ることも、守られることも放ほう棄きした人生。

「本当はどれだけ寂さびしかったのか」

　俺はそれに気づいてしまった。このＧカップの巨乳のおかげで。巨乳は正義だ！　巨乳は夢だ！　巨乳は愛だ！　初めての経験の感想はそんな感じだった。

　俺は新しい人生の扉を開いた気がした。







第24話　俺はＤＩＹ女子に物件を見せることにした







　みゆちゃんのアイドル活動がある程度落ち着いたから、今度はもうひとりの困りごとを解決することにした。みゆちゃんのルームメイト、ＤＩＹ女子のハナちゃんだ。

「悠はる斗とさん。お話というのはどんな話でしょうか？」

「それはだな、ハナちゃん。ＤＩＹをする家の話をしていたろう。その件だ」

「あ、ＤＩＹ！　そっちですね。ふう～」

　あれ？　なんかすごく緊きん張ちようしていたようだぞ。どういうことだ？

　もしかして、あれか。モデルみたいに綺き麗れいな女性だからなハナちゃんは。

「俺の愛人になれ。金には不自由させないぞ」

　札束で頬ほおをひっぱたいて、愛人にする。そんなスケベ親おや父じだと思われたのか？　まぁ、出会ったのがタワーマンションの最上階だからな。そう思われても仕方ないか。

「そう、ＤＩＹの話だ。実は家を一軒けん買おうかと思っているのだ」

「えっ、どんな家なんでしょうか」

「鎌かま倉くら山やまにあるお屋や敷しきだ。築90年になる日本家屋だ」

「築90年！　日本家屋!!　鎌倉!!!」

「どうだ？　興味あるか」

「あります。あります！　鎌倉はＤＩＹ女子にとって聖地なんです」

　そ、そうなのか？

「鎌倉はかわいい古民家カフェが一いつ杯ぱいあるんです。いつかはこんな古民家カフェを作りたいねってＤＩＹ女子仲間でカフェ巡めぐりしているんです」

「それはいいな。どうだ？　これから一いつ緒しよに物件を見に行かないか？」

「行きます！　どんなとこか見てみたいです」

　よし。ハナちゃんが乗ってきたな。ちょっと手配してみた甲斐かいがあるというもんだ。

　最初、この物件の話を聞いたとき、どうなんだろうかと思った。鎌倉山だし、とんでもなく古い物件だし。

　だいたい相談したところが悪かったのかもしれないな。このタワーマンションの部屋を手配したところだ。高級物件専門なのだろう。

　その屋敷は、敷しき地ち面積２００坪つぼ。建物面積は２階建てで、１５０坪というとんでもないサイズの物件だ。値段は敷地分だけで坪75万円で１億５千万円だと言う。

「とってもお買い得な物件ですよ」

「そうなのか？」

「ただ、いくつか条件がありまして。その条件があるから売れ残っています。最初は坪１００万円で出したんですが」

　条件というのが、屋敷を取とり壊こわさないこと。更さら地ちにしたら、すぐに坪１００万円でも、売れるはずだと言う。更地にして、30坪の６区画にしたら…なんて話をやたらとしていたな。

「でも駄だ目めでして。今の持ち主の希望で屋敷を残すことを条件に売りに出しています」

「リフォームはしてもいいのか？」

「もちろんです。ただ、全体の屋敷の形は残して欲しいと。中は今時のものにしても良いと言っています」

「そもそも、その売り主ってなぜ、そんな屋敷にこだわるんだ？」

　話を聞いて驚いた。すごい家いえ柄がらの女性らしい。

　元々は江え戸ど時代から続く武士の家系で、明治維い新しんのときにも活かつ躍やくして日本の貴族である華か族ぞくにもなっている。戦前なら普ふ通つうの人では話すらできない家柄の人らしい。

「なぜ、そんなすごい家柄の女性が屋敷を手放すのか？」

「それが……貧びん乏ぼうらしいんです。すごい屋敷があるんですが、今はただのＯＬらしくて」

　30歳になるその女性は、独身で普通の会社のＯＬをしている。元々は、父親と一緒に屋敷に住んでいたがその父親が亡くなり、自分だけで家の維持管理ができないのだという。

「固定資産税だけですごい金額らしいんです。まぁ、悠斗さんなら余よ裕ゆうだと思いますが」

「ああ。高いと言っても億単位ということはあるまい」

「まさか。百万単位ではありますが」

　とても家柄が良いＯＬさんか。たしかにそれでは家を相続しても、維持していけないか。

「ただ。おじいさんに言われていたみたいで。この屋敷だけは守り続けろと」

　元華族と言っても、今じゃそんなの関係ないしな。それだけで屋敷を守り続けるのは大変なことだろう。

「それで売り出したんですが、そんなに大きい屋敷を買えるお金持ちは限られまして」

　だから、古い家を探して欲しいと言う俺に薦すすめてきたらしいのだが。

　まぁ、そんな訳で、まずは古い屋敷を買おうと思った原因のＤＩＹ女子のハナちゃんと会って話している。

「リフォームは屋敷の形を変えないレベルなら自由にできるらしい。ハナちゃんがＤＩＹする気があるなら買おうかと思っているんだが」

「えっと。そのお屋敷は悠斗さんの別べつ荘そうになるんですか？」

「ん？　どういうことだ？」

「えっと。屋敷を買って、どう使うつもりなのか、良く分からないんです」

　そうか。普通、家は、どう使うのか、最初から決まっているのが普通だろうな。しかし、俺の場合はどうだろう。

「いや。別にまだ決めてないが」

「どういうことでしょう？　それではなぜ、その屋敷を買おうと思ったのですか？」

「いやぁ、本当のことを言うともっと普通の古い家を買おうと思ったのだ。それがなぜか、でかい屋敷を薦められてな」

「すいません。やっぱり分からないんですが。なぜ、古い家を買おうと思ったんですか？」

「えっと。そもそもは、ハナちゃんが思いっきりＤＩＹしたいと言っていたからだ」

「ええっ。私のため？　それでそんなすごい屋敷を買うんですか？」

「もしかして、迷めい惑わくだったか？」

「まさか！　迷惑なんて!!　絶対ありません!!!」

　鎌倉山に向かうタクシーの中で、ハナちゃんは屋敷の未来の話をいろいろとしてくれた。

　それだけ広いならシェアハウスをしたらどうか、とか。古民家カフェをやりたいとか。今は日本古来のお屋敷なら、欧おう米べい人じんに民みん泊ぱくで人気になるとか。コスプレやＰＶの撮さつ影えい用のスタジオとしてレンタルするとか。

　華族の日本家屋という話から、いろんなアイデアが広がって話してくれる。

「着いたな」

「ええ。着きましたね」

　目の前には、まるで大名屋敷と言いたくなるような日本家屋と庭が広がっていた。

「ようこそ。悠斗さんですね」

　そこには、上品な若わか奥おく様さまって感じの女性が立っていた。売り主の鈴すず音ねさんだろう。ただ、その横に爺じいさんがひとり立っている。誰だ？

「こちらは、宮みや田たさん。長年、うちの補修をしてくれていますの」

「あ、そういうことですね。こちらの方は、ハナちゃん。この屋敷を買い取った場合、ＤＩＹする予定の女性です」

「なんと！　こんな女がこの屋敷を直すというのか。無理だぜ」

「宮じい、やめなさい。この屋敷を手放したら、買った方が自由に直すのよ」

「でも、お嬢じよう様さま。こんな女おな子ごで直せるとは……」

「どうかな。ハナちゃん、直せるものなのか？」

「無理です！　私だけでこんな大きな屋敷をＤＩＹするなんて」

「そうだろう。無理だ。この話は無しだな」

　どうも、この宮じいは屋敷を売るのに反対らしい。

「それでは宮じいも協力してくれないか。もちろん、今の屋敷の形のままじゃなくなるかもしれんがな。ただ、日本屋や敷しきの良さは残す形でＤＩＹする予定だ、な、ハナちゃん」

「もちろんです。こんな素す晴ばらしいお屋敷。絶対、雰ふん囲い気きは残さなきゃもったいない！」

「なんだ、お前達。分かっているじゃないか」

　話を聞くと、宮じいは鈴音さんのお爺さんの時代から屋敷の補修を担当しているらしい。

　まだ、見習いの頃ころからお屋敷を維持してきた。お屋敷のことなら、なんでも知っている生き字引のような存在だ。

「最近の大工はな、ありゃ大工なんかじゃない。特に新築の大工はな。あいつらのやっていることと言えば、プラモデルを組み立てているようなものだ」

　頑がん固こな親方みたいな男かと思ったら、話し出すとすごくしゃべる。職人っぽくない人だな。

「あの柱、すごいですね。大黒柱っていうのかしら」

「大黒柱は別だ。もっと太いのが他にあるぞ」

「ええっ、もっと太いんですか。すごいわ」

　なんか、ハナちゃんが宮じいと仲良くなっているようだ。補修するなら、ふたりが協力してやるのが良いだろう。

「だけど、ワシとお主だけでは、手が足りないな」

「それなんですよね。どうしたらいいんでしょうか」

　おっ、やっと俺の発言の番になったようだな。

「よし、ＤＩＹ女子をもっと集めることにしよう」

「えっ、悠斗さん。どういうことですか？」

　宮じいとハナちゃんを見ていて、イメージが湧わいてきた。

　ＤＩＹが大好きなハナちゃんみたいな女子に囲まれて、宮じいが棟とう梁りようとして指示を出す。

　もっとも、デザイン的なものはＤＩＹ女子が中心にやることになるだろう。

「うん。鈴音さん。動画に出てくれませんか？　全国のＤＩＹ女子にこの屋敷の良さを訴うつたえて欲しいんですよ」

　ＤＩＹをやりたい人がいる。ＤＩＹを必要としている屋敷がある。面おも白しろい。

　やりたいことを楽しくやる。

　宮じいもこの屋敷と関かかわり続けることができて、ＤＩＹ女子に囲まれて自分の知識と経験が活いきる。いいかも、知れないな。

「よし、ＤＩＹプロジェクトをスタートするぞ」

「すると、この屋敷、お買い上げいただけるんですか？」

「細かい話は、あの不動産店と話すことになるが、基本的に買い取る方針で話をすすめよう」

「わぁ、よかったです」

「鈴音さんも、プロジェクトで作るこのお屋敷の部屋に住みたくないですか？」

「いえ。遠えん慮りよします。売れたお金で、おしゃれなマンションに住みたいんです。最新の」

「そういうものなのか」

　ハナちゃんとみゆちゃんが住んでいるのは、セキュリティーがしっかりした新しいマンションの一室。そんな女子は、日本家屋にあこがれる。

　だからこそ、この屋敷は面白いかもしれない。都会の女子があつまるパワーを持っている。

　どう使うかはこれから決めるけど、面白いことが起きるのは確かだろう。







第25話　俺は夏海のわがままを聞いてみた







「ね。悠はる斗とさん」

「なんだ？　夏なつ海みさん」

「あのね。どうして、悠斗さんは車を買わないの？」

「ああ、車か。免めん許きよがないしな」

「免許、取ればいいのに。お金持ちなんだから、カッコいい車買えるわよね」

「あまり興味ないな。タクシーで十分だ」

「私にお金あったら、すぐに買ってしまうけどなぁ～」

「どんな車が欲しいんだい？」

「そうね。やっぱりランボルギーニかしら。ランボルギーニ・アヴェンタドールＳＶＪロードスターがいいわ。真っ赤なの」

「なんか、すごそうな車だな」

「そうだ。悠斗さんがランボルギーニ買ってくれたら、私、専属運転手するわ」

「それは、贅ぜい沢たくだな」

「でしょ」

「車もそうだが、運転主が夏海さんってとこが贅沢だぞ」

「ふふ。カッコいい車と美女のセットは成功者のシンボルだわ」

「考えておくよ」

　そんなことをちょっと前に話した。

　今、麻あざ布ぶの街を歩いていたら、高級外車の店があり、そんな話を思い出した。

　ちょっと見てみようじゃないか。

「いらっしゃいませ」

　ピシッとしたスーツを着た若い店員がいる。

　ショップの中にはフェラーリを始め高級車がずらりと並ぶ。

　店員はいるのに、お客はゼロだ。

　おっと俺は客だから１人いたな。

「見学ですか？」

「そうとも限らないな」

　あいまいに答えておこう。

　しかし、残念ながらランボルギーニはここにはないな。

「今ある車はこれしかないのか」

「はい」

　そういえば、高級車なんて縁がないと思っていたから、真ま面じ目めに見たことがなかったな。

　展示されている車を順番に見てみる。

　フェラーリ、ＢＭＷ、ベンツ。

　ポルシェはないのか。

「あー。ここはな。スーパーカーの展示場じゃないんだぞ」

　完全に客じゃない認にん定ていをされてしまったらしいな。

　俺は今、大した金を持っていない。

　１００万円くらいだ。さすがにそのくらいで買える車ではないな。

　さらに、今日は人に会う予定がない日だったから、お気楽コーディネートだ。

　美み咲さきさんにお願いして、高そうに見えない服をコーディネートしてもらった。

　最近、着ている服はほとんどが有名テーラーのオーダーで、一ひと揃そろい20万円くらいする。

　もっと気楽に着られて、目立つこともない。それでいて着き心ごこ地ちがいい服をコーディネートしてもらった。それだから、一いつ般ぱん庶しよ民みんに見えてしまったらしい。

「あんまりいい車がないんだな」

　正直言って、夏海さんリクエストの車は５千万円ほどするみたいだからな。

　展示されている車は１千万円台で買える。

「ふざけるな。お前が買えるような車なんて、ここにはないんだよ」

「そうなのか。残念だな」

「貧びん乏ぼう人にんはとっとと帰れ」

　うーん、そこまで言うのか。礼れい儀ぎがなっていないな。

　着ている服だって、お前が着ているものより何倍かはするんだがな。

　見る目がないのか、分からないらしい。

「そうか。それでは帰るとするか。また来るよ」

「何を言っている。もう来るな」




☆　☆　☆




　一度、タワマンに帰り、金持ちコーディネートに着き替がえる。

　１億円入りデイバッグを背負い、夏海さんに電話する。

「ちょっと、来てほしいんだが……なに、予定があるのか、それは残念だ。高級外車店に行くんだが」

　すぐに来てくれることになった。よし、これで準備オーケーだ。




☆　☆　☆




「いらっしゃいませ。なんだ、また、お前か」

「車を買おうと思ってな」

「いくら、金持ちっぽい恰かつ好こうをしてもダメだぞ。そんなフェイクな服はすぐ分かるぞ」

　いかにもブランドと分かる服なんだが、こいつ分からないのか。

「ところで、お前はここの店長なのか？」

「店長ではなく支配人は、あの方だ」

　奥おくで何やら資料を見ているロマンスグレーの男。

　うん、あっちの男なら、話が分かるかもしれないな。

「人を見なりで判断すると痛い目を見ると聞いたことはないか？」

「大だい丈じよう夫ぶだ。こういうところで働いていると金があるかどうか見み抜ぬけるんだよ」

「そうなのか。では俺は金を持っているように見えないか？」

「はははは。冗じよう談だんだろ。お前みたいな男が来るようなところじゃないんだよ。とっとと帰れ」

　そろそろ来るな。ちょうど10分経過したとこだ。

　おっ、来たな。彼かの女じよは相変わらず時間には正確だな。

「あ、いらっしゃいませ」

「こんにちは」

　夏海さんが店に登場したな。どうなるのか、少し見ていよう。

「何かお探しでしょうか」

「ええ。車が欲しくてね」

「どんな車がいいでしょうか」

「ランボルギーニとポルシェ。このお店では扱あつかっているかしら」

「もちろんですとも。支配人～」

　おっ、支配人が登場した。やっぱり夏海は金持ちに見えるんだな。

　ふたりで夏海の対応をしているな。お、コーヒーも出てきた。

　やっぱり扱いが俺と全く違ちがうな。そろそろいいか。

　夏海さんの所に歩いていく。まず、気づいたのは若い店員の方だ。

　俺が夏海に後ろから近づこうとすると、怒いかりの顔で睨にらんでくる。もちろん、無視だ。

　ぽんと夏海の肩かたを叩たたく。夏海さんが振ふり返かえって言う。

「あ、ダーリン。もう来ていたのね」

「ああ。俺の方が先に着いたんだ」

　面白いな。若い店員、がくがく震ふるえているぞ。想定外のことが起きるとパニクる性格だな。

「このお店、いい感じね。ここで買いましょう」

「いや、ダメだ。この店にはな。俺が買える車はないそうだ」

「そんなぁ。どうして？」

「こちらが支配人さんだな」

　ロマンスグレーの男に声をかける。

「はい。この店の支配人をしている藤とう堂どうと申します」

　名めい刺しを差し出してくるが、俺は受け取らない。

「いや、名刺はいらない。この男によると俺はこの店に来る資格がないらしいからな」

「ばっ。な、な、な」
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「とっとと帰れと言われたけど、待ち合わせだから、夏海が来てから帰ろうと思っていてな」

「ええー。せっかくランボルギーニのカタログみせてもらって、その気になったのに」

「ああ。この金も無駄になったな」

　背中に背負ったデイバッグをポンと叩いた。

「重そうね。だいたい５千万円くらい入っているの？」

「いや１億円だ。これだけあれば足りるかと思ったけど、足りないらしい」

「足りない訳ないわ。ランボルギーニだって五千万円って書いてあるわ」

「１億円しかない貧乏人には用がないって言われたからな、そうだろ、お前」

　失礼な店員は目を白黒させている。こいつ、反応は面白いな。

「お前、そんな失礼なこと言ったのか」

「あ、あ」

「とにかく謝あやまれ」

「す、すいません」

　失礼な店員は謝り方も下手だな。最低90度くらいは頭を下げないと。キャバクラの黒服さんだって、そのくらいはしてくれたぞ。

「別に謝らなくていいよ。帰るから」

「えー」

「そうですよ。まずはコーヒーでもどうですか？」

「あー、この男の顔を見ているとコーヒーまずくなりそうだな」

「分かりました。おい、あっちへ行っておれ」

　さて。それじゃ真面目にお買い物しましょうか。

「まずは予算が１億円」

　リュックサックから無造作に１千万円の束を10個取り出してみた。

「おおっ。これだけあれば、うちが取り扱っている車はどれでも買えます」

「ランボルギーニ・アヴェンタドールＳＶＪロードスターとポルシェ９１１ターボカレラの２台でも買えるかな」

「あ、アヴェンタドールＳＶＪですか。金額的にはオッケーなんですが」

　あ。支配人、言いづらそうにしている。問題があるんだな、きっと。

「なんか問題があるのか？」

「あの車は特別バージョンでして。新車を買うにはすでにランボルギーニのユーザーである必要がありまして」

「困ったな。別の店で聞いてみようか」

「あ、ちょっと待ってください」

「なんだ？」

「電話を一本だけ入れさせてください」

　そういうと支配人はどこかに電話した。なんか交こう渉しようしているな。

「あ、大丈夫そうです」

　何がどうなっているのかは分からないが、こういう世界だから裏ルートはあるんだろう。

　まぁ、お金持ちの世界にはお金持ちの世界のルールがあるってことだな。

「では、買わせてもらおう」

「はい、分かりました」

　支配人は見積もりを作ると言ってパソコンの方に移動した。

　すみっこでいじけている失礼な店員。見積りを作ってもらう間は暇ひまだから、からかおう。

　指でこっちへ来いとアクションした。えっ？　私ですか、ってアクションをする。大きくうなずく。

「身なりで判断してはいけないって言ったよな」

「はい。すみませんでした」

「謝るときは、最低90度は頭を下げる」

「あ、はい」

　なかなか素す直なおじゃないか。

「気にするな」

「は、はい。ありがとうございます」

　うん、いいお辞じ儀ぎだ。１０５度は頭が下がっているな。

「これからは、夏海が車のことをいろいろと聞きに来るからよろしく頼たのむ」

「もちろんですとも」

　見積結果は２台で８５００万円ジャストになった。

　現金を数えて渡わたして予約はオッケーだ。

「でも、残念。どっちの車も在庫はないのね」

「それなら、このあたりの車を代車にしてもらえないか」

「もちろんです。どれでもいいですよ」

「あら、じゃ、この赤いフェラーリがいいわ」

　それじゃ、それに乗って帰りましょうか。店を出たら、３人の店員が揃そろって１０５度のお辞儀をしてくれた。なんか、気持ちがいいな。

「それじゃ、スピードを出しますわ」

「おい。あんまり無む茶ちやするんじゃない。うわっ～」

　夏海さんはスピード狂きようの気があるらしいと、このときはじめて知った。







第26話　俺はアイドルの進化に手を貸した







「それでですね。ドローンを使うとこんな感じになります」

「面白いなー。それ。ガンガン使ってみよう」

「撮影方法はふたりで決めてくれていい」

　トライアイドルの試食販はん売ばい３日目。ユーチューバーが参加することになった。ドローン操縦のプロも来た。

　みゆちゃん達たちトライアイドルを立体的に撮影しようというのだ。

　今日の試食はやみつきカレーだ。なんと作るのに３日もかかるというこの逸いつ品ぴん。

　知る人ぞ知るカレー店のマスターを口説いて商品化したものだ。

「とにかく一度食べたらやみつきになります」

　そんなマスターの一言を信じての商品化、そして試食実演だ。

「試食はこれでいいですか？」

　ななちゃんが小皿にちょっとご飯を載のせてカレーをかけている。スプーンをつけて試食セットが完成だ。

　早さつ速そく、俺がそれを試食してみる。

　おっ、うまいじゃないか。そこそこ辛からいけど、ただ辛いだけじゃないから辛いのが苦手でも食べられてしまうだろう。

「はい、インタビュー入ります」

　そう言って試食カレーを作っているななちゃんにマイクを向けているのは、チャラい兄ちゃん。有名なユーチューバーだ。

　シバって名前で活動している。

　元々は、ペットの柴しば犬いぬばっかり撮とっていたが、今ではアイドル関係の動画が中心になっている。強度のアイドルオタ属性をもっている男だ。

　俺がネットで見つけて、トライアイドルを取材してもらうことにした。もちろん、取材費はたんまりと盛ったぞ。

　彼かれは10万人もフォロワーがいる。もしかしたら、トライアイドルの人気に火が付くかもしれないな。

　今回のカメラはドローンを使ったもの。高いところからの撮影もできる。

　どんな映像になるのか、今から楽しみだ。

「それではスタートします。こんにちはー、アイドル大好きシバです」

　はじまった。まずは、ユーチューバーとななちゃんのトークだな。

　うん、ななちゃん、かわいいぞ。よし、インタビューは終わった。次は歌が入るな。

　スーパーの店頭は、すでに観客が集まってきている。もうすでに２日間試食をやったから、今日もランチするって、男子学生を中心に知られてきているんだな。

「恋こいの試食販売も聞いてください」

　うん、みゆちゃんも慣れてきたな。おっ、振りが全然変わったな。アイドルっぽい、しぐさがいいぞ。

　昨日の夜、振ふり付つけ師しを手配した。ソングライターの一いつ輝きのリクエスト。彼の一いち押おし振付師に無理を言ってきてもらった。

　振付師がトライアイドルのＰＶを見て言った最初の一言はこれだった。

「もったいない。振り付けが普通すぎる」

　もちろん、振り付けは新しくなった。そして、みゆちゃん達、どんどん良くなる。

　それを見ている俺おれは、本当にプロデューサーみたいだ。

　シバみたいなアイドルオタクではないけど、俺も普通にアイドルが好きだ。

　何十枚かＤＶＤをもっている程度にはな。その程度の俺がアイドルをプロデュースする。そんなことができるのもチート財ざい布ふのおかげだな。

　特別な知識もない俺がいろんなプロに依い頼らいできるのも、チート財布パワーだ。

　お金があれば、なんでも、とは言わないが。相当レベルでやりたいことができる。

　アイドルのプロデューサーみたいなこともできてしまう。本気でそれを仕事にしている人から見たら、笑われそうだが。

「いいなー。トライアイドル」

「そうなのか、シバ」

「ボイストレーニングとか全くできていない、それがまた粗あら削けずり感があっておもしろい」

「そうなのか」

「あと試食との組み合わせが面白い」

「そうなのか」

「この後、試食タイムになったらまた突とつ入にゆうするよ。トライアイドルの魅み力りよくを発はつ掘くつするぞ」

「頼んだぞ」

「任せろって」

　まぁ、俺みたいなニワカアイドルプロデューサーより、ずっとおっかけしているシバの方がよくわかるんだろう。しっかりと魅力を発掘してもらうとしよう。

　今日からブロマイド付き商品も始まるらしい。結果はどうなるのか。これも楽しみだ。







第27話　俺はＤＩＹの現場に見に行った







「どうだ。なんか、すごいことをしているな」

「あ、悠はる斗とさん。見て見て。太い梁はりが出ているでしょう」

「そうだな」

　ＤＩＹ女子のハナちゃんと、大工の宮みやじいがいる。

　今、俺が見上げているのは、鎌倉山の屋敷の中にある８畳じよう間まの和室の天てん井じよう。

　元々は、普通に天井があったのだが、今は天井が取り払はらわれていて、梁が見えている。

「ＤＩＹをやっている私達からしたら、夢の天てん井じよう剥はがしをしたの」

　ああ。あれか。「リフォームの匠たくみ」とかいう番組で、古い部屋をリフォームするのに、天井を下に落とすやつだな。

「あれをやったのか。大変だろう、あれは」

「ううん。天井を落とすのは楽しかったわ。ブルーシートを敷しいて、天井を力ずくで落とすとすごい埃ほこりだったわ」

「埃が舞まうという感じだな」

「そうなのー。あれ、実際にやれて快感だったわ。でも、その後の掃そう除じが大変だったわ」

　興奮したような感じでハナちゃんが語ってくれた。

　今は天井が終わって壁かべを白く塗ぬっているのだろう。ペンキの臭においがプンプンしている。

「しかし、毎日、ＤＩＹをしているみたいじゃないか。仕事は大丈夫なのか？」

「はい。実はもう、半年の休職願いを出していて。今は溜たまっている有給休きゆう暇かです」

「おいおい。それじゃ、有休終わったら、無給になるんじゃないのか」

「まぁ、そうですけど。そんな素晴らしい物件を任せてもらったら仕事になんて行ってられませんよ」

　話を聞いたら、みゆちゃんと一いつ緒しよに住んでいた部屋を出て、こっちに引ひっ越こしてくるらしい。

「お屋や敷しきの部屋を自由に使っていいと言われたから、引っ越すことにしました」

「どうせ、沢たく山さんの部屋が空いているから、それはいいが。しかし、みゆちゃん、ルームメイトがいなくなって困っていないかな」

「大丈夫です。トライアイドルのメンバーが後に入ることになってまして」

「それなら大丈夫だな。しかし、行動が早いな」

「だって、こんなＤＩＹするのに素晴らしい環かん境きようを整えてもらえたんですから、最大限活用しないとバチが当たるわ」

　しかし、そうは言っても無給だとまずいんじゃないだろうか。

「無給になっても大丈夫なのか」

「はい。家賃がなくなりますし、ＤＩＹに必要な道具や材料は悠斗さんに出してもらえるから大丈夫です」

「いや、そういうのではなくて。生活費が掛かかるだろう」

「私の場合、ＤＩＹをやっていると他にほとんどお金使わないんですよ。食費くらいですから。どこかに出かけることもないから、服とかも大していらないですし」

　うーん、本当にＤＩＹ一本の女性なんだな。

「悠斗さん、彼女はすごいよ。最近の男の職人なんかより、いろんなことができるぞ」

　おおっ、50年も大工をしている宮じいが褒ほめるのか。

「それと、アイデアがすごい。すでに何冊ものリノベーションのスケッチを作ってあってな」

「いつか、やってみたいリノベーションを描かくのが趣しゆ味みだったんです」

　この部屋も、リノベーションスケッチのひとつからＤＩＹしているらしい。

「でも、実際に大規模なリノベーションは、みゆちゃんとの部屋しかやったことがなくて。日本家屋の構造とか宮じいに教わりながらＤＩＹしているんです」

「そうそう。どんなＤＩＹであっても、元の構造を理解しないと駄だ目めだからな」

　うん、二人とも楽しそうに屋敷をＤＩＹしているな。

　今の部屋はＤＩＹが終わったら、ハナちゃんの部屋になるらしい。

「それで、ＤＩＹ女子は集まりそうか？」

「私のＤＩＹ女子の仲間はお休みの日に手伝いに来てくれています。他のＤＩＹ女子は連れん絡らくないですね」

　鈴すず音ねさんに出演してもらって、日本家屋のＤＩＹを体験したい人をユーチューブで募ぼ集しゆうしたんだけどまだ集まっていないのか。

「今、いろんな作業を動画にしているんですよ。宮じいの大工仕事は動きに無む駄だがなくて、すごく美しくの。私が教わるだけじゃもったいないから、動画で撮ってユーチューブで公開しようと思って」

　なるほど。ＤＩＹに興味がある人なら、宮じいの教えるやり方は興味持つだろうな。

　あ、閃ひらめいた！　動画をもっと面白くする方法があるじゃないか。




☆　☆　☆




「なんじゃ、それは！」

「これ？　電動ドリルっていうのよ。こうやって、木に穴をあける道具なの」

「穴をあけるじゃと。キリのようなものか。それにしたらずいぶんとでかいじゃないか。それでは使いづらいじゃろうて」

「そんなことないわ。ほら」

　ギュイーーーン。

　ハナちゃんが電動ドリルを始動させて板に当てると10秒ほどで穴が貫かん通つうする。

「なんと！　穴が開いてしもうたわ。どうなっているんじゃ」

「ハイ、カット！　いいね、宮じい。初めて電動ドリルを見た感じがよく出てるよ」

「そうかのぉ、監かん督とく。こんな演技は初めてだから、自信ないんじゃけどな」

　うんうん。確かにいい感じだ。

　ユーチューバーのシバさんに監督を頼んで撮影しているのは、『タイムスリップ宮じい』というＤＩＹ動画。

　大正時代の大工、宮じいがタイムスリップして、令和の今に来てしまったという設定。

　昔ながらの大工道具を使って、ＤＩＹのやり方を教える。

　だけど、ハナちゃん演じるＤＩＹ女子に電動工具を見せられて、驚おどろきつつも、今の工具をマスターしていくというストーリー。

　ハナちゃんが電動ドリルや今時の便利な材料を駆く使ししてのＤＩＹなら、宮じいは昔ながらの大工方式のＤＩＹ。

　その両方が教わることができて、その上、昭和初期のお屋敷に今時のレトロおしゃれなリノベーションがなされていくというドキュメントでもある。

「週に何回かは、タイムスリップ宮じいの撮さつ影えいをしよう。撮影したらすぐに編集して、公開しよう」

「いいですね。これなら視し聴ちよう回数すごいことになりそうですよ」

「だろう。さらに視聴されるように各種広告も入れるぞ」

「それはすごいことになりそうですね。でも、目的はなんでしょう？」

「もちろん、ＤＩＹ女子を集めるためだ。この屋敷をＤＩＹするなら、ハナちゃんと宮じいだけでは人手不足だからな」

「えっ、人手なら職人に依頼すればいいんじゃないですか？」

「それじゃ駄目だ。とにかく、ＤＩＹをやりたいという気持ちがある人だけでやりたいんだ」

「面白そうですね。ユーチューバーシバ、しっかり応おう援えんさせていただきます」

「どうだ？　ハナちゃんはＤＩＹ女子アイドルとして人気になりそうかな」

「いけそうですよ。美人だし、ＤＩＹに対する想おもいはすごいものがあるし。人気でるでしょう」

「ユーチューバーのシバが保証するなら、間ま違ちがいはないな」




☆　☆　☆




「どうして、こうなるのだろうか？」

「うーん。悠斗さん。これは想定外でした。ハナちゃんはＤＩＹアイドルとして健けん闘とうしていると思いますよ」

「ああ。俺もそう思う」

「しかし、宮じいの方が何倍も人気になるなんて想定できませんでした」

『タイムスリップ宮じい』動画を毎日15分の１話ずつ公開してみたら、あっと言う間に視聴回数が何万となった。
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　このあたりは想定通りでうまくいった。

　だけど、コメント欄らんを見ていると、ハナちゃんに対するコメントより、宮じいに対するコメントの方が10倍も多い。

「まぁ、想定外だが、人気が出ているのは間違いない。ＤＩＹ女子からの問い合わせも入っているしな」

「目的は達成していますね。だけど、どうしましょう」

「何がだ？」

「宮じいがセンターのＤＩＹ女子バンドが観みたいってリクエストがどどーんと来てますが」

「その話か。ハナちゃんはなんて言ってる？」

「面おも白しろがっています。まずはＤＩＹ女子仲間でかわいい子がいるから、エアバンドで良いならやりたいって言ってます」

「エアバンドか。それはなんか、いまいちな感じだな。よし、バックはちゃんと演奏できるセミプロあたりを使って、ＤＩＹ女子と宮じいは、大工道具と電動工具で音を出させよう。沢山の釘くぎを立てた板を金かな槌づちでリズミカルに打ち付ける、みたいな感じでだ」

「あ、それ面白いですね。一輝さんにも相談してみますね」




☆　☆　☆




「いやー、すごい人気です。宮じいとＤＩＹ女子ファイブ」

「そうだろう。そういうふざけたノリ、ネット民は好きだからな」

「今度予定しているＤＩＹコンサート＆ＤＩＹ体験イベント、すごい数の申し込みです」

「これでＤＩＹ女子もＤＩＹ男子もたくさん集まりそうだな」

　いつの間にか、鎌かま倉くら山やまのお屋敷リノベーションから始まったＤＩＹプロジェクトは大規模な物になってしまった。







第28話　俺は「アイドルになろう」を立ち上げた







「ちょっと相談に乗って欲ほしいのですが」

　そんな電話をしてきたのは、みゆちゃん達のトライアイドルの『恋の試食販売』を作詞作曲したソングライターの一いつ輝き。

　タワマンの一階にある談話ルームに来てもらった。

「それで、相談というのはなんだ？」

　このタワーマンションは、いろんなサービスを提供していて、談話ルームもそのひとつ。仕事などで打ち合わせしたいときは、すぐに使える。

　特に最上階の住民は特別扱いされているらしく、いきなりでもコンシェルジュデスクに連絡したら用意してくれた。

「実は、あの歌の件がバレまして」

「バレたって誰だれにだ」

「私の作詞作曲のほとんどを取り仕切っている大手プロダクションにです」

「もしかして、専属契けい約やくしていたのか？」

「いえ、そういう訳ではないですが、ほとんどの仕事はそこ経由なんです」

　うーん。それだと、仕事がなくなってしまうってことだな。

「もし、そこからの仕事がなくなるとどうなってしまうのか？」

「ええー、そんなことになったら生活できません」

　そういうことか。大手プロダクションはそうやってゴーストソングライターを操縦しているのか。

　しかし、困ったな。他のプロダクションにツテなどない。

「要は生活できればいいのか？」

「えーと。作詞作曲の仕事、大好きなんです。確かに自分の名前で発表できないのはつらいけど、それでも好きな仕事ができているのは嬉うれしいんです」

「どうなりたいのか？」

「とにかく、作詞作曲をして生活できれば文句はありません」

　そうなのか、困ったな。ただ、生活できるだけならお金でなんとかなるが、作詞作曲の仕事となると別だな。

「大手プロダクションに土下座してあやまるくらいしか思いつかなくて」

「土下座、したいのか？」

「したい訳ないじゃないですか。どうしようもないって話ですよ」

「その困りごと、解消しよう」

　うわっ、言ってしまった。対策も考えていないのに。

　つい、困っている人をみると、このフレーズを言ってしまう癖くせがついてしまった。人助けが条件反射になってしまっているぞ。

「本当ですか！」

「うむ。任せておけ」

　今さら、何も考えていませんでした、では済まないな。

　誰か頼たよれる人をみつけないといけないな。




☆　☆　☆




「相談ってなんだい」

　唯ゆい一いつの昔からの友達であり、みゆちゃん達のトライアイドルの私設ファンクラブの会長の真ま言ことだ。

　新居パーティでみなちゃんに会って、熱ねつ烈れつなファンになったんだ。試食公演の度に最前列で観ている。

　元々、別のアイドルの追っかけをしていて親衛隊もしていた。今はトライアイドルだけになって、追っかけている。

「アイドルに詳くわしいだろ。いろいろと」

「もちろんだ。アイドル、それもメジャーになる前のアイドルが中心だが相当知っているよ」

「そういうメジャー前のアイドルに楽曲を提供したいのだが」

「は？　悠はる斗と、作曲もしているのか？」

　話が伝わらないようなので、トライアイドルの楽曲提供者の話をした。

「えっ、あの『恋の試食販売』を作った人か」

「そうだ。他のアイドルにも楽曲提供したいと言っている」

「あー、それは無理だな」

　真言の顔が曇くもっている。

「なぜだ？」

「メジャー化していないアイドルはお金がないよ。アイドル本人もほとんど無給みたいなものでアルバイトしながらアイドルしているんだ」

　そうはそうだろう。みゆちゃんもまだキャバクラでバイトしているし。

「そこは心配ない。基金を作る。その基金から資金は出るからな」

「えっ。そんなことが可能なのか」

　よし、のってきた。真言は一気にテンションが上がってきたぞ。

「あの楽曲を作った人なら、いくらでも、楽曲提供してもらいたいアイドルがいるよ」

「アイドルを紹しよう介かいしてもらえないか」

「もちろんだ」

　うん。これで、ソングライターの彼の仕事はなんとかなりそうだ。

「それと、アイドルコスチュームも提供するぞ」

「あ、もしかして。それもトライアイドルの衣装を作った人か」

「その通り」

　アイドルの人気がでないのは、楽曲や衣装という基本の部分が弱いからだ。当然、そこを底上げすれば、人気が出るアイドルも出てくるだろう。

　もちろん、アイドル達の潜せん在ざい能力にもよるがな。

「基金というのは、アイドルを育成する基金だと思っていいのか？」

「あー、そういうことだ」

　そこまで深くは考えていなかった。楽曲の提供をするために、必要な基金として考えただけだ。衣装の話は、ついでに出てきたこと。最初から考えていた訳ではない。

　そういえば、宮みやじいとＤＩＹガールズも、もっと活動の場を増やしてあげたいしな。

「あ、それじゃ。もしかして、ライブ会場を借りたりするのも基金が使えたりするのか？」

「うむ。アイドル育成基金だからな。育成に必要なものなら出る」

　どんなことが必要なのか。俺はよくわからないが、真言ならよくわかりそうだ。

「でも、どうやって基金を出すかどうかを決めているのか？」

「今は、トライアイドルだけだから、決めるも何もないんだ」

「あ、基金はこれから本格的に始まるってことなのか」

「その通りだ」

　どのくらいのアイドルが参加するかはまだ分からない。しかし、基金に10億円でもいれておけば、当分は大だい丈じよう夫ぶだろう。

「しかし、基金が始まったばかりだと、どのアイドルが利用できるかあいまいだな」

「それなら、アイドルファンが決める形にすればいい」

「それって、どういうこと？」

「ほら、『人気作家になろう』ってサイトがあるだろう。あれのアイドル版をつくればいい」

「あ、アイドルファンの投票によって決まるとか？」

「それはＡＫＤ方式だろう。作家になろう形式だ。つまり、動画の視聴回数がベースだ」

「それ、いいな！」

　今は、みゆちゃん達の動画の視聴回数がとんでもないことになっている。人気が出るアイドルは当然、そういう力がある。

　動画サービスサイトを利用して、アイドル動画をアップできる仕組みを作る。そこから先は……よくわからないな。

「と、言っても、サイトの作り方は知らないがな」

「それは大丈夫だ。私のアイドル仲間にすごい奴やつがいて、プログラマーなんだ」

「じゃあ、そいつに任せよう。資金は基金が出すからな」

「ああ、早速聞いてみるな。あ、ちなみに、そのサイト、なんて名前になるんだ？」

　名前か……そうだな。あれしかないな。

「名前は決まっている。『アイドルになろう』だ」

　こうして、のちに芸能界を震しん撼かんさせることになる。『アイドルになろう』、略りやく称しよう、『アイなろ』がスタートしたのだった。







あとがき







「ミリオンセラーを一緒に目指しましょう」

　僕が初めて、この本の編集者さんに会った時に言った言葉です。いきなりだったので、彼は絶句してましたが。（笑）

　もちろん、ミリオンセラーがどれほど出すのが大変か僕も良く知っています。この５年間で、文庫本でミリオンセラーになったのは２作品だけ、それも大ヒットしたアニメ映画の原作小説です。

　だけど、僕は「無限にお金が出てくる財布」のアイデアを思いついた時、ミリオンセラーを目指すつもりになっていました。

　そもそも、ミリオンセラーを出すと言い始めたのは、16年前、恋愛ノウハウの本を書いた時です。一緒に恋愛メルマガを書いていた仲間３人で打ち合わせしたときに、出てきた目標です。その時点では出版の予定などなく、ネットでの活動だけでしたがメルマガで出版宣言をした翌朝、メルマガ読者だった女性編集さんからオファーをいただきました。

　この本は発売後、即増刷が決まり、10万部まで行きました。それから何冊か恋愛や文章術のノウハウ本を出しますが、この時以上の数が売れません。その上、ベストセラー作家になったにもかかわらず、思ったような本をつくれず、僕は出版界に幻滅してミリオンセラーの夢は挫折しました。




　それから10年以上が経過して小説投稿サイト『小説家になろう』に出会います。最初は人気のある異世界物を３か月間、読み続けました。これは単に面白くて読むのを止めることができなかっただけです。でも、３ヵ月もすると、こう思うようになります。

「もしかしたら、僕にも書けるんじゃね？」

　その結果、最初に書き始めた作品は読者数３人という散々な結果に終わります。その後めげずに、毎週新作連載開始という暴挙でどんな作品が人気がでるのか調べはじめます。

　小説を書き始めてから２か月で読者が８千人の作品が生まれたときに出版オファーをいただきました。その出版社から１年間で２作品、３冊になりました。ただ、その時はミリオンセラーの夢は復活しませんでした。それから１年。小説を書き続けてやっと「これなら」という作品アイデアを閃いたんです。

「無限に使えるお金」、このアイデアの元は、宝くじでは足りないってことでした。最高額で10億円。庶民からしたら夢でも、実際に贅沢三昧したらあっと言う間になくなります。１００億だと上場する会社を作り、Ｍ＆Ａで売却する。リアリティがないですね。

　そんなことを考えていた頃、使ってもなくならない財布のアイデアを思いつきます。これなら、足りなくなることはありえません。計算したら１時間で12億円。時給12億円のニート。このタイトルができた瞬間、ミリオンセラーの計画がスタートしました。




　勢いで連載をスタートし、２カ月で30万文字を書いて完結しました。次はこのタイトルでミリオンセラーが作れる出版社で出す。数が売れる文庫本で。ネット小説大賞に応募して、大賞は逃したものの入賞して出版権をいただきました。

　この本は本当に良い流れで文庫本になるところまで来ました。自由奔放に書きまくった原稿なので、編集さんから指摘されるだろうと思ったら、自由奔放なまま本になりました。

　私、このお話好きなんです。そう言ってくれる編集さんに会ったとき、夢に近づいたことを実感しました。著者と編集さんって、方向性がずれるとパワーがガクっと落ちるんです。

　そして、イラストレーターの黒獅子さん。同じくこの作品を好きと言ってくれました。

「おー、そうなるのか！」と読者視線で出来上がるイラストを楽しみにしていました。

　そして、表紙を作ってくれたデザイナーさん。

　イラストタイトルが入った表紙が出来上がったとき「行ける」と思ったんです。一目で『12億円』が目に入って隣の時給が見える。「えっ」となって、その後ニート。完全に混乱して気になってしまうタイトル。本屋で何気に平積みしている表紙を見たお客さんが手に取る風景が見えたんです。これでミリオンセラーになる準備ができあがりました。

　後、３回くらい超幸運があればミリオン達成できるかなってとこに来ました。




　最後にこの本が生まれるまでに協力してくれた方々に感謝の気持ちを綴ります。

　まずは、今年の６月９日の「和合の日」に結婚した新妻加代子ちゃん。この本に出てくるスピリチュアル的なことは彼女との出会い無しに、僕が知ることはありませんでした。

　担当編集さん、黒獅子さん、ＨＪ文庫編集部の方々。

『小説家になろう』でこの作品を読んでくれた読者さん達。

　小説家として最初に見出してくれたＵＧノベルスの編集さん。

　そして、最後の最後に。

　財布のインスピレーションと夢を実現に向けてナビゲートしてくれた蛇神様。

　本当にありがとうございました。
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